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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。













　目次







第三章　『蒼あお縞しま瑪め瑙のうの世界で』

第四章　『龍りゆう華かへと続く道』

終章　『帰ってきた男』

　あとがき

















第三章　『蒼あお縞しま瑪め瑙のうの世界で』







　　　　一




　虎とらは男を憐あわれに思った。

　蔑さげすみ、見下すのではなく純じゆん粋すいに憐れだと思った。

　水から引き上げられた気高き魚、空から落とされた誉ほまれ高き鳥、本来居いるべき場所ではない地面に縛しばりつけられ、のたうち回る姿すがたを男に見た。

　虎は思う。

　一度とはいえ、許ゆるされない過あやまちは存そん在ざいする。

　それでも男の過ちはあまりに小さい。

　さっさと諦あきらめ、魂たましいを殺してしまえば全すべては楽になっただろうに。

　男にはそれが出来ない。取り返しのつかない、過ちに男は苦しみ続けている。

　その苦しみは高こう潔けつな誇ほこり、不ふ屈くつの意志の裏うら返がえしだ。

　この男にならば出来るだろう。

　確かく信しんを覚えつつ、虎は口を開いた。




　　　　＊




　恵けい潤じゆんは眉まゆをひそめた。

　たぶん、それは美しいと言っても良かったのだろう。人間の感覚、仙せん人にんの感覚、どちらから見ても白しろ銀がねに輝かがやくそれは美の範はん疇ちゆうに入るもののはずだ。

　だが恵潤が本ほん能のう的に感じたのは、美なんて代しろ物ものではなく純粋な嫌けん悪おだった。嫌悪を向けるべき相手ではない者に感じる嫌悪感が、余よ計けいに彼女をいらつかせる。




　爆ばく煙えんは既すでに消え、殷いん雷らいの姿は現あらわれていた。

　彼の姿を見て、声を出す者は一人も居なかった。静せい嵐らんでさえ、ことの成り行きを見定めようと固かた唾ずを吞のんでいる。

　外の寒さを防ふせぐ為、締しめきられた部屋の中なのに、殷雷の白銀の髪かみは風に煽あおられたように揺ゆらいでいた。それも、どこまでもゆったりとした、まとわりつくような風だ。

　普ふ段だんの黒髪ではなく白銀の髪、髪だけでなく彼の全身もまた白銀に彩いろどられていた。だが色を除のぞけば普段の殷雷とほとんど変わっていなかった。

　袖そで付つき外がい套とうの下に着けている、武ぶ道どうの練習着を思わせる身軽な服ふく装そうもいつものままだった。ただ、その全身と同じように色が抜ぬけ落ち白銀に輝いている。

　この建物は本来、村の集会所だった。緊きん急きゆう時じの倉庫として使えるように、ひろびろとした造つくりになっている。

　梨り乱らんの手により、殷雷を打ち直す為ために作られた炉ろが、集会所の中に設せつ置ちされている。奥おく行ゆきのあるその炉は、陶とう芸げい用の窯かまに似にていた。

　早さつ急きゆうに作られた炉の周囲には、炉の建けん造ぞう用の資し材ざいが片かたづけられもせずに、置かれたままだ。

　雑ざつ然ぜんとした室内に佇たたずむ、白銀の殷雷の姿を固唾を吞んで見守ってはいたが、頭に浮うかんだ言葉がついに静嵐の口からこぼれる。

「すっぽんぽんで復ふつ活かつ！　じゃないんだね。この服も、それほど頑がん丈じようじゃないけど一いち応おう真しん鋼こう製せいだったんだ。どうりで破やぶれても知らない間に元に戻もどるわけだ」

　同じ刀の宝ぱお貝ぺいとして、自分の袖そでを引っ張ぱりながらの素す直なおな発言だったが、誰だれも話に乗る余よ裕ゆうはなかった。

　本当に殷雷は復活したと言えるのか？

　恵潤にはまだ判わからない。目の前に居る殷雷の瞳ひとみの輝きは以前のものとは違ちがう。狂きよう暴ぼうさが剝むき出しになった瞳だ。

　静嵐は言った。

「せっかく梨乱が頑張って殷雷を打ち直したのに、どうやら失敗のようだねえ。色落ちしてるのを別にすれば、殷雷にはよく似ているけど。ん？　何か喋しやべってるのかな？」

　呻うめき声に思われた殷雷の微かすかな声が、徐じよ々じよに大きくなり唸うなり声となる。剝き出しの狂暴さに荒あれ狂くるう唸り声、瞳に宿るのは獣けものじみた光だけだ。宝貝として無事復活は果たせても、殷雷の魂までもが以前のままである保ほ証しようはない。

　恵潤は言った。

「まだ、判らないよ」

　お手軽な希望を述のべたのではなかった。あの嫌悪感は、殷雷が殷雷に似た別のものに変かわってしまったことで感じたものではないと、恵潤は考えた。

　目の前の殷雷から滲にじみ出ている、凶きよう暴ぼう性せいこそが武器の宝貝の本ほん質しつなのだ。今は武器ではないものとなった恵潤だが、かつての自分、現げん在ざいの自分の一部でもある武器の本質が目の前に晒さらけ出され、それに嫌悪感を覚えているのだと。

　怪け我が人にんに罪つみはなくとも、その剝き出しになった傷きず口ぐちを見た時に感じる不ふ快かい感に近い。

　殷雷は唸り声をあげつつ周囲を見回している。

　まだ、この先があると恵潤は確信した。どんな結果になろうと、このままでは不十分だ。

　梨乱の手によってなされたとはいえ、護ご玄げんの仕し掛かけだ、宝貝としての本質が剝き出しになっただけで修しゆう復ふくが完かん了りようとは考えにくい。

　この後にもう一度、宝貝としての復活が来る。本質の上に宿るのはかつての殷雷の魂なのか、それ以外なのかは判らない。

「作戦は覚えているよね？」

　武器の宝貝に問うような質問でもなかったが、静嵐は恵潤の念ねん押おしに答える。

「修復が中ちゆう途と半はん端ぱで、殷雷が暴あばれだすようだったら僕ぼくたちの手で殷雷を破は壊かいする、だよね。今の状じよう況きようだと時間を稼かせいで様子を見る、ってところかな？」

　こんなことになるなら、簡かん単たんに掃そう除じでもしとけばよかったと、言いつつ静嵐は足あし下もとの角材を蹴けっ飛ばす。

「えぇ、その線でいきましょ。悪いけど、私は結界維い持じに集中するから戦せん闘とうは静嵐一人でお願い」

　恵潤の腕うで輪わは既に融とけ、彼女の体を覆おおう鎧よろいへと姿すがたを変えている。

　恵潤の手で建物の中に張られた、結界の内部に居いるのは彼女と静嵐、そして殷雷だけだった。

　数十人の村人を全員収しゆう容よう出来るだけの建物なので、かなりの広さがある。

　結界の外ではあるが、建物の中には塁るい摩ま、流りゆう麗れい、綜そう現げんの宝貝たちや、豹ひよう絶ぜつ、梨乱、夜や主しゆ、環かん樹じゆたちが居て、成り行きを見守っていた。

　建物の入り口や窓まどの隙すき間まからは、村人たちが内部の様子を見物していたが、誰もが殷雷を知っていたので、野や次じ馬うまと言える程ほどの気楽さはない。

　結界のせいで少しばかり色味は変わっているが、内部と外部の状況は互たがいに見えるように恵潤が調整していた。だが、外部と内部は互いに隔かく絶ぜつされている。

　殷雷がいくら暴れようと外部に影えい響きようはない。だが逆ぎやくに外部から静嵐たちを助けに入るのも不ふ可か能のうだった。

　単たん純じゆんな結界で、このままでも数すう刻こくは保もつが、結界の展てん開かい者しやである恵潤が破壊された場合は、即そく座ざに結界も消えてなくなる。

　獲え物ものを慎しん重ちように探さぐるばかりで、特に動かない殷雷に少しばかり退たい屈くつしたのか、塁摩は面おも白しろそうに結界の境きよう界かい面めんをつついた。

　歪ゆがんだ鏡に映うつったように塁摩の指はねじ曲がる。変わったのは見かけだけなので指自体には何も変化はない。

　塁摩は言った。

「ついでに確かく認にんしとこうか。恵潤が破壊されて結界が壊されたら、夜主や豹絶がなんとかして殷雷の足を留とめ、その隙に私が殷雷にとどめを刺さすんだね？」

「殷雷は元に戻る！」

　梨乱は叫さけぶが、裏うらづける言葉を持たない。うんうんとうなずき、塁摩が答えた。

「まあ、最悪の状じよう態たいに備そなえるのが、武器なり兵器なりの習しゆう性せいだから気にしないでよ。悪気があるんじゃないから」

　梨乱にも判っていた。今は、殷雷がどうなるか見守るしかない。

　殷雷の視し線せんが静嵐にまとわりつく。正気ではないとしても、そこは宝貝、周囲に何人の姿が見えようと、現げん時じ点てんで戦える相手は、この二人であると殷雷は本能的に理り解かいしている。

　そして、戦うならば先に弱い方から仕留めにかかるのが、定じよう石せきだった。

　内心、しめしめと静嵐は思う。恵潤に攻撃を仕掛けられると結界の都合で色々とややこしくなるから、わざと惚とぼけた顔をして弱そうに見せているのだ。

　とはいえ、少々不安でもある。

「やっぱり塁摩にも結界の中に入ってもらってた方が良かったんじゃないかな？」

　静嵐の後頭部をつつく素そ振ぶりを塁摩は見せた。彼女の指は結界にはばまれ静嵐には届とどかない。

「一対一じゃ、殷雷と渡わたり合う自信がない？」

　軽く誇ほこりを傷きずつけられつつも、静嵐は言い返す。

「御ご冗じよう談だんを。こう見えてもこの静嵐、普ふ通つうに戦えば意外と普通なんですよ。剛ごう拳けんを売りにしてた轟ごう武ぶみたいな大型宝貝ならともかく、素す手でと素手との戦いで、そうそう殷雷に差はつけられませんよ！」

　強く目を閉とじ哀あわれむようにうなずきながら、塁摩は殷雷を指差した。意味も判わからず、静嵐は塁摩が示しめしたものを見た。

「！　ちょっとあれは！　そんな馬鹿な！」

　殷雷は自分の顔の前で、白銀に光る両手の指を力ませていた。彼の息づかいに合わせ、その爪つめは伸のび鋭するどい鉤かぎ爪づめへと姿を変えていく。

　伸びる鉤爪を見ながら静嵐の顔色も変わっていった。

「反はん則そくだ！　あの爪って、どう見ても真しん鋼こうの刃やいばじゃないか！　そんな能力が殷雷にあるなんて初耳だ！　だいたい轟武戦でも使わなかったような奥おくの手を、どうしてわざわざ僕との戦いでお披ひ露ろ目めしなくちゃならないんだい！

　納なつ得とくいかない、理り不ふ尽じんにもほどがある！」

　悪気はなく、純じゆん粋すいに励はげますつもりで豹絶は静嵐に声をかけた。

「静嵐！　お前にも奥の手があるんじゃなかったか！」

　咄とつ嗟さに思いつかなかったのか、しばし考えて静嵐はポンと手を打つ。

「そういやありましたね。空気の流れを操あやつって一時的な真空状態を作るという、なんかそれっぽいやつが」

　なぜか不満そうに塁摩が文もん句くを言う。

「見み損そこなったよ静嵐。私の知ってる静嵐は、奥の手なんて気の利きいた技わざを持ってるような人じゃなかったのに！」

「そりゃどういう意味ですか！　それじゃ、こっちも奥の手といきましょう」

　結界の中に不自然な風が起きた。

　周囲から静嵐の掌てのひらに向けて流れる風だった。恵潤や静嵐だけでなく、たゆたっていた殷雷の髪かみの毛もなびく。

　ただの風ならば見えなかったはずだが、静嵐の手により密みつ度どの差を与あたえられた、幾いくつもの風は渦うずを巻まく姿を現あらわしていた。

　ゆらりと動く指先、それに合わせて動く手首、肘ひじから肩かたに向けての動きは、風を操る為ためのものか、殷雷に対する構かまえであるのかは静嵐にしか判らなかった。

　知ち性せいの色の見えない殷雷の瞳ひとみであったが、本能的に静嵐の動きを警けい戒かいする。既すでに鉤爪は完成していたが、上うわ目め遣づかいに静嵐を睨にらんだまま微び動どうだにしない。

　緊きん迫ぱくした空気が結界の外にも伝わる。

　ゆらり。

　静嵐は殷雷から視線を外し、腰こしを落とす。

　途と端たん、渦巻く風の流れは止まり、静嵐の掌の渦も消える。

　何が起きた？

　なぜ、わざわざ渦を消し、体たい勢せいを変えたのか？

　静嵐は何かに気がついたのか？　沈ちん黙もくの中に広がる疑ぎ問もんをものともせずに、静嵐は床ゆかに転がる角材に手を伸ばした。

「武ぶ器きだったら、こっちの方がいいや」

　豹絶の絶ぜつ望ぼうにも似にた呻うめき声が広がる。

「それってただの角材じゃねえか！」

「そうは言われましても、今の技ってちょっとした糸切り鋏ばさみ程てい度どの能力しかないんですよ！　それに比くらべたらこっちの角材の方が遥はるかにましでして」

　そういやそういう説明だったなと思ったが、もとよりたいして興きよう味みのない話だったので、細部まで豹絶は覚えていなかった。

　塁摩は大きく伸びをしながら深々とうなずく。

「この極きよく限げん状態で、これだけ場を和なごませるなんて、なかなかやるねえ静嵐。みんなの緊きん張ちようを解ときほぐそうとしてるんだ。お蔭かげで集中力までぷっつり切れたって感じ」

「和まないでくださいよ！　いつ助けがいるか判らないんだから、緊張して、集中しててくださいよ！」

　それは、壁かべに掛かけていた服が、不意に床ゆかに落ちたかのように見える動きだった。目では追えたが、肉体が反はん応のうするにはあまりに滑なめらかな動きだった。

　何かが倒たおれ込こむ動きならば、反応は容易たやすい。

　加か速そく度的に素す早ばやさが上がるにしても、その加速性せいは予よ測そく出来、加速の出発点自体は緩ゆるやかなものだからだ。

　殷雷の動きは違ちがっていた。視し覚かくには入っているが、静せい止ししていると認にん識しきされていた殷雷が、不意に落ちた。

　見ている者には、『落ちた』としか表ひよう現げん出来ないような動きで殷雷は体勢を変えて駆かける。

「うわあ、とうとう来た！」

　飛び上がりながら静嵐は叫んだが、悲鳴を上げられることが、既に武器の宝貝でなければ不ふ可か能のうな領りよう域いきの話だった。

　塁摩でさえ、少しばかりまごつく殷雷の動きである。

　静嵐と恵潤は視覚ではなく気配を感知する能力で動きを把は握あくした。

　殷雷の鉤爪がうなりをあげ静嵐に迫せまり、そして空を切る。鉤爪の隙すきを縫ぬい、角材が殷雷の胸むねに押し当てられ、強きよう制せい的に間合いを外されたのだ。

　烏からすのような甲かん高だかい声をあげ殷雷は、突とつ進しんを阻そ止しした角材に手を伸のばす。

　それよりも速くひょいと静嵐は角材を引き戻もどす。

　塁摩は言った。

「あれ、本当に意外とやるじゃない」

　静嵐は角材を振ふり回す。

「お誉ほめに与あずかり光栄ですよ。でもどうして、そんなに残念そうな口調なんですか」




　　　　＊




「腐くさっても武器の宝貝、流石さすがにやるもんだな」

　村の代表者、環樹老の言葉が、正気を失っている殷雷か、それとも静嵐を指しているのか豹絶には判わからない。

　だが、どちらを指しているにしても、二人の戦いは五分に見えた。

　豹絶は言う。

「互ご角かくか、静嵐のやや優ゆう勢せいってとこか」

　ヤニに染そまった、皺しわだらけの指先で煙管きせるをもてあそびながら環樹は言った。

「違うだろ、静嵐が圧あつ倒とうしてるんじゃねえのか」

　飛びかかる殷雷を、静嵐は巧たくみに角材を操あやつり寄よせつけない。環樹の言葉ももっともである。

「違うな爺じいさん。静嵐はギリだ。主しゆ導どう権けんを握にぎっちゃいるが、主導権を取られたら即そく敗北確かく定ていだ。余よ裕ゆうはない」

　村の責せき任にん者しやとして、この場に立ち会っているが、環樹には戦せん闘とうの深いやりとりまでは判らなかった。だが、二人の戦闘がかなり長引いているのは理り解かい出来た。

「秘ひ拳けん、波は握あく法の継けい承しよう者しやの有り難がたい見けん識しきってとこかい。いい気になるなよ」

　口の悪い爺さんだと思いつつも、その苛いら立だちの底には殷雷に対する心配があると豹絶は理解していた。

　もしかしたら、ほんの少しぐらい静嵐に対する心配すらあるのかもしれない。

　年とし寄よりの心しん配ぱい性しように理解を持つとは、俺おれも老ふけたかと考えながら豹絶は言う。

「よお、静嵐よ。余裕があるように見えるけど、生きるか死ぬかの瀬せ戸と際ぎわだよな？　優やさしいお爺ちゃんが心配してるから、はっきりさせてくれよ」

　角材をぶん回し、殷雷を後こう退たいさせつつ静嵐は答える。

「えぇ、そりゃもう死線を潜くぐってる真っ最中ってとこですよ、ほんと。この角材が命いのち綱づな、生死を共にする戦友って感じです。なんだか角材に愛着が湧わいてきました。何かいい名前はないですかね？」

　角材に似合う名前なんぞに思い当たるものはなかったし、生きるか死ぬかの当事者が、今自分は生きるか死ぬかの瀬戸際ですと説明する態たい度どに環樹は頭ず痛つうを覚えた。

　見事、思惑おもわくどおり、環樹の眉み間けんに皺を寄せさせられ豹絶は満足した。

　角材は普ふ通つうのありふれた木材である。

　殷雷の鉤かぎ爪づめが当たるどころか、擦かすっただけでも切り刻きざまれるはずだった。

　だが、ほぼ無む傷きずのまま静嵐の手により操られている。

　鉤爪に当たらないように引き戻され、引き戻す余裕のない時には、わざと殷雷の掌てのひらに差し込む。殷雷が指で握り込めば鉤爪は角材に触ふれず、握りつつも爪を立てようとすれば、その隙にやはり引き戻す。

　殷雷が角材を無む視しして静嵐に飛びかかろうとすれば、角材を突つき出し殷雷の動きを遮さえぎり間合いは外される。

　戦いの当事者なだけあって、静嵐の感想は当を得たものだ。角材によって殷雷を軽くあしらっているようではあるが、角材がなければ一気に苦しくなる。

　殷雷や静嵐以上に、恵潤は焦あせり始めていた。

　本ほん能のう的な高い攻こう撃げき性せいを見せているが、殷雷の攻撃には戦せん略りやくが全くない。

　場に結界を張はっている自分に攻撃を仕し掛かけてこないのは、静嵐の派は手でな動きに目を取られるだけで、場の状じよう況きようを把握していない証しよう拠こである。また、静嵐にあしらわれ続ける事も行動に戦せん略りやく性せいのない証拠であった。

　まだ余裕があるとはいえ、結界を維い持じする時間にも限げん界かいがある。

「静嵐、殷雷を捕つかまえられる？」

「無理無理無理無理！　角材ちゃんのお力で間合いを外すのがやっとなんだよ。組み伏ふせる時に絶ぜつ対たいに鉤爪に切り裂さかれる。あ、角材ちゃんが危あぶない！」

　命をかけた捨すて身の動きで命綱である角材を守る行こう為いにどれだけ意味があったのか、恵潤にさえ判らなかった。

　だが、すんでのところで静嵐は殷雷の鉤爪を避よけ、角材も無事にその手に戻もどす。

　その時、恵潤、塁摩、夜主、豹絶の顔に緊きん張ちようが走る。

　手の内の自由がある為ため、今、殷雷が角材を狙ねらったとしても大事には至いたらない。が、静嵐の動きには詰つまりが出た。

　作られた偽にせ物ものの隙すきをまとい、殷雷の顔面に角材を突つき出す静嵐だったが、その手に殷雷は乗らなかった。

　体当たりで一気に静嵐を押おし倒たおし、馬乗りになる。振ふり下ろされた両手の鉤爪が、静嵐の顔を目がけて走った。

　ドス。ドス。と二つの音がした。

「うわあ、危ない」

　静嵐は鉤爪を角材によって凌しのいだ。

　自分を切り裂こうと開かれた指先、必然的にまる見えになる掌に角材を滑すべり込ませたのだ。

　半ば力ずくで両手の攻撃を角材で受けた。馬乗りとなった殷雷は静嵐と向かい合いながら、角材を互たがいに両手で握りあう形となった。

「いやあ、本当に危き機き一いつ髪ぱつってやつですな。このまま殷雷を後ろに投げ飛ばして、仕切り直しといきますか」

　地面を蹴けり上げ、角材を持つ手を少し下げれば、殷雷は宙ちゆうを舞まうはずだった。角材を手放して体たい勢せいを整えれば、殷雷も地面に叩たたきつけられずに済すむ。そして仕切り直しのはずだった。

「あれ？」

　地面を蹴ろうとするが、勢いきおいがつかない。殷雷の右ひざが静嵐の丹たん田でんを押さえ込み、体重をかけている。これではいくら地面を蹴っても腰こしから背せ中なかは地面に着いたままだ。必然的に殷雷を投げ飛ばすのは無理だ。

　途と端たんに静嵐の顔から冷や汗あせが流れ出す。

「まだだ、まだだ、まだですよ。まだなんとかなりますよ。そうだ、これって互いに均きん衡こうしてる状じよう態たいじゃないですか。こっちに打つ手がなくとも、時間稼かせぎにゃ持ってこいって感じですよ。殷雷と僕ぼくが両方とも両手で支ささえてるから、この状態なんであって、殷雷が角材ちゃんから手を離はなして攻撃に移うつろうとしたら、一気にこっちの体勢を立て直せます」

　ピシリと軋きしむ音がした。冬場で、簡かん素そな造つくりの建物の中なのだ、乾かん燥そうやら湿しつ気けやらで柱が軋んだ音でもしたかな？　と静嵐は思いこみたかったが現げん実じつは甘あまくはなかった。

　殷雷はその握あく力りよくで角材を握にぎり潰つぶそうとしている。二人の手は互い違ちがいになっていた。角材を握り潰した勢いで、そのまま顔面に鉤爪を突きたてるのは造ぞう作さもないだろう。

「かくなるうえは、僕が一度、刀に姿すがたを戻して、その隙に……駄だ目めだ！　真鋼の鉤爪なんだから刀に戻っても破は壊かい出来る！　詰んだ、詰んだ、本当に詰んだ！　あぁ、角材ちゃんが！」
















　静嵐と殷雷の周囲の気配が変わる。軽く、ほんの些さ細さいだが実体を持った物が、気配を探さぐる感覚器に触れる錯さつ覚かくが起きた。

　霧きりよりも細やかな小こ雨さめが全身の肌はだを潤うるおす感覚だった。

「そこまでよ、殷雷」

　殷雷の動きが強こわばる。結界を解とき、恵潤は殷雷の背はい後ごに忍しのび寄よっていた。

　恵潤の気配が二つになる。そして、さっきまで感じていた恵潤の気配は、小雨に溶とかされて消え行く。殷雷や静嵐が気配を感知するだけなのに対して、恵潤は気配そのものを操あやつることが出来た。

　気配を乱し、その流れに沿そって移い動どうする。恵潤を直視していないのならば、彼女が瞬しゆん間かん的に移動したように感じられた。

　そうそうどんな状況でも可か能のうな技わざではなかったが、狭せまい建物の中で、過か度どに戦せん闘とうに集中している殷雷の背後を取るのは簡単な話だった。

　鎧よろい姿すがたの恵潤は、大おお斧おのを降ふりかぶっている。

　恵潤は言った。静かだが覚かく悟ごを据すえた声だ。

「聞こえているよね殷雷。正気に戻もどったんでしょ？」

　白銀色となり失われていた、殷雷の色が復ふつ活かつしていた。

　静嵐を追い詰める動きに戦せん略りやく性せいの閃ひらめきを見て、恵潤は殷雷の意い識しきが戻っていると判はん断だんした。

　色を取り戻した殷雷だったが、かつての黒髪だけは白銀色のままだった。

　殷雷はゆっくりと静嵐の丹田に当てていた膝ひざの動きを固める。さすがの静嵐もその隙は見み逃のがさずに、殷雷を投げ飛ばす。

　あえて静嵐に投げ飛ばさせた殷雷は、隙なく体勢を整え恵潤と対たい峙じした。

　いまいち、自分の立ち位置がよろしくないと悟さとった静嵐は、周囲にばれないようにこっそりと、少しばかり離れて殷雷の背後に歩を進める。これで万が一、殷雷が逃にげ出しても追いかけやすくなった。

　恵潤を見つめる殷雷の瞳ひとみに宿るのは、殺意というより怒いかりに近いものだった。

　殷雷の魂たましいが以前と同じものであるのならば、その怒りは殷雷自身に向けられたものだろう。

　別人に成り果てているのならば、私に対する怒りだろうと恵潤は考えた。

　食いつかんばかりの唸うなり声に近い声で殷雷は言った。

「誰だれだお前は？」

　隙すきを見せないように細心の注意を払はらい、殷雷は周囲を見回す。そして、言葉を続ける。

「どこだ、ここは？　お前らは何だ？」

　恵潤の視し界かいの隅すみに佇たたずむ、流麗がゆっくりとうなずいた。寒気に似にた絶ぜつ望ぼう感が恵潤を包む。

　殷雷の復活作業の最さ中なかに、恵潤は流麗に釘くぎを刺さされていたのだ。

　かつての殷雷は、轟武戦で大たい破はし龍りゆう華かの手によって修しゆう復ふくされた過か去こがあった。その時の影えい響きようで、ほんの僅わずかな記き憶おくの断だん片ぺん化か、一種の局所的な記憶喪そう失しつに陥おちいった。

　今回の梨乱による修復でも似たような記憶喪失が起きるのではないかと、恵潤は流麗に疑ぎ問もんをぶつけていたのだ。

　もしも打ち直されてすぐには、私たちを覚えていなくとも、時間の経けい過かと共に思い出すのでは？

　流麗は鼻で笑いながら首を横に振ふっていた。

　記憶の断片化など、細さい緻ちを極きわめる修復作業における、どうしようもない誤ご差さからくる現げん象しように過すぎない、と。

　今回のような大おお雑ざつ把ぱな修復では、記憶は、有るか無いかの二つに一つしかなりえないと、断言していたのだ。

　龍華がおこなった、本来は失われるはずだった記憶の再さい構こう築ちくとは違ちがい、記憶の断片化は起きない。

　卵たまごの入った箱を落としたのだ。卵は割われたか割れなかったかのどちらかしかない。龍華が行った、割れた卵の修復作業とは次元が違うのだ。

　全すべては徒労に終わったのか。元より、梨乱が和かず穂ほを助けに行く為ための殷雷の修復であり、恵潤は危き険けんを冒おかして和穂を助けに行くことには反対だった。

　だが、かつての仲間が別人に変わる喪失感は予想以上に大きかった。

　自じ己こ紹しよう介かいを始めようとして、塁摩に口を塞ふさがれている静嵐を除のぞき、誰も次の言葉が出ない。

　先せん刻こくまでの武ぶ器きの宝貝としての剝むき出しの殺意は、理り性せいによって隠かくされている。自分の置かれている状じよう況きようを分ぶん析せきしている限かぎり、殷雷だった彼が暴あばれだすとは考えられなかった。

　記憶が失われていたとしても、その魂の原型は殷雷であるかもしれない。そう思い、希望を繫つなげようとしたが、その考えの傲ごう慢まんさに恵潤はすぐに気がつく。

　梨乱も同じ考えなのだろう、力ちから一いつ杯ぱいに拳こぶしを握りながら俯うつむくだけであった。

　彼はもう殷雷ではないのだ。殷雷であった時の過去を背せ負おわせるべきではない。

　どうにかして、恵潤が言葉を絞しぼり出そうとした、その時、殷雷は言った。

「なあんてな」

　その一言で気配どころか空気までが重くなった。意味が判わかりにくかったかなと、殷雷はもう一度周囲を見回して言った。

「てなことを言ってみたりして、軽い冗じよう談だんってやつだ。久ひさしぶりだな皆みなの衆しゆう」

　重いというより空気が澱よどみ始めているのを殷雷は感じた。ここで自分も黙だまると逃げ場がなくなりそうなので言葉を続ける

「恵潤。ここは一つ、もう！　殷雷の馬鹿馬鹿！　とか言って、泣きながらこの胸むねに飛び込こんできても構かまわんぞ。……構いませんよ。……えぇと、構いますか？　とても直視出来ないその殺気だった視線、なかなか素す敵てきですな。

　ところで梨乱、そのとんでもない失敗をやらかしたような、素敵な笑え顔がおはどういう意味でしょうか？」

　仕方がないので殷雷は怒おこってみた。

「おい！　せっかく復活出来たのに、この居い心地ごこちの悪さはなんだ！」




　　　　二




　既すでに龍華の仮か面めんは割られていた。

　左の顔面を覆おおう仮面は、まだどうにかへばりついていたが、龍華の右目は白日の下もとにさらされている。

　仮面を割られた時に負った眉み間けんの傷きずからは僅わずかに血が流れていた。

　尋じん常じようならざる速度で上じよう昇しようさせられ、脳のう天てんから足下に向けて轟ごう々ごうと風が流れていく。

　右手首に縄なわをかけられ、吊つるされたように龍華の右手は、捻ひねり上げられながらも天を向いている。

　その姿すがたは片かた手てで吊るし上げられた罪ざい人にんのそれにしか見えない。

　龍華の屈くつ強きような瞳の翳かげに、苦く痛つうの色が見て取れた。

「悪あく趣しゆ味みになっちまったが勘かん弁べんしてくれよ」

　龍華に語りかけた男は獅し子しの上に悠ゆう然ぜんと座すわっていた。

　外見上は龍華と同じく、二十代半ばに見える。ジャラジャラとした装そう飾しよく品ひんを身に着けた、派は手でな恰かつ好こうをしていたが、その眼がん光こうの深さで浮うわついた感じは見せない。

　高こう価かそうな宝ほう石せきで彩いろどられた首くび飾かざりを着けてはいるが、その首飾りが木こっ端ぱ微み塵じんに粉ふん砕さいされようが、全く慌あわてはしないだろう。その辺りも龍華に似にていた。

　獅子の背中に大きく胡坐あぐらをかいて、煙管きせるを口にくわえ、片手には着飾った身なりからは余あまりに不ふ釣つり合いなボロボロの本を手にしている。

　巨きよ大だいな獅子と男は天を見み据すえ、一直線に空をかけていく。

　さて、と、龍華は考えた。自分の身に何が起きているのかいまいち理り解かい出来なかった。

「服の趣味の話か？　まあ、そうじゃないだろうな。趣味のいい殺し合いなんて滅めつ多たにないから、気にしなくともよい。それより、これは一体何がどうなっている？　その犬っころが私の右手を嚙かんでいるんだな？」

　犬呼ばわりは苦し紛まぎれの悪あく態たいにしか聞こえなかった。

　龍華の右手に外がい傷しようはない。だが、手首に激げき痛つうが走っている。ついでに人差し指と中指の様子がおかしい。自由に動くが、印を組んでも術じゆつが発動しないのだ。仕方がなく、残りの三本の指で術を展てん開かいしている。仙せん術じゆつによる捕ほ縛ばく術じゆつなのだろうが、彼女の知ち識しきの中にはこのような術はない。

　龍華の頭上に居る獅子とは、少し距きよ離りが開いている。実じつ際さいに嚙まれているわけではないが、獅子の動きと自分の動きが連動しているのに間違いはない。獅子の口元が動くたびに右手の激痛が酷ひどくなる。

「ほお。流石さすがの龍華も、獅子の居い食ぐいは御ご存ぞんじじゃないときたか。鹿しかや豹ひよう程てい度どの仙せん獣じゆう使つかいなら戦せん闘とう経けい験けんぐらいはあるだろうが、獅子の乗り手とやりあうのは初めてか」

　獅子の居食いの一言で、幾いくつかの疑ぎ問もんは氷解した。捕縛術の類たぐいではない、もっと厄やつ介かいだ。

「つまり、私は右手と喉のど笛ぶえをその犬ころに食われてしまったのだな？」

　龍華とて、そうそう無む駄だ口ぐちを叩たたいて喜ぶような性せい格かくはしていない。とくに戦闘中ならばなおさらだった。

　だが、今は気軽に会話を楽しみたい気分だった。いくら術を詠えい唱しようしても、仙術が成り立たないのだ。見た目には変わりもないし、痛いたみもないが、いつの間にか喉笛を嚙み切られていたらしい。詠唱に使えないなら、無駄口を叩いていた方がましだ。

「そう。喉笛と右手の一部が獅子の腹はらの中だ。剣けん歯しは手首と縁えにしを絡からめている」

「一級の防ぼう御ぎよ陣じんを張はっていたのに、食われちまったか。ずるいな。どうせ、その犬を殺すか間合いを大きく離はなしたら、体の自由は戻もどるんだろ？　そうでなきゃ計算が合わん」

「風ふう遁とんで一拍ぱくも間合いを開ければ、元に戻るよ」

「御ご親しん切せつに教えていただきありがたいね」

　龍華は少しばかりいらつく。殺されるのは勿もち論ろん、間合いを外す隙すきなど与えない自信があるのだろう。いや、下へ手たをしたらわざと隙を与えてくる可か能のう性せいもある。風遁で一拍なんてのは只ただの噓うそという可能性が高く、正解の距きよ離りを割わり出す方法は龍華にはない。

　自由になるのは、左手と右手の指が三本だけだ。普ふ段だんならばそれだけで充じゆう分ぶんだった。

　動く部分で回かい復ふく術じゆつを行えばいいだけの話だ。

　だが、今の状じよう況きようは少しばかり厄介だった。

　龍華の背せ中なかから足にかけて印が三ヶ所打ち込まれていた。単たん純じゆん明めい快かいな印で、仙界の何ど処こかにある山の印だ。霊れい山ざんの類いならば、致ち命めい傷しようになりかねないので龍華は対たい抗こうする仙術を張っていたが、この印はその仙術を軽くすり抜ぬけた。そして、ただ、その重さだけを龍華に背負わせている。

　これもまた、それだけならどうという話ではない。さっさと印を解とけばいいだけである。

　術に制せい限げんのある中で、山を三つ背負わされ、右手に食くらいつく獅子は天へと向かい、尋常ならざる速度で駆かけ続けている。

「どうだ。勝負はついたと思うがね。獅子についていけなくなるのは時間の問題だ。それとも右みぎ腕うでを捨てるかい？　俺おれはその右手を使って、お前の使っている仙術を全すべて解体してやるがな。

　それはそうと、獅子の居食いの説明をしてやったんだ、お前もその仮面の秘ひ密みつを教えてくれよ。只ただの飾りじゃあるまい」

　ゆらりゆらりと煙管きせるから漂ただよう紫し煙えんはくねる。対する龍華は風ふう圧あつを遮さえぎる術すらままならず、暴ぼう風ふうにその身をさらしつづける。

「飾りってわけじゃないが、どうってことのない代しろ物ものさ。宝貝と呼よぶにもおこがましい。つまり、この仮か面めんを割る為ために命を落としたあいつは、無む駄だ死じにだったんだよ」

　紫煙を吐はきながら、男の目が鋭く引き締しまる。

「死者を愚ぐ弄ろうするな」

「正直、油ゆ断だんしてた。あんたの手て並なみは鮮あざやかだったよ。単純であるが故ゆえに効こう果か的ってやつだ。山を背負わされて獅子に引きずり回されるなんざ、全く予想していなかった。

　私に山の印を付けた三人と、居食いとやらを仕し掛かける隙を作った一人は、命を捨すてて大仕事を成じよう就じゆしたと言っていい。誉ほめてやるよ。けどねえ、やっぱり仮面を割ったあいつだけは無駄死にだった」

　吐と息いきで男は心を落ち着かせる。

「心外だな。挑ちよう発はつが通用するとでも思ったかね。我われら六ろく耀ように無駄死になどない」

　龍華は笑った。

「六耀？　あぁそうか、仙獣使いの六耀か。お前は長ちよう兄けいの一いち耀ようだな」

「何がおかしい？」

「そりゃおかしいじゃないか。五人で現れたってことは、六耀の一人が私に倒たおされて、その仇あだ討うちにやって来たんだろ」

「そうだ、今ごろ気づいたか？」

　龍華は笑い続ける。

「一人の仇討ちに来て、五人が返り討ちだ。これが笑わずにおられるか！」

　暴風の音だけが、猛たけり狂くるう。

「無駄だよ龍華仙人。挑発して、私に無駄な仙術でも使わせて勝機を見み出いだそうというのだろ」

「仇討ちに来たくせに冷静じゃないか。冷たいやつだねえ。まあ、師し匠しようの命令で嫌いや々いや、討とう伐ばつに来たってところか」

「師匠の命令だが、嫌々ではない。安心しろ、こう見えても、はらわたは煮にえくり返っている。わざわざお前を引きずり回しているのは、他の仙人に邪じや魔まされない為だ。我わが一門の恨うらみは、私の手で晴らす。

　それに私は、怒おこれば怒る程ほど、冷静になるたちなんでね」

「嫌なやつだ。ところで一いち応おう確かく認にんしておいていいかな？」

「なんだ？」

「そっちの犬ころが一耀で、無駄話に付き合ってくれてるあんたは、ただの飾かざりだった、なんてオチはないだろうね」

　龍華の挑発は一耀には届とどかなかった。

「さて、どうだろうね。どっちにしろ、お前の窮きゆう状じように変わりはないだろ？」

　挑発には乗らないが、一耀が激げき怒どしているのに間ま違ちがいはない。そして冷静である事にも間違いはなかった。一いつ刻こくも早く仇かたきである龍華を仕し留とめたくもあるが、それよりも確かく実じつ性せいを優ゆう先せんしているのもそのせいだ。

　彼の冷静な部分はどうしても疑ぎ問もんを感じてしまう。

「龍華よ。何な故ぜ、こんな事をしでかした？　全く納なつ得とく出来ない話ではあるが、目の前に敵てきとして立ちふさがった仙せん人にんと戦い、討うち滅ほろぼすだけなら、まだ理り解かいの余よ地ちはある。

　だが、何故、人間まで殺す？　鏡きよう閃せん討とう伐ばつによる惨さん劇げきは、不ふ慮りよの事じ故こではあるまい」

　龍華は答えない。答えが戻もどるとは一耀も考えていない。

「何か大たい義ぎがあるのではないか？　口には出せない大義の為に、あえて汚お名めいを受けているのではないのか？　動機がないなど、とても納得出来る話ではないぞ」

　疑問であり、それは一耀にとって迷まよいでもあった。龍華の行動はあまりに理り不ふ尽じんであり無意味だ。自分に見えない裏うらがあるのではないか？　龍華は答えた。

「……理由はあるさ。でも大義なんてものじゃない。実に些さ細さいな、本当にどうでもいいような些細なことさ」

「そうか。なら死ね」
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　一耀は振ふり向き、地上へと視し線せんを送る。雲うん海かいにより邪魔をされたが、その瞳ひとみに幾いくつかの光点が見て取れた。

　龍華を仕留めようとして、一耀に獲え物ものを持っていかれた仙人たちが、必死になって一耀と龍華を追っている姿すがただ。

　だが、獅し子しの速さにはついてこられない。たとえ今、動きを止めたとしても、しばらくは彼らに邪魔をされはしない。

　龍華とて、実じつ際さいにやっているのは獅子の速さに追つい従じゆうしているというより、肉体の強度を高め体を引き千切られないようにしているだけだ。

　そして、それはいつまでも続けられることではなかった。あまりに負ふ荷かが大き過ぎて、やがて術じゆつは破やぶれ右みぎ腕うでは引き千切られるはずだ。

　龍華に残された時間は僅わずかで、自分はただ、その時が来るのを待てばいい。静かに、龍華の悪あがきに備そなえながら待つだけでいい。

　一耀よりもさらに鋭えい敏びんな感覚で、獅子も龍華の挙動を警けい戒かいしている。仙術が乱みだれ飛び過ぎた人間界で、その感覚は少しばかり鈍にぶくなっているが、この至し近きん距きよ離りで龍華の不自然な動きを見み逃のがすつもりはなかった。

　宝ぱお貝ぺいの使い手として知られる龍華だ、その袖そでの中に幾いくつかの宝貝と符ふが仕込まれているのを獅子は嗅かぎ取っていた。

　術を切り、右腕を捨て、宝貝なり仙術で仕切り直す手しか龍華にはあるまい。術が切れた瞬しゆん間かんに獅子は龍華を食くらうつもりでいた。それがまた一耀と立てた作戦である。

『獅子よ』

　龍華と一耀の無駄話が、獅子の耳にも聞こえていたが、それとは別の音で一耀の呼よびかけが獅子に届く。

『致ち命めい的な弱点を作らない為ために、龍華は仙せん骨こつを体中に拡かく散さんさせている。右腕を捨てる瞬間に、龍華は一度仙骨を実体化させるはずだ。体の何ど処こかは判わからないが、必ず実体化させる。右腕に仙骨の一部を混まぜたまま捨て去りはしないだろう』

　必ず、という言葉が獅子は嫌きらいだった。獅子の不ふ快かい感を一耀は知り、そのたてがみを撫なでる。

『判っている。必ず実体化させるから、実体化させないという手を使いかねん敵なのは承しよう知ちしている。もし実体化が起きなければ、右腕だけを持って俺は少し間合いを外す。五拍はくもあれば、龍華の術の底を分ぶん析せき出来るから、お前はその間に龍華を食らえ。お前に万が一のことがあっても、それで勝つ』

　最初の作戦と何が違ちがうのかと、獅子は不ふ思し議ぎだった。今さら作戦の確認でもあるまい。

『ああ。作戦に隙すきがあった。仙骨が実体化したら、お前は仙骨を食らえ。隙はその先だ。そして、すぐに仙骨を嚙かみ砕くだけ。仙骨に自分の魂こん魄ぱくを封ふうじ込め、お前の肉体を乗っ取るという手を見落としていた』

　見落としていたのかと、獅子は呆あきれた。元より、自分はこの罪ざい人にんの仙骨を嚙み砕くつもりだったのだ。

　すまなかったと、ポンポンと背せ中なかを叩たたかれる獅子の耳に龍華の声が届く。龍華の言葉は最初から聞こえていたが、興きよう味みをひかれたのは今が初めてだった。

「くそう。甘かった。判はん断だんを間違えた。もう少し、せめて後、三日はもちこたえられると思っていたのに！　それがこんなつまらない戦いで、もう終わりだというのか！　私は自分の力を過か信しんしていた！」

　言葉は噓うそをつける。言葉の真しん偽ぎを確たしかめる術を獅子は持たない。だが、どうしようもない本音を聞き取る能のう力りよくを獅子は持っていた。それは絶ぜつ命めいする瞬間の獲え物ものが吐はき出す言葉の音おん程ていから学んだ能力だ。

　龍華の今の言葉は真実だ。

　龍華は言った。

「一耀。お前は私より強い。まあ、そんな上等な犬っころを使えば当然だけどな」

　この言葉も真実だった。

　龍華の仙骨が心しん臓ぞうの僅か下で実体化するのを獅子は見た。

　そして獅子は仙骨を目がけ駆けた。
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　達成感は微み塵じんもなかった。龍華は妹いもうと弟で子しの仇かたきとはいえ、格かくがあまりにも違ちがい過ぎた。かといって嫌けん悪お感はない。虚むなしくもない。ただ、一つの殺し合いが終わっただけの話だ。今まで邪じや仙せんを討とう伐ばつしていた龍華も、一仕事終えた後には、似にたような気分だったのだろう。

　ただ、多くの弟子を失った師し匠しようの悲しみを想そう像ぞうすると、気が沈しずむのを感じた。

　吊り下げられた状じよう態たいから、ゆっくりと龍華の体が落下を始めていく。いかなる刃やいばより鋭するどい獅子の歯で龍華の仙骨は食い千切られている。目が合ったが、その目には焦しよう点てんは合っていず、只ただの物に過ぎない。

　濃のう縮しゆくされた仙人の時間から弾はじき飛ばされた龍華の死体は、水底に落ちるようにゆっくりと、そして静かに落下していく。

　仕事を終えた充じゆう実じつ感に浸ひたる気もなかったが、緊きん張ちようは解とけない。未み確かく認にんだが、護玄という仙人が、龍華の援えん護ごにあたっているという情じよう報ほうもある。

　獅し子しが仙骨を嚙み砕く音がした。獅子の感覚をある程度共有しているので、仙骨が確かく実じつに破は壊かいされたのが判る。切られる前の毛もう髪はつと切られた後の毛髪の間にある壁かべ。生きた貝と貝かい殻がらの間にある壁。龍華の仙骨はその壁を越こえた。

　獅子に吐き出させた仙骨を瓢ひよう簞たんにしまう。討伐は終わった。仙界に戻もどり、何をおいても師匠に報ほう告こくしなければなるまい。
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　緊きん急きゆう事じ態たいだったので、命めいを受けてすぐに龍華討伐に向かい、師匠とはまだ直ちよく接せつ顔を合わせていない。どんな顔をして向かえばよいのだろうか。

　同期である身内を殺され、残りの妹弟子たちは止める間もなく龍華討伐に向かった。師匠の連れん絡らくで辛かろうじて、まだ戦せん闘とう中の妹弟子たちと合流出来たのだが、やはりあの時は無理をしてでも一度退たい却きやくするべきではなかったか。

　後こう悔かいの想おもいはある。

　格かくとしては龍華と妹弟子たちの差はほとんどなかったが、実戦経けい験けんの差は雲うん泥でいのものだった。龍華の攻こう撃げきを自分が凌しのぎ、その間に逃とう亡ぼうさせるのは充じゆう分ぶん可か能のうだったが、あの時の四人は逃にげる気など全くなく、聞く耳も持たなかった。

　考えても仕方がない。討伐を完かん了りようし、妹弟子たちの死を無む駄だにしなかった事だけでも満足するべきだったのだろう。

　うつらうつら考えていると、いつの間にか師匠の洞どう府ふに到とう着ちやくしていた。洞どう窟くつを少しばかり入った門の前だ。

　獅子から飛び降りると、湿しめった砂利じやりの音が広がる。

　どんどんと扉とびらを叩たたく。

「一耀、使命を終え、ただいま戻りました」

　返事はない。

　今、師匠は道士を預あずかってはいない。案内に誰だれか来るはずもなく、師匠も動く気力をなくしておられるだろう。

　勝手知ったる師匠の洞府だ。声をかければ出入りは自由だ。

　荘そう厳ごんな扉を見上げ、大きな音を立てて門を開き、その中に入る。洞窟の中の門の向こうには草原が広がっている。振ふり向けば、草原の中には今、くぐったばかりの門だけがある。

　洞窟の壁はない。そこらへんの安い洞府のように偽いつわりの空、偽りの大地、偽りの太陽で飾かざっているのではない、扉を境さかいにした異い郷きように師匠の屋や敷しきはあった。

　扉から少し歩くと師匠の屋敷が建っている。

　中門を抜ぬけ、屋敷の敷地内に入る。

　静かだ。

「師匠殿どの！」

　人の気配はするが、返事は戻らない。

　師匠の部屋に向かいながら中庭を見ると、二人の人ひと影かげが見えた。

　庭に卓たくを起き、その上で碁ごを打っているようだ。一人は青年と少年の境にいるような若わかい男で、もう一人はそれよりも少しばかり年上の青年だった。青年は兜かぶとこそ被かぶっていないが、大たい層そうな鎧よろいを着ている。

　少しばかり頭ず痛つうがする。あの鎧はどこかで見た記き憶おくがある。実じつ際さいに見たのではない。何かの資し料りようで見たはずだ。あれは何だったか。
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「どうだい？　悪い話じゃないと思うんだがねえ」

　言い終えて鎧の男はカツンと白石を置く。

「興きよう味みないな。他ほかをあたってくれ」

　応じて黒石を置いた男は自分の今の一手の良し悪しを吟ぎん味みしている。

「まあまあ、そう答えを急がなくともよかろう。時間だけはたっぷりあるんだ。それにこの仕事は誰にでも出来るってもんじゃない。色々と条じよう件けんがあって、それを満たしていないと駄だ目めなんだ」

　息をするかのように自然に白石を置く。

「なんだ？　その条件というのは？」

　黒石はまだ置けない。しばしの沈ちん黙もくは考え込んでいるのか白石側の答えを待っているのかよく判わからない。

「お前さんの場合は、『仙せん人にんに殺された人間であること』という条件を満たしている。俺おれと同じだ。まあ俺のように間かん接せつ的に条件を満たしているのとは違ちがうけどな」

　殺気じみた視し線せんを放ちながら、その無意味さに黒石の男は気づく。悪あく態たいをつくのも面めん倒どうだ。ただ、事実を突つきつけてやろうと黒石は考えた。

「そんな条件なら、何万人でも該がい当とう者しやが居るんじゃないか」

　痛い指し摘てきを受けたのか、白石は軽く笑う。

「居るねえ。それはもう嫌いやになる程ほどの人数がここんところ居る。だから俺の仕事も手が足らなくなって、こうやって適てき任にん者しやを勧かん誘ゆうしてるって寸すん法ぽうさ」

　盤ばん面めんを見下ろす一耀の姿すがたを二人は無視している。

「貴き様さまらは何者だ？　師し匠しようの洞府で何をしている」

　当然のように返答はない。

「俺の何が適任だというんだ」

「仙人だ仙せん術じゆつだなんて細かい説明をしなくてもすむ」

「碁の一局を打つ暇ひまで説明出来るだろうが」

「それに『力に溺おぼれて自じ滅めつした』過か去こが評ひよう価かされたようだな。これもまた、俺と同じだ」

　白石は笑ったが、黒石はぴくりともしない。白石の顔も見ず、盤面を睨にらみつづけるだけだ。

　一耀は考えた。

　この異い様ような二人は何者か？　正体は判らないが、傍ぼう若じやく無ぶ人じんな態たい度どをあからさまにとっている。強きよう烈れつとは言わないが、自分に対する敵てき意いを持っている。

　だが、一耀の身に覚えはない。これでも名の通った仙人だ、面めん識しきのある顔ならばすぐに思い出せただろう。

　そして次の一手を考える。

　挑ちよう発はつじみた無視を決め込み、目の前で碁を打ち続けているのだ。碁ご盤ばんを引っ繰くり返してやるぐらいで丁度よさそうだ。

　それで怒おこって立ち向かってくるならそれでよし、少なくとも会話の真似まね事ごとぐらいは成立しそうだ。

　一耀は分ぶ厚あつい碁盤の底に手をかけた。

　その刹せつ那な、怪あやしい二人組の表ひよう情じように微かすかな笑えみが浮うかぶのを見る。

　駄だ目めだ。碁盤をぶちまけることなど、既すでに予想されている。即そく座ざに盤面は元に戻もどり、無視を決め込み碁を打ち続けるつもりだ。

　一耀も笑う。

　碁盤から手を離した一耀の右手が瞬しゆん時じに光に包まれ、碁盤に叩たたきつけられる。

　二人の顔から笑みが消えた。

「無礼には無礼で対たい抗こうさせてもらうぞ」

　碁盤の上に置かれたのは一つの白石、窮きゆう地ちに陥おちいった白石側を助け出す起死回生の良手だった。

　鎧の男は、ほほうと頷うなずきその手に感心していたが、白石側の男の顔にはあからさまな怒いかりが浮かぶ。

「よぉ核かく天てん。つまり冥めい府ふの獄ごく卒そつってのはこういう仙人をぶちのめす仕事なんだな？」

「……語ご弊へいがあるぞ程てい穫かく。まぁ、お前さんを勧誘したのは主にそっちの仕事用だけどな」

「冥府の獄卒だと？　獄卒が何な故ぜ、師匠の洞府で碁などを打っている！」

　程穫は軽く間合いをとった。

「うるせい。人が吞のん気きに碁を打ってたのに、洞府だかなんだか知らないが、勝手にこんなものを作り上げやがって」

　ぞくりとした悪お寒かんが一耀を襲おそう。

　冥府の獄卒は盤面を見ながらしきりに感心しつつも、軽く補ほ足そくするように言った。

「うん。そのまさかだ。優やさしい表ひよう現げんで言えば一耀仙せん人にん、お前は龍華に負けたんだ。身も蓋ふたもない言い方だと、龍華に殺された。獅し子しも一いつ緒しよにな。それはともかくいい手だねぇ」

　どろりと洞府が、重さに堪たえきれなくなった粘ねん土ど細工のように歪ゆがむ。

「馬鹿な！　そんな事はありえない！　龍華を仕し留とめたのは俺の方だ！　これは幻げん術じゆつか何かだ！」

「幻術と気け取どられる幻術なんざないさ。気取られた時点で術は解とけるだろ、一流の仙人なんだからな」

「俺は確たしかに龍華を仕留めた！」

「起きて当然の次の一いつ瞬しゆんを予想して、その一瞬を現げん実じつと履はき違ちがえるという混こん乱らんさ。死の間ま際ぎわによくある。

　だけど実じつ際さいに起きたのは非ひ常じよう識しき過すぎるような事実だった」

　融とけていく洞府。確かにここは冥府の特とく徴ちようを備そなえている。だがしかし。

「あの状じよう況きようを打だ破はするどんな手が龍華にあったというのだ！」

　程穫が核天をにらみつける。

「おい。まさかここで説得が成功して大人しくなりやがったらどうしてくれるんだ。さっさと始末させろよ」

　一いち応おう仕事として、言うべきことは言っておかないと、色々まずいので程穫の首根っこを引っ張ぱりながら核天は答えた。

「やっぱり気になるよな。自分の敗はい因いんというか死因というか。特にあんな一発大だい逆ぎやく転てんを食くらっての負けなんだからな」

「答えろ！」

「たぶん気に入らないと思う。獅子の居い食ぐいを食らって半死半生で身動きが取れなかった龍華が、あの状況でどうやって一耀に勝ったか？　自分の知らない、どんな奥おくの手があったのか？　納なつ得とく出来れば、獄卒の指し示じに従したがってくれるんだろうけど、これじゃ無理っぽいよなぁ。

　説明するけど怒るなよ。

　答えは、それでも龍華は力ずくで獅子とあんたの仙せん骨こつを粉ふん砕さいした、だ。

　特にあっと驚おどろく手じゃないけど、あっと驚くよねえ」

「巫ふ山ざ戯けるな！」

　髪かみを振ふり乱みだしながら飛び掛かかろうとする一耀に対し、やれやれと首を振りつつ、核天は程穫の首根っこを離はなす。

「程穫！　お前用の鎧よろいを持ってきてる。仙人と戦うならこの鎧を着けておけ。腕うで輪わの形けい状じようだが自じ在ざいに鎧に姿すがたを変える。使い方は宝貝と同じだ！　え？　そんなものに頼たよらずにこいつは始末するって？　まったく、どいつもこいつも好き放題だな。まともなのはお前だけだよ。案内するからついてきてくれ」

　居い心地ごこちが悪そうに佇たたずむ獅子の頭を撫なで、核天は冥府の門に向かい歩き始めた。
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　よっこらせと卓たくの上に腰こしをかけ、そのまま殷雷は胡坐あぐらをかいた。

　卓の上から見み渡わたせば、やはり全体の空気が重い。冷ややかな視し線せんと言うべきか、絶ぜつ望ぼうの視線と言うべきか。どちらにしろ、あまり心地の良くない視線が殷雷に注がれている。
















　流石さすがに殷雷の表情も少しばかり真ま面じ目めになる。

「それにしても見直したぜ、流麗。お前だけだな、以前と同じように俺に接せつしてくれるのは」

　流麗はこくりとうなずく。

「……えぇ。前から最大級の軽けい蔑べつの視線であなたを見ていたからね」

　是ぜが否ひか？　合ごう格かくか不合格か？　目の前に居る結果が果たしてそのどちらかがどうしても判はん断だん出来ない、青ざめた表ひよう情じようで梨乱は言った。

「本当に殷雷なの？」

「意味のねぇ質しつ問もんしてるんじゃねえよ。偽にせ者ものでも本物だと太たい鼓こ判ばんを押おせる。判った、判った巫山戯たのは謝あやまる。

　俺は殷雷だ。魂たましいとかいうやつも以前と同じだ。記き憶おくも失われていない。いや、ちょいとばかりこんがらがっていた以前の記憶に比くらべれば、余よ計けいにしっかりしてる」

　軽く静嵐を捕つかまえて、お前は誰だ？　とかやってみたい衝しよう動どうを覚えたが、この場では流石にはばかられた。

「本当に、昔と同じ殷雷なんだね？」

　ふむ、と殷雷は首を傾かしげた。微び妙みようと言えば微妙な質問だったからだ。

「ぶっ壊こわされた宝貝を人間風ふ情ぜいが打ち直して、以前と全く同じ性せい能のうに打ち直せました、ってんじゃいささか、都合が良過ぎるだろ」

　真実を鋭く、そして嫌いやがるような言い回しで流麗は説明した。

「……冥府の際きわから蘇よみがえった、以前の六割わり程てい度どの能力の劣れつ化か殷雷刀ってところね」

　心外ではあるが、大おお筋すじでは間違っていないだけに、余よ計けいに腹はらが立ったが怒おこっている場合でもない。

「俺は七割と見てるがね。実戦に耐たえられるだけの戦せん闘とう力りよくは保ほ持じしている。この七割ってのも、確かく実じつに動かせる七割だ。万が一の機能不全ありで、オトボケ宝貝の手助けが必要だった以前よりはよっぽどましだ」

　まだ判断がつきかねるのか、梨乱は恵潤の顔を見る。恵潤は首を縦たてに振ふった。

「大だい丈じよう夫ぶよ梨乱。ちょいといい加か減げんそうに見えるけど、昔の殷雷ってこんな感じだった」

「でも！」

　ひょいと卓から降おりた殷雷は、軽い模も範はん演えん武ぶとばかりに静嵐と組み手を始めた。

　流石に宝貝同士の組み手である、一いつ糸し乱みだれぬ正せい確かくさで打ち込こまれる拳けん撃げきを、これまた尋じん常じようならざる防ぼう御ぎよで受け流す。軽い爆ばく発はつ音おんにも似にた受けの音が周囲に広がる。

　百万の言葉よりも、その動きが宝貝としての復ふつ活かつを証しよう明めいしていた。

　だが、そんな事は梨乱にとって問題ではない。

「だったらどうしてあんなに吞のん気きなのよ！」

「判ってないのよ。まだ」

　適てき当とうに組み手を外し、静嵐の顔に一いち撃げきを加えることも殷雷は忘わすれない。うっかりした手順の間ま違ちがいだと最初の内は気にも留とめていなかった静嵐だったが、武ぶ器きの宝貝の組み手にうっかり間違いなどあるはずがないと気がつき、ならばこちらもとばかりに適当に殷雷に攻こう撃げきを当てる。

　高度な組み手がゆっくりと高度な泥どろ仕じ合あいへと変へん貌ぼうしていく。

　そうか。梨乱にも納得がいった。

　自分を復活させたということは、すなわち和穂の無事が保ほ証しようされていると殷雷は考えているのだ。

　和穂が居ないのならば、自分を復活させても仕方がない。至し極ごく当然の理り屈くつだ。

　だから、今の殷雷に緊きん張ちよう感がないのだ。

　静嵐相手に巫山戯ているのも飽あきたのか、静嵐の腕と首と足首の関節を極きめながら殷雷は言った。

「よお。ところで和穂の姿が見当たらないようだが、どこに居る」

　殷雷がどこまで認にん識しきしているのか、梨乱にはだいたい判っていた。

　自分が粉ふん砕さいされる直前で記憶は途と絶だえ、打ち直しが完かん了りようしてしばらくたち、静嵐と戦っている最中、戦い方が論ろん理り的になった辺りから記憶が戻もどっている。

　自分が粉砕される前に、殷雷は和穂に望みを託たくしたのだろう。その望みに和穂が応こたえ、今また自分が復活を遂とげたと認識しているのだ。巫ふ山ざ戯けた態たい度どは、殷雷の照れ隠しだったのだ。そう考えれば、殷雷が、少なくともその魂は以前と同じ形に復活していることに疑ぎ念ねんを挟はさむ余よ地ちはない。

　だが殷雷の問いかけに、思わず梨乱は口をつぐむ。殷雷にどう答えればいいのか。

　答えぬ梨乱から視し線せんを恵潤に向けても、哀かなしみに満ちた強い視線で殷雷を見つめ返すばかりだ。

　言葉を発する前に、交差した流麗の瞳ひとみが殷雷に指し示しめす。

　流麗の瞳の先には棺かん桶おけが置かれていた。

　黙だまりながらも殷雷は、棺桶に近ちか寄よりその中を覗のぞき込む。

　棺桶の中には沢たく山さんの石ころと、竹の棒ぼうが一本。そして和穂の赤い飾かざり布ぬのが入っていた。

　和穂の髪かみを括くくっていた、あの赤い飾り布だった。

　殷雷は飾り布を手に取り、そして振り返った。

「どういう意味だ？　和穂は死んだのか？　生きているのか？」

　流麗が答えた。

「……生きてる。そして状じよう況きようは最悪から二歩ぐらい悪い方向に進んでいる」

　復活からの混こん乱らんかと殷雷は思っていた。周囲に漂ただよう気配が異い常じようなのは先せん刻こく承しよう知ちしていた。

　頭を強打した人間が錆さびの匂においを感じとったとして、周囲に錆さびた鉄があるとは思わないのと似たような話だった。

　仙せん人にんの気配、仙せん術じゆつの気配が微かすかだが充じゆう満まんしている。それは復活の混乱などではなく、実じつ際さいに周囲に満ちていたのだ。

　言葉で説明させるのは後だ。今はこの目で見るべきだ。

　殷雷はゆるりと小屋の外に向かい、歩き始めた。

　小屋の中に散らばる資し材ざいを踏ふみ越こえ、殷雷は扉とびらへと向かう。恵潤たち、小屋の中に居いた者たちも殷雷の後へと続く。

　がらりと殷雷は扉を開けた。

　まだ冷たさが残る、静かな風が殷雷の白銀の髪をそよがせる。

　ふう、と、殷雷は息を吐はいた。

　軽く見上げ、空を睨にらみつける。

　空は青かった。

　蒼あおかった。

　藍あおかった。

　縞しま瑪め瑙のうのように空には無数の線が走っている。細い雲のようにはかない線ではない。

　線で仕切られた区画には、それぞれ別の青色があった。

「気にくわねえな」

　煙管きせるから紫し煙えんを吐き出す老人のように、殷雷は息を吐く。

　状況は何も判わかっていない。和穂がどうなったのかも判っていない。

　だが、殷雷には判った。

　宝貝の回かい収しゆうなどという、不ふ可か能のうに近い無む理り難なん題だいを和穂は望んでいた。

　それは人間界を人間界として、存そん続ぞくさせる為ための願いだった。青縞瑪瑙の空は、その願いが踏ふみにじられたことを意味している。

　宝貝どころではない混乱が起きている。それも仙術的な代しろ物ものだ。

「何がどうなったか説明しろ」
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　店の名は終しゆう極きよく飯はん店てん、本店がどこにあるかは定さだかではないが、支し店てんはどこにでもあった。

　終しゆう計けい都との大だい湖こ門もん脇わきにあるのも終極飯店であり、紹しよう興こう山ざんふもと西せい川せん埠ふ頭とうにあるのも終極飯店だ。噂うわさでは謎なぞの天てん災さいで吹ふき飛んだ元陣じん柵ざく都とと呼よばれていた炎えん上じようする荒こう野やの只ただ中なかにもあると聞く。旅の途と中ちゆう、終極飯店の話をして通じなかったことはないので、かなり手広くあちらこちらで商売をしているのだろう。

　あぁそうか。炎上荒野の只中にも建っていそうな程ほど、あちらこちらにあるという冗じよう談だんだったのか。

　いや待て。その二つ、陣柵以外の店に行った記き憶おくがあるがどちらの看かん板ばんにも支店の文字はなかったか。さて、どうだったか。

　まあ、看板の話など些細極きわまるどうでもよい話だ。

　で、この終極飯店という店が実に詰つまらない。巫ふ山ざ戯けるにも程があるつまらなさなのだ。

　終計都に立ち寄ったのならば、誰だれもが、まあ仕事で毎週通っているとかの類いは置いておき、観光で行くような、そこそこの金を持っている者ならばって話だ。

　そう、誰もが河豚ふぐ鍋なべを頼たのむだろう。御多分にもれず終極飯店でも、河豚鍋を食わすのだ。味の方は可かもなく不可もなく、値ね段だん通りの味だった。

　それはまだいい。なんとこの不ふ埒らちな終極飯店は西川埠頭店、支店かどうかは定かではないのでこの言い回しが適てき切せつかどうかは置いておくとして、西川埠頭店でも河豚鍋を品書きとして置いてあるのだ。

　西川埠頭で河豚鍋である。なんという見けん識しきの低さであろう。しかも大湖門店も西川埠頭店も店の造つくりはほぼ一いつ緒しよ、紹興の地にありながら紹興様式の椅い子すすら置いていないのである。設せつ置ちされている家具の類いは二つの店で全く同じと言っていいだろう。

　まったくもってくだらぬ店である。
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　流石さすがに夜中なのに繁はん盛じようしているな、いや飯店と名がついてるのだ、夜中だからこそ酒を吞のみに来ている客もいるのだろうと、男はうつらうつら考えつつ案内された卓たくに着く。

　終極飯店、あちらこちらにある無む個こ性せいなありふれた飯屋だ。いや、厳げん密みつには食事以外の商売も手がけているらしい。

　椅子に座るとすぐに給士の女が注文を取りに来た。

「御注文は何にしましょう？」

　上等な簡かん易い筆ふでと重ねた短たん冊ざくを手に女は現あらわれた。夜中だというのに疲つかれた気配を微み塵じんもみせていない。まあ当然、朝からこの時間まで働いているわけではあるまい。

「食料の仕入れも受け付けていると聞いたが？」

　だだっ広い店の中に無数の食卓を並ならべただけの、単たん純じゆんな構こう造ぞうだ。人いきれか煙草たばこの煙けむりか何かは判らないが、店の奥おく行ゆきがハッキリしない。焼肉でも出しているのか炭火の煙も混まざっている様子だ。自分が入ってきた入り口側は辛かろうじて見える。

　給士の女が答えた。美しい目をしている。美しいが硝子ガラス玉だまのように無む機き質しつに見える。

「はいはい、食料に限らず各種資材も物によっては受け付けております」

　奇き妙みような話だ。ここは飯屋ではないのか。大手の飯屋が食材を大量に仕入れ、余よ剰じよう分ぶんを他に回す程てい度どの話ならば判るが。

　女は先手をとって答えた。

「食材以外は只の仲ちゆう介かいですよ。当然、少しばかり割わり高だかになりますが、口くち利ききのつてのないかたには良いお話かと」

　ざわざわと喧けん騒そうが耳につく。無数の人間が喋しやべる無数の会話。それぞれが交まじりあい一つの大きな音となり響ひびく。

「そうか。先に食事の注文をしていいかな。その後に野菜の仕入れの話がしたい」

「了りよう解かいしました。食事が済すんだらお声をおかけください。係の者を呼よんで参ります。ご注文は何にいたしましょう？」

　男は適てき当とうに料理を注文した。

「判りました。以上注文を受け付けます」

「ところで」

「はい？」

「なんで終極飯店なんて変わった名前がついているんだ？」

　女は鮮あざやかな笑えみを浮うかべて答えた。

「創そう業ぎよう者しやの名前ですよ」

　男は疲つかれていた。だが、人の名前の珍めずらしさをとやかく言うほど疲れてはいなかった。もしかしたら人の名前の珍しさをとやかく言うほどの元気がなかったのかもしれないが。

「なるほど。もう一ついいかな？」

　女はうなずき、男は言った。

「俺おれと以前に会ったことないか？」

　嫌いやですわ、お客様、と女は軽くあしらい、煙の向こうに消えていった。

　余よ興きようで口く説どこうなんて気は、男にはさらさらなかった。男は疲れていたのだ。

　ここの終極飯店は初めてだが、他の地にある終極飯店には行ったことがある。そこにいた給士の女も、今の女と同じような服を着て、同じような髪かみ形がたをしていた。

　今、疲れのせいで集中力は散さん漫まんになっている。集中力がもう少しやる気を出していれば、給士の女以外の何かに集中していただろう。そうしていれば、給士の女に意い識しきを集中することもなかった。

　やる気のない集中力のお蔭かげで、剝むき出しの記憶が、今、目の前に映うつっていた物とかちあった。

　似にている。が、だからどうした？　もしかしたら別の終極飯店で本当に働いていたのかもしれない。そして今はこの飯店で働いていて、再ふたたび出会っただけの話かもしれない。こっちが向こうを覚えていても、向こうは一日に何十人もの客から注文を取っているのだ、覚えていなくとも不思議ではない。

　男は荷物である布ぬの袋ぶくろを抱かかえ込こむようにして、軽くうずくまる。

　料理が来る少しばかりの時間でもウトウトしようと決めたのだ。こうしていれば寝ねている隙すきに荷物を盗ぬすまれたり、中身を抜ぬかれたりはしない。

　目を閉とじたが、喧騒が耳をくすぐる。

「あぁあの話ならなしになっまたそういう巫山戯た話ばかりしやがるんだよあいつはの所で酒を吞ませときゃいいんだかの地の質しつ量りようが全くたりない早さつ急きゆうにうるせいうるせい知ったこっちゃ結界で無理だから要よう請せいしているんだどうもこうもねえよ射しや線せんに入る仕方がない砲ほう撃げき前に人間を転送いよぉねえちゃん仕し留とめるしかないもはや戻もどれぬ龍華と相打ちになろうとも我わが一門の存そん亡ぼうにかけてかまたかまたかいい加か減げんにしてほしいぞあいつは幾いくつになったってんだ全然昔と変わりゃしね」

　何かに焦しよう点てんがあった。違い和わ感が睡すい魔まを抑おさえ込む。

　何だ、ここは？　男はゆっくりと目を開けた。そして再ふたたび目を閉じる。だが、今回は周囲に気取られぬように僅わずかに瞼まぶたを開けている。

　人以外の何かが居いる。それが何かは判わからない。薄うす目めという限られた視し界かいの中、眠ねむったふりをしながらも周囲を見回す。

　普ふ通つうの酔すい客かくが居る。普通に食事をしている客が居る。一人で食事を摂とる者、知り合いだか家族で鍋なべをつついている者たちも居る。

　気取られぬように集中を続ける。

　商談をしている客が居る。服ふく装そうが何か変だ。道士か？　仙せん人にんか？　呪のろい屋なら珍しくない。呪い屋が呪い屋の格かつ好こうをしながら商談をしているのか？　何を持っている。札か？　御お札ふだのようにわけのわからない文字がのたうちまわっているが、そこらへんの柱に貼はられている商売繁はん盛じようの札みたいな単純なものじゃない。

　瞳ひとみが吸すい込まれるような細かい、不ふ思し議ぎな文字だ。

　背せ中なかが引きつりそうになった。今、確たしかに御札と目が合った。目が合ったとしか言いようがない感覚だった。

　男は静かに周囲を見る。首は殆ほとんど動かせない。店の奥おくに続く卓たくを遠くまで、遠くまで見る。人以外の者まで居る。道服を身にまとう獣じゆう頭とうの怪かい物ぶつがいた。その前に居るのは人間の格かつ好こうをしていたがやはり道服を着ている。

　わけがわからない。獣頭の化け物は疲ひ労ろう困こん憊ぱいしているようだ。

「お客様、お待たせいたしました」

　給士の女に背中を叩たたかれ、男は不覚にも驚おどろきで絶ぜつ叫きようしてしまった。

　大人の男の本気の悲鳴である。少なくとも周囲の卓からは何事かと驚きがあってしかるべきだった。

　だが、男が悲鳴をあげても喧けん騒そうに変化はない。

　給士の女も驚きもせずに、盆ぼんの上から卓の上に料理を置いていく。

「ご注文は以上ですね」

　女は笑って男の顔を見た。

「さっきのお話ですが、お客様は終極飯店を六回ご利用になられてますね。六回とも私が注文をいただきに参っております」

「な！」

「まあ、あれですよ。お客様には仙せん骨こつが御ご座ざいまして、まやかしに少しばかり耐たい性せいがあったというそれだけの話で御座います。言っちゃなんですが無用の長物ってところで御座いますかね」

　女は盆を振ふり上げ、そのまま男の頭に振り下ろす。

　ビクリと男の体が痙けい攣れんし、椅い子すから転げ落ちそうになった。喧騒はまだあった。料理はまだない。ゆっくりと周囲を見回す。そこにいるのは人ばかりだ。目を凝こらせば、煙けむりの向こうに飯店の壁かべが見える。

　前に思っていたより大きな店ではないようだ。

　しばらくして、給士の女が料理を運んできた。

　寝ね汗あせをかいている男に向かって、女は何かを言いかけたが男は慌あわてて制せいする。

「何も言うな。俺が見たのは全部夢ゆめだ。変なオチをつけないでくれ！」
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　錦にしきの道服を颯さつ爽そうとなびかせ、軒けん轅えんは終極飯店の門をくぐった。

　服ふく装そうの派は手でさを除のぞけば、見た目は普通の青年だ。ただ、言葉通りに全すべてを見み透すかす瞳が顔の中で際きわだっている。

　軒轅にかしずく、二人の仙女が少し遅おくれて門をくぐる。

　軒轅は別に笑ってはいなかったが、その自信に溢あふれた表ひよう情じようは不ふ敵てきな笑えみを思わせた。

「軒轅だ。店長は居るかね。いや居るのは判っているから来たんだが、案内してくれたまえ」

　給士の女も流石さすがに慌てた。軒轅と言えば仙人の頂ちよう点てんに位置する五仙の一角だ。

　こんな所に来るような人物ではないと思うが、冗じよう談だんで五仙の真ま似ねをするような不ふ敬けいな仙人が居るとも思えない。

　本物かどうかは判らないが、店長の卓へと急いで案内する。

「店長、軒轅様がいらっしゃいました」

　店長と呼よばれているが、私し室しつの一つもありはしなかった。

　厨ちゆう房ぼうのすぐ横、派手な炒いため物でもしたら油が跳はね飛びそうな場所に店長の卓があった。

　細々とした短たん冊ざくが無む造ぞう作さに並ならべられた卓には一人の男が座すわっている。

　やつれた顔をした孫そん歳さいだった。疲労というより絶望で塗ぬり固められたような顔をしている。

　軒轅はほがらかな声で言った。

「予想どおりのしけた面つらじゃないか、孫歳君。まあ私が来たんだ、事じ務む仕事からは解かい放ほうしてあげよう。油あぶら塗まみれになるのは、かなわんからもう少しましな卓に案内してくれ、そこで色々話があるんだ」
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「ほらほら権けん力りよくの頂点、五仙の軒轅様が会いに来てあげたんだ、もう少し元気をだしたらどうなんだい？　きみはもっと権力志し向こうだったじゃないか、ここで私に胡ご麻まをすれば捲けん土ど重ちよう来らいして仙界に復ふつ帰き出来るかもしれないじゃないか」

　屈くつ託たくのない笑顔で元観察局の局長で、今は肩かた書がきのない平仙人を元気づけようとする軒轅であったが、孫歳はあまり乗り気ではないようだった。

「局長権けん限げんを悪用しての情じよう報ほう改かい竄ざんがばれて、終極飯店の店長職しよくに飛ばされた私になんの御ご用ようがあるんですかね。

　食事ですか？　河豚ふぐ鍋なべぐらいなら奢おごってあげてもいいですよ。なにせ仙界の頂点に立つ五仙なんですからねえ。本物なら」

　思っていたより神しん経けいにきているようだが、軒轅はあまり気にしなかった。

「あぁ、伝令替がわりに幻げん体たいでも使っていると思ったのかね。間ま違ちがいない、正しよう真しん正しよう銘めい本物の軒轅だよ。軒轅自ら、人間界の終極飯店にお忍しのびで来店ってわけだ。調子はどうだい？」

「来る日も来る日も、人間界における仙せん術じゆつ使用の余よ波はを最小限に食い止める為ための収しゆう支しの帳ちよう尻じり合わせや、その他の仕事で必死ですよ。

　やれ、山脈二つ吹ふき飛ばしちゃったから至し急きゆうに等とう価かの質しつ量りようを仙界から持ってこいだの、龍華討とう伐ばつの為の兵へい站たん手配が遅おくれてるだの、河豚の仕入れやらで心休まる暇ひまもない」

「まあ、あれだよきみ。これはこれで要よう職しよくなんだから。人間というのは、まだ実じつ際さいに食料がなくなってなくとも、いずれ食料がなくなくるという予よ測そくだけで恐きよう慌こう状じよう態たいになるからねえ。逆ぎやくに言えば、食い物の心配がなさそうなら、少しぐらい空がひび割われたってどうってことなく普ふ段だんの生活をおくれる。

　偽いつわりとはいえ経けい済ざい活動を終極飯店が補ほ佐さしているから人間界の平へい穏おんは保たもたれていると言っても過か言ごんじゃない」

「そこらへんは判りますがね、そんな人間界の経済活動を疑ぎ似じ的に再さい現げんして仙界からの物ぶつ資しを流通させるなんていう単たん純じゆん作業、宝ぱお貝ぺいにやらせればいいじゃないですか」

　意い気き揚よう々ようと軒轅は笑う。彼に付き添そう仙女たちも笑う。

「馬鹿だなあ、それじゃ情報改竄の罰ばつにならないじゃないか」

　もっともな話ではある。

　たいして興きよう味みもなかったが、孫歳は話題を替えた。

「本題に入りましょうよ。軒轅様がどうして私めなどに面会に？」

　うんうんと、軒轅はうなずく。

「いや、別にきみなんてどうでもいいんだよ！」

「だったら、店長の卓たくに戻もどっていいですか？　城じよう塞さい戦せん用宝貝部隊派は遣けんの手続きと、ホッケの仕入れをすませたいんですが」

　まあまあと、孫歳をなだめつつ席に座すわらせる。

「居いなきゃ居ないですますんだが、きみは龍華のお友達じゃないか、友人としての御ご意い見けんを色々と拝はい聴ちようしたい。

　まだ、ピンとこないようだが仕方あるまい、この終極飯店の造つくりは観かん測そく局きよくの造りを簡かん略りやく応おう用よう化かしているのは知っているね」

　終極飯店に支店はない。全すべて一つの終極飯店であり、無数の入り口が存そん在ざいし内部空間は仙術的な広がりを持つ。

　入り口の話は別にして、無む尽じん蔵ぞうとも言える広がりのある空間に無数の店員が存在しているのは観測局と同じだ。

　知っていますと孫歳は答えた。

「つまり終極飯店にも限定的だが観測能のう力りよくがあるんだ。本物の観測局に比くらべたら玩具おもちやみたいなもんだが、人間界に限かぎって観測する分には問題ない」

「それで、わざわざ観測しにいらしたんですか？　なんの為に？　五仙ともあれば、玩具に頼たよらずとも直ちよつ轄かつの観測局もあるでしょうに」

「そこがなかなか難むずかしいところでね。軒轅が観測した情報というのは、それだけで意味を持ってしまう。それはあんまり正々堂々としてないとは思わないか？」

　つまり仙人同士の戦いはどっちが勝つにしろ仙人同士の力で決しろという理り屈くつだった。

　仙人を超ちよう越えつしている五仙の力を使わずにだ。

　孫歳は納なつ得とくいかない。

「こだわる必要があるんですかね。龍華は大たい罪ざいを犯おかしている。なんなら軒轅様が直じき々じきに討伐しちゃえばいいじゃないですか。その方がさっさとかたがつく。体てい裁さいにこだわってる場合じゃないでしょ」

「あぁ、これが権力闘とう争そうに明け暮くれていた孫歳君の言葉かね。その成長っぷりに終極飯店の店長に任にん命めいした意味もあるってもんだ」

　巫ふ山ざ戯けているくせに公明正大な軒轅だ。だからといって孫歳を仙界に復ふつ帰きさせるつもりがないのは、孫歳にも判わかっている。

「本当の話、龍華をさっさと始末しちゃってくださいよ。もはや手て遅おくれという意見も判りますが、これ以上人間界を混こん乱らんに落とすのもよくないでしょ」

「うむ。その意見はもっともで、私が直々に討伐してもいいんだがね」

「だがね？」

「もし、負けちゃったら恥はずかしいじゃないか」

　つまらない冗じよう談だんだと孫歳は思ったが、軒轅はある程てい度ど本気らしかった。

「そこまで龍華は強いんですか？　いくらなんでもありえないでしょ？」

「ありえないというならば、一耀君だって龍華風ふ情ぜいに始末されたりはしないよ。仙人としての格かくは彼の方が、かなり上だ」

「しかし」

「今回の一いつ件けんは謎なぞがありすぎる。第一、神しん農のうは何な故ぜ沈ちん黙もくを貫つらぬき介かい入にゆうしてこない？　話がこじれる前にさっさと龍華を始末するならば、彼が一番の責せき任にん者しやじゃないか。あれでも龍華は神農系けい仙人なんだからね」

「まさか神農様が裏うらで糸を引いていると」

「それはたぶんない。だけど奴やつが龍華の暴ぼう走そうを黙もく認にんしているのは事実だ。そこらへんを観測して暴あばいてやろうじゃないかと思って、わざわざお忍しのびで終極飯店まで足を運んだって次し第だいさ。

　面おも白しろいぞ。事件の全ぜん容ようを知っているのは現げん時じ点てんで、当事者の龍華、龍華の師し匠しよう、神農、護玄の四人だ。龍華以外、全員消息不明なんだ」

「護玄は生きていますかね？　奴がこんな大だい騒そう動どうを黙認するとは」

「そこが微び妙みようだ。

　一いち枚まい嚙かんでいるのは確かく実じつなんだが、彼の性せい格かくからしてこんな不始末は我が慢まんできまい。

　もしかしたら作戦の初期で龍華に消されたかもしれん」
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「そうか。和穂は生きているんだな」

　確かく証しようはない。

　だが、梨乱はうなずいた。鏡きよう閃せんに肉体を乗っ取られ、師匠である龍華に倒たおされた可か能のう性せいはある。事じ情じようの説明を受け、殷雷もその辺りは承しよう知ちしていた。

「殷雷、和穂を助ける為ために力を貸かして！」

「断ことわる」

　即そく答とうであった。梨乱が次の言葉を言う前に殷雷は言った。

「わざわざ俺を打ち直したのも、そのせいか。恵潤辺りに頼たのんで断られて、仕方なしに俺を打ち直したってとこだな。

　利口なくせに馬鹿だなお前は。俺おれにしても恵潤が断ったのと同じ理由だ。

　お前を危き険けんな目にあわせるわけにはいかない」

　殷雷ならば自分の気持ちを判ってくれると信じていた梨乱だったが、裏うら切ぎられた。

「どうして？　和穂を助けたくないの？」

　面めん倒どうそうに肩かたを鳴らして殷雷は答えた。

「あまりにも危き険けんすぎる。お前は利口で馬鹿でついでに頑がん固こだ。だが、今回だけはお前の頼みはきけぬ。

　和穂の宝貝回かい収しゆうも、かなり無む茶ちやな話ではあったが、所しよ詮せんは宝貝と宝貝の戦い、宝貝を持った人間との戦いだ。勝ち目がべらぼうに低くとも、付け入る隙すききが全くなかったわけじゃない。完全回収には程ほど遠とおかったが、実じつ際さいにある程度の宝貝回収には成功したしな。

　でも、今の状じよう況きようは違う。

　仙人やら仙せん術じゆつが絡からんできている」

「危険なのは承知している！」

　殷雷は眉まゆをひそめた。

「判わからねえか。お前を連れていくと、助けられるものも助けられなくなるんだよ。それだけギリギリの戦いになるはずだ」

　梨乱は言葉に詰つまる。

「和穂は俺が助ける」

　託たくすしかない。

「判った」

「お前には感かん謝しやしている。お前はお前に出来ることの全すべてをやってくれた。後は俺がやる。

　俺が和穂を助ける」

　静嵐は感動に目を潤うるませ、手を振ふりながら言った。

「頑がん張ばってね殷雷！」

「お前たちは、俺と一いつ緒しよに来るんだよ！」
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「俺たちは和穂を助ける為に動くが、梨乱よ。お前は故こ郷きように帰れ」

「ん？　なんでまた？」

　殷雷は空を指差す。青あお縞しま瑪め瑙のうの空を。

「あの縞は俺の知ち識しきに間ま違ちがいがなければ時間相のズレだ」

　ちらりと流麗を見たがつまらなそうな顔をしている。的外れな見立てをしたのならばもう少し嬉うれしそうな顔をするだろうから、殷雷は自分の見立てが合っていると知った。

「時間の流れが狂くるい始めてるとでも？」

「流れの速さだな。場所によって時間の流れに違いが出来ているから、あんな感じで空の色が違ってきている。そこまで急きゆう激げきでもなさそうだが、あまりよろしくない。宝貝や仙せん人にんにとっちゃどうでもいいが。

　距きよ離りが離はなれすぎていると、数年しか経たっていないはずなのに故郷に戻もどれば数十年の時が流れていた、なんて事が起こりうる。用心に越こしたことはない。戻る場所があるなら帰るんだ」

　梨乱は首を縦たてに振った。

「天てん呼こ筆ひつとかは断だん縁えん獄ごくに入ってる。宝貝も返したし、ここは大人しく村に戻るよ。

　夜主さん。どうせ行く所もないんでしょ、私の村においでよ」

　興きよう味みもなかったが、梨乱の子こ守もりをこれだけやってきたんだ、梨乱の故郷に行けばしばらくの間、ただ酒や飯を振る舞まわれて当然だろう。

「こんなしけた村に居いるよりは面白そうだな。行ってみるか。

　おっと、殷雷。索さく具ぐ輪りんと断縁獄は返してやったが捜そう魂こん環かんと俊しゆん地ち踏とうを渡わたす気はないよ。回収しようってんなら、一戦やるかい？」

　殷雷は首を横に振る。

「梨乱を故郷に連れてくってんなら、貸かしといてやる。このご時世じゃ用心に越した事はあるまい」

　思わず呆あきれた笑えみが夜主の顔に浮うかぶ。ここは楽天家の見本市なのか。

「『貸しといてやる』ねえ。和穂を助け、ついでに世界を救ったら、また吞のん気きに宝貝回収を再さい開かいするつもりなのかい？」

「お前の悪あく態たいも聞き納おさめだな」

　最前から思っていた疑ぎ問もんを静嵐は口にした。

「ところで殷雷。殷雷にあんな奥おくの手があったなんて知らなかったよ。轟武と戦う時にも使ったら良かったのに」

　いきなり静嵐が何の話をしだしたのか殷雷には判らなかった。いきなり訳わけの判らない話をしだしても違い和わ感のない宝貝だから余よ計けいにややこしい。

　だが、さっきの戦せん闘とうで使った鉤かぎ爪づめの話だと思い至いたる。今は殷雷の手首に腕うで輪わとして収おさまっている鉄の爪だ。

　殷雷はジャラジャラと腕輪を鳴らす。

「俺だって知らん。流麗よ、これってなんだ？」

　鳴らしながらヒョイと手首を返すと、途と端たんに鉤爪になる。加か減げんを変えると拳こぶしを包み込こむ鋼はがねの籠こ手てへと姿すがたを変えた。殷雷の意思のままに腕輪は姿を変えた。

　微み塵じんも興きよう味みを見せずに流麗は答えた。

「……それは宝貝用追加兵へい装そう」

　殷雷も恵潤も初めて耳にする言葉だった。

　恵潤は首を傾かしげた。

「それって何？」

「……別に珍めずらしいものじゃない。宝貝に能のう力りよくを追加する兵装、それは宝貝用の武ぶ器きよ。ただ、龍華はそういう後からとって付けたような機能が嫌きらいだったから、作ったことはなかったはず」

　確たしかに龍華の設せつ計けいは、必要なものは最初から組み込んでいる形式がほとんどだった。

　あってしかるべき機能が欠落していたり、どう考えても必要なさそうな機能がついていたりすることは山ほどあったが。

「で、そんな代しろ物ものが俺の腕についてるってのはどういう了りよう見けんだ。

　流石さすがにこれは梨乱に造れる訳わけはないし。流麗よ、もしかしてお前が造ってくれたのか？

　俺の為ためにわざわざ手間をかけて」

　まるで人殺しの濡ぬれ衣ぎぬを着せられた人間のような形相で流麗は首を横に振ふった。

「……御ご冗じよう談だんを。どうせ真鋼の棍こんによる殷雷の復ふつ活かつ作業が行われたら、自動的に発はつ現げんするように仕込まれていたのよ」

　宝貝用追加兵装とはよく言ったもので、下手な宝貝よりも素す早ばやく、その姿を変える。

「ほう。で、なんでそんな仕込みが必要なんだ……あっそうか」

　虚きよ脱だつし打ちひしがれて流麗は言った。

「……気に入らない。なんて気に入らない仙人なんでしょう、いかにも先を見通してますよという態たい度どが鼻について仕方ない。護玄め。棍を修しゆう復ふくに使ったら、使う武器がなくなると見込んで仕込んでいやがったのよ」
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　盛せい大だいとはいかないがそれでも、風か邪ぜを引いて寝ね込こんでいる者以外は全員で殷雷や梨乱たちを見送ってくれた。

　村のある山を下り、街かい道どうに出た時点で梨乱たちとも別の道を行くこととなった。

　くどくなりすぎるのも嫌いやだった梨乱は、もう一度だけ殷雷に、和穂を任まかせると言った。

　殷雷はうなずく。
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　街道を行くのは殷雷、静嵐、恵潤、流麗、綜現の五人だった。

　塁摩と同じように流麗や綜現も断縁獄の中に控ひかえさせておく手もあったが、綜現の能力は緊きん急きゆう時じの時間稼かせぎ程てい度どには使えそうだったので、同行させている。

　綜現が外に居いるので、当然流麗も外に出ていた。

「……和穂を助けるなんて大おお見み得え切ったけど、助けられる根こん拠きよなんてこれっぽっちもないわよね？」

　宝貝の集しゆう団だんである。問題解かい決けつの方法がはっきりしているのならば、わざわざ街道をちんたら歩いたりはしてない。

　殷雷は素す直なおに認みとめる。

「ああ。全くない。ないというか、情じよう報ほうがあまりに少ない。武器の宝貝として、軽はずみに助ける助けられないなんて判はん断だんを下せるような状じよう況きようじゃなかったのは承しよう知ちだ」

　指先で複ふく雑ざつな図形を描えがきながら恵潤は言った。

「ちょいと戦せん略りやくをはっきりさせといた方がいいんじゃない。

　目的は和穂を助け出すこと。和穂を助けるというのは鏡閃の呪じゆ縛ばくを解とくことよね。そして和穂の行方ゆくえは判わからないと。どの問題から解決出来る？」

　殷雷は考えた。

「どれも無む理り難なん題だいなのは判るが、和穂を助ける方法が判らないと話にならん。

　龍華は今でも派は手でに戦せん闘とうしているだろ。もしも和穂が無事ならば、いつか龍華の前に立ちふさがるはずだ。龍華の居場所ならば仙せん術じゆつによる戦闘の痕こん跡せき……まあ、派手に空が光った方角だが……を辿たどれば判る。

　流麗。もしも和穂の姿を見たら、和穂の助け方を分ぶん析せき出来るか？　確かく実じつにとは言わん、呪縛の種類が判るだけでもいい」

　その表情に笑えみが浮うかんだだけで、期待する答えが戻もどらないと殷雷には判った。
















「……見なくても判る」

「その面つらからして、良い話じゃないんだろうけどな」

「……見たところで私には解析しきれないのが、見なくても判る。でも見たのならば私がどうして分析しきれないかが判るのは判る」

　静嵐は頭を抱かかえ込む。

「えぇと、結局判らないんだよね？」

「お手上げのようね」

　中空から声がした。

　ふわりと宙ちゆうに浮かぶ、紅べに色いろの道服を着た一人の少女がそこにいる。

　見た目は十五、六歳さいに見える。道服の襟えり元もとより少しばかり長い髪かみ、細い顎あごに輝かがやきの強い大きな黒目を持っている。

　勝ち誇ほこった表情から、その気の強さが滲にじみ出ていた。

　ゆるりと降こう下かし、少女は地面に降おり立つ。

「和穂を助ける方法なら私が知っている。手を貸かしてあげるから、ありがたく思いなさい」

　さて、とばかりに殷雷は柔じゆう軟なん体たい操そうを始めた。ボキボキと体中の関節が軋きしむ音が広がった。

「ちょっと聞いてるの？」

「聞いてるさ。和穂の助け方が判らずに困こまっていたら、和穂の助け方を知っているという怪あやしい敵てきが、ふわふわと現あらわれた」

　むっとした顔で少女が言い返す。

「私のどこが敵だっていうのよ！」

　説明するのも面めん倒どうだとばかりに、殷雷は指し示じを出す。

「静嵐、恵潤。お前らの補ほ佐さはいらんから下がっておいてくれ。あの程度の胡う散さん臭くさい敵を、俺一人で始末出来んようならこの先やってはいかれん。丁ちよう度どいい、復ふつ帰き第一戦の腕うで試だめしってとこだ」

　指示が耳に入った少女は怒る。

「面おも白しろい！　やってやろうじゃないの！……って噓うそ。ここはまあ、穏おん便びんに話し合いましょうよ」

　激げき怒どしながらの愛あい想そ笑わらいに、少女のこめかみで血管がひくついている。

「罠わなを張はるならもうちょっと周しゆう到とうにやるんだったな。そんな都合のいい話に乗る馬鹿はいねえぞ」

　愛想笑いの笑顔と激怒が適てき度どに混まざりあい、意味不明の表情が出来上がっていく。

「思い上がるのもいい加か減げんにしなさいよ、三流宝貝風ふ情ぜいが！　わざわざあんたたちに罠を張って何が嬉うれしいってのよ。罠にかける程、あんたたちに価か値ちがあるとでもいうの？

　最後の最後で私の正体が敵だと判って、窮きゆう地ちに陥おちいるなんて三文芝しば居いを仕し掛かける意味がどこにある？

　基き本ほんの調ちよう査さは終わってるのよ、武ぶ器きの宝貝のくせしてあんまり恨うらみを買うような真ま似ねはしてないようじゃない。わざわざあんたたちを困こまらせて喜ぶような暇ひま人じん、いるわけないでしょ」

　売り言葉に買い言葉的なやりとりだったが、殷雷は冷静だった。

「おっと。今の言葉は少しばかり説得力があったな。俺たちをわざわざ騙だます意味ってのは考えにくいかも」

　どうにか話が通じたか、怒鳴り声じみた少女の声も収おさまっていく。

「判ってくれたなら、許ゆるしてあげる。和穂を助ける方法は」

「やっぱりちょっと待て。早いうちに実戦で復帰戦をやっときたいから、詳くわしい話はお前を倒たおして力ずくで吐はかせることにしよう」

　怒いかりが度を越こしたのか、少女の声に落ち着きが戻もどった。ただし、その強い眼がん光こうはさらに鋭するどさを増した。

「ふむ。全く資し料りようの通りだ。頑がん固こで意い固こ地じのヘソ曲がり。ついでに情じように脆もろいとも書いてたけど、適てき当とうに噓でも吐ついて泣き落としの方が上う手まくいったかもね。

　昔々その昔、和穂に命を救われた恩おんを返す為ためにこうやって馳はせ参さんじました。てな具合の方が趣しゆ味みにあってた？」

「おい資料ってなんだよ」

　くるりと紅べに色いろの道服を翻ひるがえし、少女はその場で一回転した。和穂の道服とは素そ材ざいが違ちがうのか、どんな老ろう猫びようでもジャレつきたくなるようなしなやかな動きだった。

「別に私は、和穂が生きようが死のうがどうでもいいのよ。指令を受けてそれに従したがってるだけ。指令を受ける時の資料として、あんたたちの大体の情じよう報ほうや置かれている状じよう況きようも読まされたってわけよ。

　情に脆いくせに頑固な刀の宝貝、つぎはぎだらけの元宝貝の化け物、性せい格かく破は綻たんしている織おり機の宝貝に、存そん在ざい意い義ぎを否ひ定ていしかねない程ほどの、無意味な戦せん闘とう能のう力りよくを持つ燭しよく台だいの宝貝」

　一人一人丁てい寧ねいに睨にらみつけながらの悪あく態たいから、自分は飛ばされていると静嵐は気がついた。

「僕ぼくはどんな風に書かれてたの？」

　意外と素す直なおに反省の色を見せて少女は答えた。

「喧けん嘩かを売りに来たんじゃないから、その質しつ問もんには答えない。気にしないで頑がん張ばって。邪じや魔ましないように出来るだけ遠くでね」

　いいからお前は黙だまっていろと殷雷は静嵐に手を振ふった。その殷雷の肩かたに恵潤の手が触ふれる。耳元で内ない緒しよ話ばなしの一つでもするのかと思ったが、そうではなさそうだ。横目で見た恵潤の、怪あやしい女に向ける瞳ひとみは静かだった。流石さすがの殷雷もゾクリときて、軽くその場を譲ゆずる。

　あの目をしている恵潤は危あぶない。

「ふうん。私を、つぎはぎの化け物って書いてあったの？」

　殷雷とやりあってる内は喧嘩口調の応おう報ほうだ。派は手でに言い合ってればよく、それが女の性しよう分ぶんにも合っていた。

　が、恵潤の静かな口調が女の調子を狂くるわせる。

「えぇと、常じよう識しきで考えれば判わかるでしょ。指令にくっついてる資料に、つぎはぎとかぶっちゃけた表ひよう現げんがあるはずないじゃない」

「そう。じゃ、つぎはぎってのは情報を統とう合ごうした上でのあなたの意見なのね」

　本人は自覚していないがかなりの威い圧あつ感がある。殷雷相手にしていた威い嚇かくのやりあいとは質が違う。恵潤は怒おこっている。

　頭に血を昇のぼらせた怒いかりなら、女も軽くからかうところだが恵潤の怒りはあまりに静かだ。

「なによ、本当の事じゃない」

「えぇ。本当よ。あなたがどう言おうと勝手だけど、あなたに言われてこっちが怒るのも勝手よね？」

　気を吞のまれ軽く女は視し線せんを泳がせる。殷雷と目が合った時、ざまあみろみたいな表情をしていてくれたのなら、それをとっかかりとして怒りと共に自分を奮ふるい立たせることも出来ただろう。が、殷雷は視線を外し、関かかわりたくないとばかりに明後日あさつての方向を見はじめ、特に意味もなく索具輪をいじって宝貝反はん応のうの確かく認にんを始めた。

　殷雷にしろ女にしろ、怒りと戦力を総そう合ごうして考える癖があった。その点では二人は似にていた。圧あつ倒とう的な戦力差がある相手に怒っても仕方がなく、怒りよりも悪態をつくのを選ぶだろう。

　そこが恵潤は違った。怒りは純じゆん粋すいに怒りとしてぶち当てる。戦力差とか余よ計けいな事は気にしない。威嚇とは無む縁えんの性せい格かくであり、それゆえ、その怒りは恐おそろしい。

「わ、判ったわよ。謝あやまればいいんでしょ、謝れば！」

　百歩譲ゆずったふりをして五十歩も下がっていないような言い回しを見み逃のがす恵潤ではない。

「それじゃ謝ったことにはならない」

「ご、ごめんなさい。これでいいんでしょ！」

　うむ、とばかりに頷いて恵潤は後ろに退ひいた。その顔には先せん刻こくまでの怒りが全く消えている。これはこれで恐ろしい。

　仕切り直しとばかりに女は言った。

「判ったってば。そりゃ唐とう突とつに現あらわれて、あれじゃ確たしかに怪あやしかったわね。あんたたちとは協力するように言われてるの。飛びかかってきたところで戦わずにさっさと逃にげさせてもらうわよ」

　女の言葉を聞いているのかいないのか、殷雷は、とりとめもなく耳に着けた索具輪で少女の正体を探さぐる。

　殷雷にも意外であったが、索具輪から伝わるのは、確かに宝貝の反はん応のうであった。

「怪しいとこがもう一つ増ふえちまったな、お嬢じようちゃん。道服なんざ着てるがお前の正体は宝貝じゃないか」

　やだやだとばかりに女は手を振ふる。

「間ま抜ぬけなことを言ってるんじゃないよ。索具輪を全ぜん域いきで使ってごらん」

　特に疑ぎ問もんも持たずに、殷雷は言われたとおりにした。全域で調べれば人間界全体にある宝貝の分ぶん布ぷがある程てい度ど判る。

「なんだこりゃ。宝貝の反応が十数万あるぞ。いくら仙せん人にんが人間界に来るようになったからって多過ぎだ」

「索さく敵てき系けい仙せん術じゆつを誤ご魔ま化かす為に、疑ぎ似じ的に宝貝反応を出してるのよ。完かん璧ぺきに索敵を逃れるより、こっちの方が楽だからね。仙人どころかそこらへんの石コロに宝貝反応を出させたりも出来る。

　これのせいであんたたちを捜さがすのも、ちょっと手間取ったのよ。殷雷刀の反応だけでも数百あるし。静嵐刀や流りゆう麗れい絡らくの反応に近い殷雷刀に絞しぼっても何ヶ所か捜して回ったんだから」

「協力するように言われたとか言ってたな。誰だれの差し金だ？」

「それはまあ、秘ひ密みつで。こっちにも都合があるんでね。それだけじゃ怪し過ぎるから、和穂を助ける方法だけでも聞いてよ。

　力ずくでも聞き出すってんなら、悪いけど私は帰るよ。別に和穂と面めん識しきもないし、あの子を助ける義ぎ理りだってないんだから」

「判った。言ってみな」

　ごそごそと少女は道服の袖そでをまさぐる。そして一本の刀を取り出した。

「和穂を助けるのは単たん純じゆん明めい快かい、この刀でたたっ斬きればいい」

「噓うそくせえな」

「噓かどうかは、そいつに見せれば判るよ」

　無む造ぞう作さに少女は刀を流麗の足あし下もとに投げつけた。沈しずんだ瞳で流麗は刀を鞘さやから抜き、刃やいばに目を走らせる。

　そして答えた。

「……噓よ」

　宝貝用追加兵へい装そうは瞬しゆん時じに籠こ手てへと姿すがたを変える。籠手へと姿が変わった時には、最初の一いち撃げきが少女に向かい走っていた。

　ひょいと拳けん撃げきをかわしつつ少女が言った。

「あの女の話を素す直なおに受けるのはやめなさいよ。流麗、最後までちゃんと説明してよ」

「……これじゃ無理だけど、これなら助けられるかも」

「一呼こ吸きゆうの間に矛む盾じゆんしたこと言ってるんじゃねえぞ！」

　殷雷は間合いを外す。

　少女はひらりと動き、静嵐の背はい後ごを取り彼を羽は交がい締じめにした。邪じや魔まにならないように、あっちに行ってろと言っていた割わりには意外な扱あつかいだ。

「え？　え？」

「流麗、実じつ際さいに見せてあげて」

　恵潤が止める間もなく、流麗は刀の一撃を静嵐に放つ。

　静嵐は必死にかわしたが、その一撃は確かく実じつに彼の右みぎ腕うでを斬り裂さいていたはずだった。

　だが、何も起きない。

　隙すきなく間合いを外し、少女は先せん刻こくの位置に、すとんと立つ。道服の紅あかが緩ゆるやかな残ざん像ぞうを残している。流麗は刀を鞘に戻もどし殷雷の足下に投げつけた。

「……それって、解げ毒どくや解かい呪じゆ用の刃。気を乗せなきゃ斬りつけても怪け我がはしない。仕し込こまれた術式が適てき正せいなものだったら和穂の呪じゆ縛ばくが解とけても不思議じゃない。

　でも、今はその刃に術式は入っていない」

「その術式はどこだ？」

「和穂と戦うまでには封ふう入にゆうしてあげるわよ。ま、その為ためにはあんたたちの旅に同行させてもらうけど文もん句くはないね？

　言っとくけど、その宝貝は他でも手に入るかもしれないけど術式の方はそうはいかないからね」

　都合が良過ぎるだけでも怪しいのに、合ごう理り性せいに欠けるにも程ほどがあった。

　殷雷の疑ぎ問もんに女は答えた。

「そんなに複ふく雑ざつ怪かい奇きな話じゃない。和穂を助けたいと思う仙人が居いて、私がその指令を受けた。

　だったら私がさっさと和穂を助けに行けばよくて、あんたたちにこんな刀を渡わたして同行する意味はない。

　ただし、何度も言ってるけど私は和穂がどうなろうと別に構かまわない。指令は指令だけど失敗したなら失敗した時ぐらいにしか考えてないのよ。

　だから和穂を助ける仕事は、あんたたちに任まかせて私はせいぜいその補ほ佐さに回るって段だん取どりなんだよ。意地でも和穂を助ける覚かく悟ごなんでしょ？」

　やれやれと殷雷は首を振ふった。

「判わかったよ。どうせ名前に護ごの字がつく、小細工仙せん人にんの差し金なんだろ」

　女は目を細め白々しく言った。

「誰それ？　私わっかんない」

「そうだ、肝かん心じんの和穂の居場所は判ってるんだろうな」

「あぁ、それか。九きゆう遥よう山ざんに向かえばどうにかなると思う」

「どうにかなる？　和穂が何ど処こに居るのか判らないのか？　それに九遥山だと？」

「そう。龍華の洞府の人間界側。人間界に降おりてきた龍華は、人間界側の九遥山に城じよう塞さいを築きずいて本ほん拠きよ地ちにしている。そこで張はってれば、和穂は現あらわれるでしょ。

　こう見えても私は生あい憎にく仙人じゃなくて道士なんだ。たとえ和穂仙人の居場所が判ったとしても、追いかけて追いつくのは無理。だったら先回りして九遥山で待っている方がいい」

　龍華の下もとに和穂が現れるという読みは殷雷が立てたものと同じだった。

「そうか。判った」

「ちなみに私の名前は凛りん晴せい。何ど処こにでも居る普ふ通つうの道士ね」

　一同に会え釈しやくし、勝ち気な笑え顔がおで続ける。

「皆みなさん、よろしく。仲良くしてね」

　殷雷は言った。

「気のせいか、仲良くしてねって部分が宣せん戦せん布ふ告こくに聞こえたぞ」

「気のせいよ。さあ、それじゃ行きましょう。絶ぜつ望ぼうより悲ひ惨さんな、最後の希望の地、九遥山へ」




　　　　＊




　最初の一歩を踏ふみ出す前に殷雷は凛晴の首根っこを捕つかまえた。

「ちょっとまった凛晴」

「なによ！」

　ほいと、凛晴から受け取った刀で顎あごを差す。

「刀じゃ使いにくい。槍やりに変えてくれ」

　これ以上ない程ほど、目をまん丸くし蔑さげすんだ声で凛晴は答えた。

「刀より槍が良いって、あんたにゃ刀の宝貝としての誇ほこりがないのか！」

　嫌いやそうな顔をして殷雷は言った。

「うるせえな。槍の方が取り回しがいいんだよ。宝貝という程の仕し掛かけがある刀じゃねえんだろ。だったら形を槍にしといてくれ、道士でもそれぐらい出来るだろ」

　凛晴の表ひよう情じように侮ぶ蔑べつと軽蔑と焦あせりが混まざる。

「勘かん違ちがいしてるようだけど、道士っていっても仙せん術じゆつで便利になんでもホイホイ出来るんじゃないからね」

「判ってる。お前の仙術を頼たよりにする気はない。だが、刀は槍に変えてくれ。それだけでいい」

　ぶつくさ言いながらも凛晴は刀を手に取った。

「こんなとこでどうして無む駄だに仙術を使わなきゃいけないのよ。頭あたま幾いくつ？」

「大たい槍そうでも仕方ないから二個こでいいや」

　そして空いた手で軽く印を結ぶと途と端たんに刀は槍へと姿すがたを変えた。

「御ご苦く労ろうだったな道士様」

　突つき殺すような勢いきおいで渡された槍を殷雷は軽く振り回す。殷雷の身長より頭二つ分程長い槍だった。

「ちょいとしなり具合が気にいらんが、それはこっちで合わせるとしよう」

　凛晴はコホンと咳せき払ばらいをした。

「それでは人間界最後の希望の地、九遥山に向けて出発」

「……とんだ茶番だわ」

　低くほぼ呻うめき声である流麗の囁ささやきは、それでも一同の耳に届とどく。届いた者を金かな縛しばりにするだけの陰いん々いん滅めつ々めつとした響ひびきがある。

「茶番って何が茶番よ！」

「……あなたの正体が茶番だっていうの」

「しょ、正体って何よ。私は指令を受けて和穂を助けようとしてる、ただの道士だ。正体もへったくれもないじゃない」

「……だって、あなたの正体は」

　凛晴が思わず口をつぐんだのは、ばれてはならない自分の正体があるのか、なめくじのようにゆっくりと、しかし確かく実じつに動く流麗の視し線せんに釣つられたのか定さだかではない。

　だが、一同は凛晴と同じように口を閉とじ、流麗の視線が行き着く先を追う。

　じりじりと動く視線はやがて一人の男の前で止まった。一いつ旦たん休きゆう憩けいして、さらに視線が動きだすだろうと、視線の先の本人も含ふくめて思ったが流麗の視線はそこで止まった。

　よく判わからないので取り敢あえず、静嵐は右手で自分の顔を指差し左手を挙手する。

「僕ぼく？」

　流麗は斬ざん首しゆされた生首のように首を縦たてに振ふった。

　流麗に飛び掛かろうとする凛晴だったが、殷雷に辛かろうじて押おさえつけられる。

「ちょっと！　私と、よりにもよって、あんなおとぼけ宝貝に何の関係があるっていうのよ！」

「落ち着け凛晴。誰もそんな話を真に受けちゃいねえ！　からかわれてるだけだ」

　暴あばれようとする凛晴を見て、流麗は窒ちつ息そくするような長い笑い声を上げた。

「……『道士様』が出しゆつ現げんしたんじゃ私が外に居いても仕方ない。状じよう況きよう分ぶん析せきはその女にやらせるといい。綜現と私は断だん縁えん獄ごくの中に戻もどらせてもらう」

　本当にそうかと殷雷は考えた。色々な意見を聞くのに、凛晴をそこまで信用出来るのだろうか。

　……窒息による絶命めいた笑いを振りまく織おり機の宝貝の方が、残念ながら信用は出来る。そしてその信用出来る方が信用出来ない方を信用しろと言っているのだ。そして仙人やら道士がうろうろしている状況では、いかに綜現の能のう力りよくといえども使い所はない。

　殷雷は凛晴を押さえつけながらもどうにか腰こしの断縁獄を外し、恵潤に投げつけた。

「判った。とりあえず断縁獄で待機しててくれ」

　恵潤に名を呼よばれ、流麗と綜現の姿は断縁獄の中に消える。

　目の前から流麗の姿が消え、どうにか凛晴の鼻息も収おさまっていく。

「はぁ、それじゃ九遥山に向けて……なんか本気で、もうどうでもよくなってきた。あんたたちで適てき当とうに和穂を助ける？　上う手まく助けられたらその時、合流するってのはどう？」

「俺おれたちゃ、それでも構かまわないが、流石さすがにそこまで露ろ骨こつな任にん務む放ほう棄きはやばいんじゃないか。仙人の指令なんだろ。たまに監かん視しが入っても不思議じゃあるまい」

「……やっぱし、そうよね。それじゃまあ、ボチボチと九遥山に向かいますか」

　あまりダラダラやられても殷雷は困こまる。

「九遥山だろ。道士の移い動どう速度なら何日かかる？　そっちの足が速いなら、俺たちは断縁獄に控ひかえるから運んでくれ」

　凛晴は言い忘わすれていた。

「あぁ、移動速度は人間の徒歩と同じぐらいかな。霞かすみを食べて生きてるんじゃないから、日に三度の食事はお願いね。最悪の場合、保ほ存ぞん食しよくと野宿は我が慢まんしてあげるから、ありがたく思いなさいよ。

　それと刀の宝貝を使って戦うってのも面めん倒どうだから、もしも戦せん闘とうが起きたならそっちで適当に処しよ理りして。和穂みたいにわざわざ自分が戦うなんて嫌いやだから」

　ギリと殷雷の奥おく歯ばが鳴る。

「お前、それじゃ急ぎで九遥山に向かっても着くのは一ヶ月以上かかるだろ！」

　はいはいと凛晴は首を縦に振ふった。

「大だい丈じよう夫ぶ、調子のいい時は移動術が使えるから、そこまではかからない。仕方ないでしょ、移動術は正式に取ってないんだから」

「じゃあ、お前が断縁獄の中に入ってろ。俺たちが夜通しで疾しつ走そうする」

「無理。移動術も終わってないのに防ぼう疫えき術じゆつが使えるはずないじゃない。断縁獄の中に入れば死んでしまう。

　ま、そんなわけだから、せいぜい、私の子こ守もりを頑がん張ばってね、殷雷刀」

「なんだと、てめえ！」




　凛晴と殷雷の嚙かみつきあいを離はなれて見ていた静嵐は、隣となりの恵潤に言った。

「なんだかあの子も一いつ緒しよに行くみたいだね。恵潤はどう思う？」

　思ったのは一つ、こいつは参った、だった。凛晴についてではない、導どう果か先生すら認みとめた直観の持ち主に意見を求められて、どう答えればいいのか。

「私は判らない。静嵐はどう思う？」

「うん。なんか懐なつかしいね」

　正体不明の人物を評ひよう価かして言う言葉にしては少しばかり妙みようだ。

「懐かしいって？」

「あの凛晴って子、なんとなく深しん霜そうに似にてると思わないかい」

　殷雷刀、恵潤刀、静嵐刀。そして深霜刀。四本刀と呼ばれていた者たちである。

「そう？　似てるかな？　大体気の強い子が殷雷とぶつかると、いつだってあんな感じになるじゃない。特に珍めずらしくもない」

「うん。それだけじゃなくて恵潤が苦手っぽいじゃないか。そこが似てるよ」

「え？　あの子も深霜も、私が苦手なの？」

　あまり啞あ然ぜんとはしない静嵐だったが、轟武の一いつ件けんといい、今の恵潤の言葉といい、最近は啞然とすることによく遭そう遇ぐうする。

「だって、いつも深霜は恵潤に怒おこられてたじゃないか」

「うん。でもあれは深霜が悪いのよ。怒ったらちゃんと向こうが謝あやまってた」

　そこが既すでにおかしい。深霜を怒って、涙なみだ目めにしながら謝らせる芸当が出来るのは恵潤だけだ。龍華を含ふくめても。

「実じつ際さい見た記き憶おくはないけど、蛇へびはなめくじが苦手っていうでしょ。あんな感じ。今まで気がついてなかったなら、悪いこと言っちゃったかな」

　恵潤は、恐ろしく腑ふに落ちない顔をしている。

「いや、別に構かまわないよ」

「僕なんかしっちゅう深霜に『恵潤に言ったら、ぶっ殺す』なんて脅おどされたもんだよ」

　懐かしい昔話だ。恵潤と静嵐は笑う。

　そして笑い終わった後、恵潤は言った。

「で、深霜はあなたに何を口止めしたの」

　静嵐は眉み間けんに皺しわを寄よせた。

「僕の話を聞いてた？　それ言っちゃうと、ぶっ殺されるんだよ！」




　　　　六




「長旅御ご苦く労ろうだったね。まあ座すわりたまえ」

　喧けん騒そうらしい喧騒に包まれたのは何年ぶりだろうか。最初は懐かしくもあり、五う月る蠅さいだけの煩わずらわしさもあったが、待ち合わせの卓たくに着く頃ころには耳も慣なれてきた。

　老人に席を勧すすめられたが、そう簡かん単たんに座ることも出来なかった。まず、背負った小型の葛籠つづらを降おろし、腰こしに帯びた刀を外さなければならない。

　ふうと一息吐はき、燕えん寿じゆは席に着いた。

　老人は目を閉とじているのか、それとも只ただの細目なのか燕寿には判わからない。が、その立ち振ふる舞まいの独どく特とくの感かん触しよくから、老人が軒轅系けいの仙せん人にんだと分ぶん析せきする。あの目は全すべてとは言わなくとも、かなりのものを見通す力がある。

　旅の苦労はどうでもよかった、ただ、仙術を制せい限げんされている窮きゆう屈くつさが堪たまらない。仙人となり、もう永えい遠えんに遭そう遇ぐうすることもないだろうと思っていた肩かたこりが燕寿に伸のし掛かかっていた。

　老人は人差し指を上に向けた。

「あっちで審しん査さした方がいいんだろうけど、わしも討とう伐ばつ人にん審査だけをやってるわけにはいかんのでね。本ほん職しよくは、それはそれは面倒な、討伐部隊の調整役なんじゃよ。

　討伐人志し願がん者しやには終極飯店にまで来てもらうことになっておる」

「人間界と仙界の間にある、あの封ふう印いんに意味があるんですかね。穴あなだらけですよ」

「まあね。今となっちゃ、あれは半分建前みたいなもんだ。龍華を討伐する為ための志願者は、討伐人の審査を受けなければならない。

　お嬢じようさんみたいに、仙術に制限を受ければあの結界は自由に抜ぬけられる。そして、終極飯店で審査を受け、無事に受かれば制限は解かい除じよされる」

　まだるっこい。身内を殺された一門は、そんな手続きを素すっ飛ばして、龍華を始末しに来ているのだろう。

　老人の本職は、そんな門もん派ぱ同士の調整役と燕寿は見た。門派で仲なか間ま割われされでもしたら、それこそ目も当てられまい。

「口頭面めん接せつならばさっさと済すませていただきたい」

　老人はこくりとうなずき、袖そでから一冊さつの手て帳ちようを取り出した。ボロボロの手帳だ。

　パラパラと紙をめくり、視し線せんを落とす。

「龍華討伐志願の、動機を教えて欲ほしいのう。意い気き込ごみでも構かまわない」

　さてと。燕寿は思案した。目の前に居いるのは軒轅系仙人、しかも重職を任まかされている仙人だ。誤ご魔ま化かしは通じないと見た方がいい。

「龍華を討伐する気はありません」

　面おも白しろい。実に面白いと、老人は笑えみを浮うかべた。

「ではお嬢さんは何しに来たのかね？」

「目的は討伐隊とさほど変わらないと考えたので、龍華の討伐隊に志願しました」

　その目は見落とさない。

「龍華、と、呼よび捨すてにする時に痛いたみを感じているね。気にしなくてもよろしい。普ふ段だんと同じように彼女を呼びたまえ」

「討伐隊の目的は、龍華姉さんを始末すること。始末する目的は龍華姉さんを止めること」

　全くだ。聞かせてやりたい連中が腐くさる程ほどいる、今や身内を殺された報ほう復ふく戦せんと履はき違ちがえている輩やからばかりだと老人は嘆たん息そくした。

「龍華の暴ぼう走そうを止められるというのかね」

　手の内を見み透すかされていようと燕寿は怯ひるまない。

「えぇ。龍華姉さんを助けるつもりです」

「さて。この大たい層そうな手帳に何が書いてあるかというとだね、いやなに、それほどたいした情じよう報ほうじゃない。

　お嬢ちゃんの経けい歴れきが載のっている。そこには龍華は、お嬢ちゃんの道士与あずかりの時の担たん当とう仙人と記されていて、今、お嬢ちゃんは龍華を助けると言い放った。

　討伐対象たる龍華の援えん軍ぐんになりかねない燕寿仙人を、討伐人として人間界に放つと思うかね」

　燕寿は軽く思考を巡めぐらす。

「えぇ。放つと思います」

　返答は早かった。直観での答えだろう。そしてその返答は間違っていない。良い仙人だと老人は思う。

「援軍を分析すれば、龍華の手の内が判わかるからのう。龍華が何を欲ほつしているか、すなわち龍華の急所が判るという算さん段だんじゃな。

　とはいえ、お嬢ちゃんが龍華と意思を通じあってるわけじゃあるまい。あれは援軍など必要としていない」

「はい。龍華姉さんの考えている事、目的が私にも判りません。ただ、龍華姉さんを止められる可か能のう性せいが一つだけあります」

　ふむ、と老人は首を縦たてに振ふった。

「言ってみなさい。それによって討伐人に任にん命めいするか決めよう」

「それは和穂を始末することです」

　思案がぐるりと老人の頭の中を巡る。

「ほう。確たしかに龍華の暴走は和穂が引き金となっている。

　まあ、その和穂を龍華は仙せん術じゆつで殺しにかかった記録があるんだが」

「でも、龍華姉さんは和穂を殺していない」

「そこが意見の分かれるところでな。

　和穂を殺そうと見せかけただけという意見もあり、殺さなかったのは、その現げん場ばにいた鴉からすという討伐人に隙すきを見せたくなかっただけという意見もある。

　わしにも判はん断だんつきかねるが、和穂を始末して状じよう況きようが変わるとも思えない」

　冷たく、動じない瞳ひとみで燕寿は言った。

「確かく信しんなどないです。状況は変わらないかもしれない。でも、今より状況が悪くなる可能性はないでしょ？」

　やらせるだけの意味はある。意味がなかったとしても、龍華を巡る因いん子しの一つが消えるのならば、それだけでもよい。

「判った。討伐人として認みとめてあげよう。さて、とは言っても龍華を討伐する意思なんざ全くないのならば、討伐隊に組み込むのも無意味じゃの。

　封印は解といてあげよう。まあ、一人で好き勝手にやってくれて構かまわんよ。当然、良りよう識しきの範はん囲い内ないでな。

　物ぶつ資し補ほ給きゆうは、この終極飯店で手続きを取ってくれて構わん。物によっちゃ実費をいただくかもしれんがな」

　老人の簡かん単たんな印で燕寿の封ふう印いんは解かれた。止められていた血が再ふたたび巡りだしたように、熱が全身に戻もどっていく。

　燕寿の顔から、緊きん張ちようが消えた。

　老人は言った。

「腹はらごしらえでもしていくといい。

　それと、お嬢じようちゃんは正直だったから、こっちが仕し掛かけていたハッタリを教えておいてあげよう」

「？」

　老人の表ひよう情じようからは感情が読み取れない。やはり閉とじられた瞼まぶたすら微び動どうだにしない。

「龍華、すなわち邪じや仙せんに縁えんのある者だから討伐人として認められない。なんて事は全くないんじゃよ。

　むしろ、討伐対象に縁のある者こそが討伐人として最も適てき格かくであると考える」

　軽く手を上げ、燕寿は店員に酒を頼たのむ。

「和穂討伐に龍華姉さんが指定されたようにですか。あれは只ただの悪あく趣しゆ味みだと思っていました」

「そういう側面もあることを否ひ定ていはしないがね。

　仮かりにも邪仙とて仙人だ。奥おくの手の一つや二つ持っていても不思議じゃない。親しい身内ならば、その奥の手が読みやすいじゃろ」

　燕寿は杯さかずきに酒を注つぎ。口をつける。

「論ろん理り的ですな。悪趣味に変わりはないですが」

「では失礼するかのう。せわしくて申し訳わけないが、雑ざつ用ようが山ほどあるんでな」

　老人は席を立ちつつ、燕寿の持ち物を見た。葛籠つづらと刀だ。

「和穂を殺すだけにしては、大荷物じゃの。鏡閃に操あやつられてるとはいえ、本体は仙人資し格かくを取ったばかりのヒヨッコ仙人じゃろ」

　話好きの老人が名な残ごりを惜おしんで、世間話をしている体ていではあったが、本ほん質しつはそうではなかった。

　忙いそがしいとはいえ、そこは軒轅系けい仙人、純じゆん粋すいな知的好こう奇き心しんを刺し激げきされて黙だまっていられなかったのだ。

　酔よいが回りだしたのか、赤ら顔で燕寿は答えた。

「流石さすが、お目が高い。この刀はちょいと名のある宝ぱお貝ぺいです。

　和穂もヒヨッコ仙人とはいえ、龍華姉さんの弟で子しですよ。こっちも本気でいかないと返り討うちに合いかねませんからねえ」

「ふむ。まあ用心に越こしたことはないか」




　　　　＊




　燕寿の卓たくから外れ、別の仕事に赴おもむこうとする老人の目に、酔っぱらいが巫ふ山ざ戯けている姿すがたが見えた。卓の下に隠かくれようとしている酔っぱらいを別の酔っぱらいが引きずり出そうとしている。

　が、よく見ると酔っぱらいではない。

　老人は言った。

「何をしておいでですか軒轅様」

「ははははは。こんな零落おちぶれた姿を知り合いに見せたくないなんて、孫歳君が卓の下に逃にげ込むもんだから、引きずり出してその知り合いに挨あい拶さつさせに行こうとしてるんだよ！　さあ、孫歳君、覚かく悟ごを決めて燕寿君の所に挨拶に行こうじゃないか！」




　　　　七




　弐には言った。

「漸ぜん央おう、本当にあれが武ぶ器きの宝貝なのか？　隙すきだらけじゃないか」

　参さんの目は死角だった。壱いちの目を動かすわけにはいかない。弐と四よんの目を使う。

　四の視し界かいは定まりきってない。まぁ仕方ないだろう。四に多くを求める気には、漸央にはなれない。

「ふむ。隙だらけですね。いや隙だらけに見えるでしょうね、と言った方が正せい確かくですか」

　弐には咄とつ嗟さに理り解かい出来ない。

　漸央は補ほ足そくした。

「隙をついて背はい後ごは充じゆう分ぶん取れますよ。でも意味がない。

　背後を取らせる隙はあっても、背後からの一いち撃げきを食くらう隙は、ああ見えてもありませんよ。腐くさっても刀の宝貝ですからね」

　とんでもない話だ。彼らに隙らしい隙は皆かい無むだった。ただ漸央の気配消しの能のう力りよくが優すぐれているに過すぎない。

　相手が武器の宝貝と知って、弐は気負っていた。畏おそれ、恐きよう怖ふ、そして渇かつ望ぼう。

　その感情のどれもが、軽く期待外れに終わっている。

「確たしかに奇き妙みような連中だが、普ふ通つうの旅人とたいして変わらないじゃないか」

　壱を全体が見み渡わたせる高台に滑すべり込ませ、参を街かい道どう沿ぞいの林から呼よび戻もどす。

　弐と四には進行方向の指し示じを出した。

　弐は指示よりも先に進み、四は遅おくれる。

「見た目だけで尋じん常じようならざる連中も居いますが、殷雷君なんて可愛かわいいもんですよ。どうしても信用出来ないってのなら彼の目に注目してください。異い形ぎようの瞳ひとみでしょ」

　慌あわてて弐の視界が動く。

「確かに違い和わ感がある」

　尋常ならざる眼がん光こうを、違和感の一言で片かたづけられて殷雷君も形なしだなと、漸央は妙みように可お笑かしかった。

「出で過すぎると感づかれますよ」

「馬鹿な、この距きよ離りだぞ！　気配は消してるしあれだけ隙がある」

「もうね、刀の宝貝ってえのは、そこらへんは理り屈くつじゃないんですよ。『気配を消してる気配を感じる』とか、目め茶ちや苦く茶ちやな境きよう地ちの話でして」

「さっきは背後を取れると言ったじゃないか」

「取れますよ。風の気配を偽ぎ装そうして、風と同じ速さで移い動どうすればね」

　壱が良い場所を見つけた。山風が巡めぐる流れだ。壱はほどけ風に乗る。上空からの視点は助かる。ほどけた状じよう態たいでは視点にかかる制せい約やくが外れるのも助かる。

「どうやって、あいつを仕し留とめる？　どいつがあいつの使用者だ？」

　答える前に、漸央は、おっ、と声を出した。

「面おも白しろいですよ。周りの連中も宝貝かもしれません。

　ちょいと異形の気配ですが、髪かみの長い緑の袖そで付つき外がい套とうを羽は織おっているのは恵潤君だ。

　殷雷、恵潤ときて同じような格かつ好こうをしている青年とくれば、彼が噂うわさの静嵐君ですかね」

「四人とも宝貝なのか？」

「殷雷君、恵潤君とは面めん識しきがあります。風の噂に恵潤君は他の宝貝と融ゆう合ごうしているというのがありましたが、どうやら本当のようですな。気配が変わっていたんで壱の視覚で見るまで判わかりませんでした。

　もう一人の男はおそらく、静嵐刀だ。

　そして道服を着ているのが、和穂かな。ちょっと情じよう報ほうと姿が変わっているのが気になりますが、色つきの道服を着ている彼女が使用者です」

　説明の間に参を弐の隣となりまで上げる。四は並ならばずに後ろに控ひかえたままだ。四は空を見ている。切り裂さかれた青色の空。夕焼けがまだ混まざらぬ高空に輝かがやく星を見ている。

「凄すごい、凄い、四本刀のうち三本が一堂に集まっているなんて」

　珍めずらしく吞のん気きな漸央の言い草に、弐はいらつく。

「何を喜んでいる！　その状じよう況きようはヤバくないのか？　なんとか刀が集結しているのだろ？」

　はて、と、漸央は首を傾かしげた。

「いや、特に何も。彼らが集まったからといって、別に凄いことが出来るって話は聞いた覚えも見た覚えも御ご座ざいませんな。ただ、刀が集まってるだけの話で」

「判った。ともかく、なんとしても宝貝を手に入れるんだ。作戦はどうする？　不意打ちは無理なんだな？」

「そうですな。となると正せい攻こう法ほうでいくしかないですか」
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　夕ゆう闇やみの帳とばりが近づいている。

　割われた空に紺こんと紅くれないが混ざり始めていた。

　目の前に現あらわれた異形に凛晴は足を止めた。

「ん？　何よあれ？」

　風が吹ふく。

　鎧よろい。武ぶ人じん。武器。そして布ぬの。

　鎧に身を固めた屈くつ強きような武人が、武器を構かまえている。

　が、少しばかり尋常ではない。全すべては帯おび状じようの鉄で巻まき上げられている。

　殷雷も足を止めている。殷雷の肩かた越ごしに凛晴はもう一度目を凝こらす。

　違ちがう。

　鎧が鉄に巻き上げられているのではない。

　あれは包帯を巻くようにして、細長い鉄で作られた鎧だ。その姿すがたは昆こん虫ちゆうの腹はらめいてみえる。

　武器にしてもそうだ。その芯しんに刀を置き、その周囲に薄うすく細長い鉄を巻きつけた様相であった。もっとも、その芯に刀があるかどうかは定かではなく、その異形っぷりからみると、芯などない方が自然であるかのようだ。

　どんどんと凛晴は殷雷の背せ中なかを叩たたく。

「ちょっと、聞いてるの」

　殷雷は黙だまっている。眉み間けんに皺しわの一つでも寄よせ、相手を値ね踏ぶみするような表情をしていたのならば、凛晴は黙ったであろう。

　が、殷雷の顔に緊きん張ちよう感はない。

　どうしたことかと凛晴は振ふり向き、恵潤に答えを求めた。

「あんたでもいいわ、答えなさいよ。何よあれ」

　恵潤の顔にさえも緊張感がない。

　それが凛晴の背せ筋すじを冷やす。

　既すでに攻こう撃げきを仕し掛かけられ、術じゆつ中ちゆうに落ちているのではないか？　刀の宝貝がこんな異い形ぎようを目の前にして構かまえの一つも取らない異い常じようさに凛晴は苛いら立だつ。

　もう一人、静嵐の顔を見たが、こいつもいつも通りの表情をしている。

　そういえば、自分が殷雷たちの前に姿を現あらわした時、殷雷と恵潤の顔には緊張感があったが、こいつは今と同じ吞のん気きな表情をしていやがったと凛晴は思い出した。

　あの異形が見えているのは自分だけなのかという疑ぎ問もんはすぐに消えた。殷雷たちも異形に視し線せんを向けているのは確たしかだ。

「僕ぼくには訊きかないのかい？」

　驚おどろきつつ、凛晴は静嵐を見る。

「知ってるの!?」

「いや、知らないんだけどね」

　だったら、もう少し驚いた面つらでもしやがれと拳けん撃げきの五、六発でもお見み舞まいしたいところだったが、そこまでの余よ裕ゆうはない。

　あれが何かは判わかっている。

　間違いない、武器の宝貝だ。

　殷雷がゆるりと片かた手てを上げ、それを軽く振る。

「よお、漸央のおっさんじゃないか。久ひさしぶりだな」

　少しばかり緊張感が抜ぬける。

「なんだ、知り合いだったの。驚かさないでくれる」

　今の殷雷は目の前の異形を見ていない。特に何を見るともなしに、あちらこちらに向かい手を振っている。

　やはり何かがおかしい。

　疑問を口にする前に、第二の異形が姿を現あらわす。最初の異形とほぼ同じ格かつ好こうをしているが武器は槍やりだった。

　次に現れた第三の異形は長ちよう剣けんを持っていた。

　それどころじゃないのは判っているはずなのに、殷雷と恵潤はキョロキョロしている。

　軽く業ごうを煮にやしたのか、殷雷は言った。

「落ち着けよ、おっさん。話し合おうぜ」
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「だ、そうだ。話が通じない相手ではないことは私が保ほ証しようしますが。ここは交こう渉しようするのも手ですぞ」

　漸央の言葉を弐は取り合わない。弐の反はん応のうは漸央の予よ測そく通りでもあった。

「交渉してどうなるというのだ！　奴やつらが大人しく宝貝を渡わたすとでもいうのか！」

「そりゃ無理ってもんですよ。相手は宝貝の回かい収しゆう者しやなんですから。

　そうですな。上う手まくいけば共同戦線の一つでも張はってくれるかもです」

「……他人の手は借りん！　そうだ。交渉の場で相手の不意をついて、敵てき側がわの使用者を倒たおすというのはどうだ？」

　ぴしっと漸央は答えた。

「それは出来ません」

　そんな隙すきを見せる相手ではないという意味か、たとえ命令でもそんな不ふ義ぎは出来ないという意味か、その問いかけすら寄よせつけない凄みのある返答だった。

　軽く弐の声は怯ひるむ。

「判った。最初の案通りだ。正せい攻こう法ほうで敵を倒し、相手の宝貝を奪うばいとる。

　これでいく。文もん句くはないな？」

「仰おおせのままに」

「なあに、大だい丈じよう夫ぶだ。相手の戦力は三、こっちの戦力は五だ」

「私は数にいれないでくださいよ」

「それでも三対四だ勝ち目は充じゆう分ぶんにある」

　簡かん単たんに言ってくれると漸央は思った。

　だが、使用者の命令に背そむく気もない。

　四の視線が空から地上に戻もどり、殷雷たちに注がれた。
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「話し合う気なんてさらさらなさそうね」

　異形は間合いを詰めてくる。ジリジリと戦せん闘とう態たい勢せいを整えたままだ。

　殷雷は言った。

「おかしいな。無む駄だな戦闘仕掛けるような馬鹿じゃないんだけどな。仮かりにも中隊長経けい験けん者しやなんだが」

「無駄な戦闘って何よ？　相手はそんなに弱いの？　それとも圧あつ倒とう的に強い？」

　凛晴の問いかけに殷雷は答えた。

「奴の名は漸ぜん央おう旗き。中型武ぶ器きの宝貝だ」

　疑問の答えにはなってなかったが、凛晴には聞き慣なれない言葉があった。

「中型って何よ、中型って」

　殷雷は片手で槍を構かまえつつ、くいと指を曲げる。静嵐に話をちゃんと聞いておけという合図だ。

「静嵐。お前は西さい海かい戦せん線せんにゃ行ってなかったから、漸央のおっさんとは面めん識しきがないんだな。

　漸央は四体の兵隊を操あやつる。あの化け物だ。あれは旗の布ぬのきれで出来てはいるが、硬こう度どは真鋼とほぼ同じ、戦闘力は小型武器の宝貝に匹ひつ敵てきする。自じ律りつ型がたじゃなく漸央に制せい御ぎよされてる。漸央を倒せば兵隊は無力化出来るが、そんな間ま抜ぬけな手を食くらう奴じゃない。兵隊は粉ふん砕さいすれば再さい生せいに数ヶ月かかる」

「それってつまり」

「無駄な戦闘だろ。こっちが若じやつ干かん不利だが、正面からぶつかれば互たがいに消しよう耗もうして共倒れだ。

　やる意味がない。向こうが話し合いに乗ってくれるんならやり過すごしたかったんだが」

「馬鹿じゃないの？」

　こいつの口の聞き方だけはどうしようもないなと殷雷は考えた。
















　凛晴は言った。

「向こうには勝算があるから、仕掛けてきたに違ちがいないじゃない」

　ちったあ頭が回るかと思ったが、意外に甘あまいなと殷雷は考えた。いや、和穂に比くらべれば論ろん理り的思考は優すぐれている。が、あまり実戦なれしていない。そこらへんは、所しよ詮せんは道士といったところか。

　戦力差で圧倒出来るなら、最初からすればいい。だが、今は小出しにしているとでもいうのか。

　それこそ有り得ない話だ。圧倒出来る戦力があるならば、小出しにする意味がない。

「そこらへんは考え過ぎても仕方あるまい。地道な読み勝ちを積めれば、無む傷きずで勝つ可か能のう性せいも皆かい無むじゃないしな」

　ならば小細工の一つや二つを仕掛けてみるかと殷雷は考えた。

「相手は手ごわいぞ。だから戦せん況きようの分ぶん析せきは、お前に任まかせたぜ静嵐！」

「おう、任せといて」

　凛晴の口を塞ふさぐ必要はないと殷雷は判はん断だんしていた。その判断に間違いはなく、凛晴は殷雷の言葉に絶ぜつ句くしていた。
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　さて、と、漸央は考えた。手て駒ごまの数は少し有利ではあるが、情じよう報ほう戦せんでは後おくれを取っている。

　確かく実じつな情報は殷雷君の戦闘能力だけだ。こればかりは多少の高低はあっても、そうそうは読み違えまい。計算式の中では定数と言ってもいい。

　恵潤君については不ふ確かく定てい要よう素そが大きい。融ゆう合ごう宝貝となることで、自分の知らない奥おくの手を持っているのは間違いあるまい。

　だが、漸央は恵潤について重きを置かなかった。何が出来るとしても、それは一度しか通用しない類たぐいのものだろう。一度見られたら普ふ通つうに対たい応おう出来るものでしかない。

　こちらの手駒を一枚まい潰つぶされる可能性は大いにあるが、それだけだ。

　一枚潰されて手の内が見えれば、こちらの僅わずかな有利、完全に潰されなかったら大おお幅はばな有利が取れる。

　それは恵潤君も承しよう知ちしているはずだ。つまり、そう簡かん単たんに奥の手は出せない。

　だから、駒としては良くも悪くも重いと言えた。




　ここまではいい。問題はあの静嵐君だ。導どう果か軍ぐん師しが絶ぜつ賛さんした静嵐君があそこにはいる。

　彼の能力が未知数過ぎる。軍師殿どのが絶賛したこと、及および、彼が刀の宝貝であることから考えられるのは、彼が物理的に超ちよう越えつした能力を持っているわけではないということだ。

　戦せん闘とう力りよくは殷雷君とほぼ同じであろう。

　状じよう況きよう分析能力が軍師殿を凌りよう駕がしているのであろう。殷雷君が静嵐君に状況分析を一いち任にんしているのも、その信しん頼らい性せいの証しよう拠こだろう。

　伝説とも言える信じがたい噂うわさを幾いく度どとなく耳にしたが、あれはどういう意味だったのだろうか。常じよう識しき的に考えて有り得ない静嵐君の失しつ態たいの数々、それの意味するところは？




　静嵐君の動向を軸じくに戦闘を組み立てるべきだと漸央は結けつ論ろんを出した。

　彼の動きによって作戦を臨りん機き応おう変へんに組み替かえていくしかあるまい。




　編へん制せいとしては、殷雷君が前ぜん衛えいに立って戦闘を仕掛け、それを補ほ佐さ、支し援えんするのが中衛としての恵潤君、和穂君を守りながら状況を分析判断する後衛としての立ち回りが静嵐君だ。

　和穂君を護ご衛えいするという、どうしても放ほう棄き出来ない任にん務むがある以上、この編制を外すことは出来まい。

　静嵐君の超越した分析能力があろうとも、状況そのものがそれ程ほど、複ふく雑ざつ化かしていない今回の戦闘ならば恐おそれるには足らないかもしれない。

　せいぜい、透とう明めいな布と化し、空中の風の流れに乗りながら状況を観かん測そくしている壱の存そん在ざいを読み切られるかどうかだろう。

　彼らは私が四体の兵隊を出せると知っている。そして今は三体しか居いない。残りの一体に考えを及ぼし、その動きに鈍にぶさが出るのを期待しよう。
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　間合いの取り合いが終わり、全すべてが瞬しゆん時じに動きだす。

　殷雷は槍やりを投げ渡わたした。その身を鎧よろいに包んだばかりの恵潤がそれを受け取り構かまえる。

　殷雷の体たい勢せいが恐おそろしいばかりに低くなり、駆かける。

　壱からは死角となったが弐及び参の視し覚かくが捉とらえた、殷雷の拳こぶしを包む籠こ手てを漸央は尋じん常じようならざるものと判断した。あれはこちらを破は壊かい出来るだけの強度がある。

　刀を持つ弐を殷雷にぶつける為ために跳ちよう躍やくさせる。跳躍の隙すきをつかれないよう槍を持つ参を弐の背はい後ごで構えさせる。

　槍は実じつ際さいの攻こう撃げきを行っていない。その構えが重要だった。

　構えだけで、殷雷の動きを大きく制せい限げんする。刀と槍の攻撃を同時に避よけられる動きを殷雷は選せん択たくせざるをえない。

　槍の射しや線せんに入ればそれで終わりだった。槍の突つきを躱かわした隙に刀の斬ざん撃げきが入る。

　目まぐるしく変わる槍の構えが、同じく目まぐるしく射線を動かす。

　が、それはまた殷雷側の戦せん術じゆつと同じだった。殷雷の背後で槍を構える恵潤も同じように弐を狙ねらっている。

　動ける範はん囲いは、参にとっては弐の、恵潤にとっては殷雷の背せ中なかが邪じや魔まになる射線の死角のみだった。

　徐じよ々じよに殷雷と弐の間合いが狭せばまり、ついに弐の刀の間合いに殷雷は入る。

　絶対的に漸央側が有利な瞬しゆん間かんであったが、殷雷は一瞬だけ軽く半はん身みに構え攻撃を捨すてる。半身に構えることで背中の死角を一瞬、減げん少しようさせ恵潤は一度だけ牽けん制せいの突きを放つ。

　半身に構えた殷雷の鼻先を掠かすめるように槍の突きが飛ぶ。

　槍の穂ほ先さきではなく、刃やいばのない方、すなわち石突きでの突きであった。

　漸央にはその意味が判わからなかったが、刀で槍の突きを逸そらす。

　槍が引き戻もどされ、刀が再ふたたび構える前に殷雷は半歩踏ふみ込こんでいた。拳と刀、両方が相見あいまみえる間合いである。

　弐にとっては致ち命めい的な斬撃を与あたえられる間合い、殷雷にとっては致命的な打だ撃げきを与える為ための布ふ石せきとなる打撃を放てる間合いだった。刀が有利なようだが事実上の差はない。殷雷が布石の打撃を当てた瞬間に、槍の一撃が弐を襲おそうだけの話だ。

　弐と殷雷の打ち合いが始まる。すなわち二人の間合いはもはやほとんど動いていない。

　だが、恵潤と参の間合いはさらに詰められていく。槍と槍とが互たがいの間合いに入った瞬間、突とつ如じよの夕立を思わせるような無数の槍の突きが互いに飛び始める。

　槍の応おう酬しゆうの中、刀と拳の打ち合いも止まらない。
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　静嵐は言った。

「これはちょっと不ま味ずいんじゃないかな。あまりにも嚙かみ合い過すぎてる。均きん衡こうが崩くずれたら一気に勝負の流れが決まるというより、全体が崩ほう壊かいしそうな気がするよ。

　その、なんとか旗って人の兵隊は再さい生せいが利きくんでしょ？　相打ちに持ち込まれたらこっちの負けじゃないか」

　おおまかで凛晴の意見も静嵐と同じだった。

「やっぱりそれじゃ無意味だ」

「？」

「私たちに勝って、相手はどうしようってのよ？　勝って宝貝を奪うばうのが目的なんでしょ。だったら、相打ちで宝貝をぶっ壊こわしても仕方がない。断縁獄は今、あなたが持ってるんでしょ。やろうと思えば、あの二人を見み捨すてて逃にげりゃいいんだし」

「そう言われてみたら、確たしかにそうだね。個こ人じん的な恨うらみでもあるのかな。そうは見えなかったけどね」
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　漸央のおっさんぐらいにもなると、小細工も通用しねえんだなと殷雷は考えた。

　悪名高き静嵐が、こっちにいて漸央は静嵐との面めん識しきがない。少しばかり警けい戒かいして守りに入るかと思えば、必要以上に静嵐を重要視していない。いや、重要視はしているのだろうが、それによって何かに負ふ担たんをかけるということをしてこない。

　それでいて稀まれに見る無意味な戦いだ。

　様子見を兼かねて一時撤てつ退たいが適てき切せつだろう。
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　間合いを外そうとする殷雷の動きは予想されていた。

　ゆえに、ほんの小さな隙を漸央は攻める。

　畏形から必殺の一撃が放たれるが、殷雷に到とう達たつする前に彼の体は爆ばく煙えんに包まれる。

　刀は空を切り、恵潤の突きが殷雷刀を絡からめ取り、さながら一いつ本ぽん釣づりのごとく後ろに跳はね上げる。

　仕切り直しの為の奥おくの手を披ひ露ろうしてしまった。次からは通用すまい。が、ともかくここは凛晴を担かついででも逃げ出すのが良りよう策さくだろう。

「？　馬鹿な」

　仕切り直しの一手だということは誰だれの目にも明らかだった。

　その一手を打たせないように警戒する策はあっただろうが、既すでにその手は打たれた。

　仕切り直しを甘あまんじて受け入れることが漸央にとっても最さい善ぜんの手だ。

　が、弐はさらに踏み込んだ。

　ありえない一手である。仕切り直しを力ずくで押おし止とどめる手があるならば、最初から使って殷雷を押し切ればいいのだ。

　弐の踏み込みに、一瞬にも満たないわずかな時間、場の空気が凍こおりつく。

　が、そこは武ぶ器きの宝貝、驚おどろきはあっても躊ちゆう躇ちよは見せない。

　恵潤の槍やりの一撃が弐に向かい放たれ、命中する。

　命中音が僅わずかに低い。

　有り得ない事でも、それが事実ならば受け入れるしかない。それが特に戦せん闘とう中ならば思案を巡めぐらす時間さえない。音の低さは殷雷には違い和わ感でしかなかったが、恵潤には確かく信しんであった。

「殷雷！　あの兵隊には中身がある、人が乗ってる！」

　人を守る為ために乗せるならば、それは有り得る戦法だ。だが、向こうから襲しゆう撃げきして人を乗せるなど無意味の極きわみだ。

　この場から少し離はなれて戦闘を指し揮きしているはずの漸央の隣となりにでもおいておけばいい。
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「ああああああ、やっちまいましたな」

　焦あせりが弐を突き動かしたのだろう。殷雷君と恵潤君の戦闘能のう力りよくを見て、それを渇かつ望ぼうしてしまったゆえの無む謀ぼうな行動だと漸央は見た。

　が、弐を落とすわけにはいかない。恵潤の攻こう撃げきを凌しのぐ為に参を前に出す。

　中に人が入っていると知ったからには、彼女の性せい格かくからして、攻撃の質しつは変わるはずだ。

　一撃で粉ふん砕さいするような、中の人間を殺すような突きは控ひかえる。

　だが攻撃に手心を加えるという緩ゆるい話とはまた違ちがった。

　恵潤は衝しよう撃げきを透とおす突きを主体にしてくる。中身が空っぽな宝貝には全く無意味だが、中に人が入っているならば覿てき面めんに効きく。

　破は壊かいを主しゆ眼がんに置くよりは、こっちの方が遥はるかに当てやすい。擦かするだけでもそれなりに効こう果かが出るからだ。

　弐を守る為に、恵潤の突きを参が受けた。

　さっきとはやはり違う音が響ひびく。
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「槍には人が乗ってない！」

　殷雷は焦あせる。

　今が相手を仕し留とめる絶ぜつ好こうの機会だ。だがわが身は宙ちゆうを舞まっている。着地するまでは身動きがとれない。空気の抵てい抗こうを考えギリギリまで刀の姿すがたをとり落下速度を速めたとして、槍による刀の救出に間に合う時間はなさそうだ。

「手間かけさせないでよ」

　呟つぶやき迫せまり来る気配は凛晴だった、道士は宙を飛び殷雷刀の鞘さやを摑つかむと、敵てきに突き刺さされとばかりに投げつける。
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　槍を捨すて駒ごまにしたからには、刀に乗っている人間が十中八九漸央さんの使用者だと恵潤は判はん断だんした。

　凛晴の機転で殷雷の到とう着ちやくが早まっている今、無理に刀を無力化するよりも、捨て駒である槍をきっちりと処しよ理りすべきだ。

　殷雷が追いつかず、刀には逃にげられるかもしれない。

　だが、削けずれる戦力はキッチリと削っておくべきだった。

　恵潤の突つきをもろに受け、異い形ぎようの槍使いの体は崩ほう壊かいしていく。鉄だった細い帯は質しつ感かんを普ふ通つうの布ぬのへと変えていく。いや、普通以下のボロ布だ。

　次の突きを放つまでの隙すきに、刀は自分の間合いを外すと恵潤は見た。

　予よ測そくというよりは、それが誰から見ても最さい善ぜん手しゆだったからだ。

　刀は動く。

　間合いを外さず前に出た。恵潤に向かい走る。

「無む茶ちやよ！」

　恵潤は叫さけぶ。ただの敵の判断間ま違ちがいでの突とつ撃げきなら、突きによる衝撃を透し相手を無力化して終わりである。叫さけぶ必要など微み塵じんもない。

　恵潤が叫んだのは、刀の突進の素す早ばやさだった。中に人が居いるのならば無事では済まないような体たい術じゆつによる疾しつ走そうだ。

　それが自分に向かい、やってくる。

　飛びすさりながら、蔓つるを思わせる無数の紐ひもを周囲に張はり巡めぐらせる。

　着地した殷雷はすぐさま刀を追う。

　右手に持つ刀が振ふり上げられた瞬しゆん間かん、紐が刀使いの右手に絡からみつく。

「強い！」

　刀使いの力は強く、その刀は振り下ろされる。一部の紐が引き千切られ、恵潤の顔に苦く痛つうが走る。

　紐によって作られた僅わずかな時間に、さらに恵潤は飛びすさるが、斬ざん撃げきが彼女を襲おそう。

　かすめる。

　鎧よろいの硬こう度どでなんとか逸そらせたが、鎧の痛みを彼女は共有している。

『やっぱり実戦はきついか……』

　殷雷がついに追いつき、鎧をこそぎ落とすような拳けん撃げきを刀使いに打ち込こむ。

　鎧は崩壊し、中から現あらわれた人間が倒たおれ込む。先せん刻こくの無茶な動きがたたっているのだろう。
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「あああ、もうなんでこんなことに！」

　一方的な大敗の気配が漸央にまとわりつく。

　逆ぎやく転てんの一打を放つしかない。宙に浮うかぶ和穂に向かい、壱を落下させる。

　落下させながら透とう明めいだった布は鋼はがねの輝かがやきを放ち、人の形を作っていく。鎧の異い形ぎようの手には巨きよ大だいな斧おのが握にぎられていた。
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「あぁ！」
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「しまった！」
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　不覚ではあった。だが、もとより漸央が仕組んでいたことでもない。

　状じよう況きようを把は握あくし、もっとも適てき切せつな一手を漸央は放ったのだ。

　いかに武ぶ器きの宝貝である静嵐とて、凛晴のように何の助走もなく高く舞まい上がる術すべはない。

　殷雷には飛び上がる助走をつけるだけの距きよ離りはあったが、頭上より凛晴めがけて落下する斧の異形の速度には追いつけない。

　静嵐は慌あわてて、断縁獄から使えそうな宝貝を出そうとしているが、これもとても間に合わない。

　対たい応おう出来るのは恵潤だけだった。

　その手の槍やりを投げつけ、斧が凛晴に命中する前に斧使いを打ち落とすのだ。

　恵潤は舌した打うちをした。

　空中に布の状じよう態たいで待機し、そこから落下攻こう撃げきを仕し掛かけてきたのだ。あれも中には人が入っていない。

　凛晴を打ち取る為ための捨て駒だ。

　あれに槍を当てて破は壊かいするのは容易たやすい。だが、斧の一撃を振ふるう前に当てられるかどうかは五分と五分だ。

　異形ではなく斧そのものに槍を当てる手があれば良かったのだが、そうはいかなかった。斧の攻撃は幾いくらでも仕掛けの瞬しゆん間かんを外せるからだ。最速、最短距きよ離りの攻撃で凛晴を打ち取る必要は斧使いにはない。結果として凛晴に打だ撃げきを与あたえればいいのだ。槍が斧を狙ねらっていると見れば、攻撃をずらせばいい。

　恵潤が投とう擲てきの構かまえに入ると同時に、彼女の足あし下もとの縄なわが盛もり上がり彼女を押おし上げる。

　ほんの少しでも槍の到とう達たつを早める為だった。

「届とどけ！」

　縄自体に軽く打ち上げられながらも、恵潤は槍を投げた。

　渾こん身しんの投擲で体たい勢せいを崩くずし、地面を転がりながら恵潤は歯ぎしりをした。

「同着だ！」

　槍が命中する前に、恵潤は異形が斧を振るうのを見た。

　これでは間に合わない。

　斧使いが破は壊かいされた時には斧は既すでに走っている。弓が放たれたと同時に弓兵を仕し留とめたのに等しい。

　鉄が鉄に突き刺ささる、耳ざわりな音が周囲に広がる。

　恐おそる恐おそる、恵潤は上空を見上げた。今の音は槍が斧使いに当たった音だ。

　斧の攻撃は重い。凛晴に直ちよく撃げきしても斧の風切り音とたいして変わらない音しか立てないだろう。ここまで音が届とどかなかったのかもしれない。

「そんな目で見ないでほしいわね。『心配かけて！』なんて説教なら的外れもいいとこだから。あの程てい度どの攻撃、自力で避よけられるに決まってるでしょ」

　怒おこる気はさらさらない。純じゆん粋すいにホッと気が抜ぬけた。

　殷雷は凛晴に言った。

「戦せん闘とうを嫌いやがってたくせに、意外といい動きしてるじゃねえか、凛晴道士」

「面めん倒どうなのが嫌きらいなだけ。和穂みたいにトロくはないから、そこそこ動ける」

　斧使いであったものは、その胸むねに槍を突き刺したまま地面に激げき突とつした。
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「あれは和穂じゃなかったのか！」

　和穂じゃないのならば最初の一手が掛け違ちがっていた。が、敗はい因いんはそこにはない。

　手て駒ごまはボロボロだ。無む傷きずなのは四しかいない。漸央は四に言った。

「ご覧らんの通りですよ。ボロ負けです。今さら交こう渉しようってのもなんですが、殷雷君たちに事じ情じようを話しましょう」

　四の視し覚かくは虚うつろだった。焦しよう点てんを結ばずに全体を見ている。返答は戻もどらない。

「解ときますよ」

　虚うつろな視界が焦点を結ぶ。壱。いや壱の中に居いた者に視線を落とす。若わかい男だ。

　男の顔には、戦せん闘とうの疲ひ労ろうというより、やつれに近い顔色の悪さが浮うかんでいる。

　気き絶ぜつしているのだろう、死んだかのように動いていない。

「気を失っているだけですよ。心配はいりません」

　漸央の言葉は届かない。

　四の中身は叫さけぶ。

　絶ぜつ叫きようだ。四の中からの叫びは、四を震ふるわせる。

「うああ、またですか」

　四は動かぬ男を見ている。

　見ながら狂きよう乱らんの叫びを上げた。

　漸央は思わず、四の視界から意い識しきを外した。四の視界内の物全すべてに完全に焦点があったのだ。

　ありえない映えい像ぞうに意識を外した後でも、漸央の頭には痛いたみが残った。

　音による衝しよう撃げき波はだったが、それは感情の衝撃波でもあった。

　甲かん高だかい哀かなしみの叫び。異形の中から聞こえる女の叫び。

　殷雷たちも一いつ瞬しゆん、怯ひるむ。

　戦せん術じゆつ、戦せん略りやく、次の一手。

　全てを否ひ定ていし、感情だけに突き動かされ四は跳はね、そして恵潤に向かい走る。

　武ぶ装そうした恵潤の傍かたわらに倒れる弐だった男、四は恵潤が男を殺したと思った。

　四は恵潤を殺そうと思った。




　　　　＊




　怯ひるみはすぐ解とけた。怯みより厄やつ介かいなのは、四の感情、四の殺意が納なつ得とく出来たことだった。

　あんなにも私を殺したがっているのなら、あれに殺されてあげるのも悪くはないんじゃないのか？

　そう、全く思わないわけでもなかった。

　あの感情を受け止めてあげて、あの大たい剣けん使つかいの気が済むならば、それはそれで良い気がした。

　が、そうはならないと恵潤は直観する。

　おぼろげに今回の戦いの全ぜん体たい像ぞうが浮かんでくる。

　恵潤は籠こ手ての下にある腕うで輪わに手を添そえた。途と端たん、腕輪は融とけ巨きよ大だいな斧おのがその手に握にぎられた。

　大剣使いは走る。中の肉体がただでは済すまないような、人にあらざる動きで。

　もう、意い識しきがあるかないかも判わからない。殺意という感情だけで動いているのだろう。

　二人の間合いが交こう錯さくした。

　刀よりも鋭するどく、大斧の一いち撃げきが走る。

　大剣は空を切り、大斧は鎧よろいを叩たたき割わった。鎧の中に居た女はそのまま倒たおれこむ。

　男と同じように女も意識を失っていた。

　恵潤は自分の鎧を解く。鎧はたちどころに腕輪へと姿すがたを変えた。

　大斧を杖つえ替がわりにして、恵潤は大きく溜ため息を吐つく。

「漸央さん。終わりですよ。出てきてください」
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　漸央の姿は小こ柄がらな中年の男だった。

　布ぬのの襟えり巻まきで口元が隠かくれていて、表ひよう情じようは読みにくい。

　戦せん闘とう用に造られた宝貝の常つねとして眼がん光こうには独どく自じの鋭するどさがあったが、滲にじみ出るような温おん厚こうさがあった。細い杖なのか太い差し棒ぼうなのかよく判らない、棒ぼう状じようの物を片かた手てに持っている。

　戦闘が終わり漸央は山沿ぞいの林の中から姿を現あらわした。

「やあ、久ひさしぶりですな、殷雷君に恵潤君。噂うわさは聞いてますよ静嵐君、初めまして。そちらの道服のお嬢じようさんも初めまして。

　てっきりあなたが和穂かと思いましたよ」

　殷雷の声に怒いかりが含ふくまれている。最初、異い形ぎようたちが現れた時に漸央に声を掛かけたが、あの時の屈くつ託たくのない様子はなくなっていた。

「おっさん、これはどういう了りよう見けんだ？」

　本人にはそのつもりはなかったが、殷雷の姿をじっくり見る態たい度どは、まるで彼を値ね踏ぶみしているように見えた。

「どうもこうも、了見もへったくれもないですよ。刀の宝貝を奪うばおうと戦闘を仕掛けたら返り討うちにあっただけです」

「そうじゃない。なんで人間を乗っけて戦闘なんかした？　しかもあんな無理な体術を使わせやがって」

「そこはそれ、相手が殷雷君だから、人間を乗せたら少しは戦闘に手心を加えてくれるかと思いましてね」

　殷雷が怒る前に恵潤が割って入る。

「漸央さん、相変わらず冗じよう談だんが下手ですね」

　参りましたと漸央は息を吐はき、よっこらせと道みち端ばたの大石に腰こしを下ろす。

　怒おこってはいたが殷雷は懐なつかしいと思った。

　こいつは自分だけ座すわり、他の宝貝に戦闘の指し示じをよく出していた。

「大体、戦闘の組み立てが途と中ちゆうから無む茶ちや苦く茶ちやじゃないか。凛晴への一撃は、まあ良かったが、おっさんも惚ぼけたか？」

「言ってくれますね殷雷君。生あい憎にく人望がないんでしょうな、部下が私の指示を守ってくれないんですよ。いや使用者だから上司ですか？」

　命に別状はないが、いまだ意い識しきがない二人を殷雷は見た。

「この二人はおっさんが動かしてたんじゃないのか？」

「綿めん密みつかつ的てき確かくな指示は出してましたが、行動は二人に任まかせるようにしてました」

　漸央を詰きつ問もんしているはずだったが、模も擬ぎ戦せん終しゆう了りよう後ごの討とう論ろん会かいみたいになっているなと殷雷は思った。

　恵潤は言った。

「話が妙みように嚙かみ合ってない気がするのは、最初の動機の理り解かいが共有出来てないからですかね？　一番根本的なとこから教えてください。どうして私たちを襲しゆう撃げきしたんですか？」

　恵潤の質しつ問もんに漸央はポカンとした。あんなに優ゆう秀しゆうな生徒なのに、何な故ぜ、こんな基き本ほん的な質問をしてくるのかといった様子だった。

「どうして？　ですか？　宝貝を奪う為ために決まってるじゃないですか」

　今度は殷雷が割って入った。

「今さら宝貝の取り合いでもないだろうが！　あっちこっちに仙せん人にんがうろついて人間界が無茶苦茶になろうとしてる、この状じよう況きようでだぞ！」

　ああ、そうか。漸央は納なつ得とくがいった。

「だってここは、まだ遠いとはいえ九遥山に至いたる道ではないですか」

「どういう意味です？」

「龍華を殺そうとしてるのは仙人だけじゃありませんよ。当然、人間たちも龍華を狙ねらっている。人間が仙人を殺すにはどうするのが一番手っ取り早いですか？」

　さっきの直観はやはりあっていたかと恵潤は知った。

「宝貝を使うこと、ですか。つまり、そちらの二人も」

「えぇ。龍華に子こ供どもを殺された若わか夫ふう婦ふですよ。

　百ひやく戦せん錬れん磨まの中隊長経けい験けん者しやの宝貝を手に入れたから、戦闘は任せっきりにして、ゆうゆう観戦を決め込こむ、ってことは、彼らにとって出来ない相談なのは判わかってもらえますね」

　殷雷の交こう渉しように乗らなかったのも、仕切り直しの一手しかない状じよう況きようで深追いしたのも、それが理由だったのかと殷雷は知る。

「じゃあ、あの無茶な体たい術じゆつもか？」

「兵隊の能のう力りよくを極きよく限げんまで出す命令の出し方は教えていました。

　ただし肉体も只ただでは済すまないから、余よ程ほどのことがない限かぎり使うなと散々注意していたんですがね、まったく。

　ところで殷雷君。きみたちも街かい道どう沿ぞいに来たんなら他の宝貝使いと遭そう遇ぐうしていたんじゃないのかね？　一時よりだいぶ減へった……統とう合ごうされたようではありますが」

「あぁ、かなりの田舎いなかからこっちに向かってたんでな。山を越こえて船を用意して海かい峡きよう越えして、三日前にこの街道に入った」

「海峡越えとは無理をしますな。沖おきの方じゃ鬼き怪かいの群むれが出しゆつ没ぼつするというのに」

「そこまで酷ひどいのか。まあ、飛べる道士様が居いるんで、水すい棲せいの化け物からは逃にげられただろうが」

「なるほどね」

　殷雷は腕うで組ぐみをして考える。

「ちょいと厄やつ介かいだな。街道を行けば、おっさんみたいな宝貝連中とやりあう羽目になるのか。そんな吞のん気きにしている時間はないんだが」

「それなら大だい丈じよう夫ぶですよ」

「どうしてです？」

「ここまで来れて、ここから先を目指すような連中は、もう宝貝という戦力が充じゆう分ぶんに揃そろってますからね。宝貝の奪うばい合いはないと思っていただいてよろしい。

　下手に動いて手持ちの宝貝を潰つぶされでもしたら大変でしょ」

「そういうおっさんは、おっさんしか戦力がないじゃないか？」

「百戦錬磨の中隊長殿どのですよ。元ですが。凌しのぐだけはなんとか凌いで、これっぽっちの戦力で街道をここまで来れたことを誉ほめてくださいよ。

　この先の道中は楽ですよ保ほ証しようします」

　にわかに信じられない部分が殷雷にはある。

「龍華を倒たおすに充分な宝貝の戦力か。そんな膨ぼう大だいな宝貝を集められた奴やつが複ふく数すうも居るのか？　だいたい七百二十ちょっとしか、和穂がばらまいた龍華の宝貝はないんだぞ」

　武ぶ器きの宝貝なら、もっときっちりと情じよう報ほう収しゆう集しゆうをすべきですな、と、説教してやりたかったが自分も凛晴を和穂と見み間ま違ちがえていたのだ、今回だけは見み逃のがしてやることにする。

「殷雷君は龍華を仕し留とめられますか？」

「うむ」

　簡かん潔けつな答えだ。特に気負いも何もない。

　問題はその先にあると殷雷は知っていた。

「叩たたき斬きれば仙せん人にんだろうと殺せるさ。それができなくて、武器の宝貝の意味があるか。

　でもよ、辣らつ腕わんの仙人でも龍華の始末に困こまっているんだろ。その一いち撃げきを仕し掛かけるのがどれだけ難むずかしいか。

　一撃を仕掛ける為の仕込みの宝貝がどれだけ必要になる？」

「九遥山に行けば判りますよ。十も二十も宝貝が必要にはなりません。

　殷雷君たちの戦力で充分勝ち目はあります」

「誉ほめられて嬉うれしいが、生あい憎にく龍華を仕留めに行くんじゃない。

　そこいらを説明してやるから、おっさんも手を貸かしてくれるか？　兵隊を潰つぶしてしまったが、相談役ぐらい出来るだろ」

　漸央は首を横に振ふった。

「殷雷君たちに相談役なんか必要ないですよ。あなたたちの判はん断だんで充分やっていけます。

　それに私も今回ばかりは少しばかり疲つかれました。

　ここから先に居る人間も私の趣しゆ味みには合わなそうですしね」

「？」

　安らかな寝ね顔がおには程遠い、二人の人間の眠ねむる姿すがたを見て漸央は言った。

「本当に愚おろかな人間たちでしたよ、この二人は。

　子供を殺されて半はん狂きよう乱らんになり、復ふく讐しゆうを誓ちかう。復讐を遂とげる為ための鍵かぎとなる私を手に入れられたのに、作戦を無む視しし目の前の感情に突つき動かされて勝手に動く。勝てた勝負をどれだけ捨すてたことか。

　揚あげ句の果てに、あれだけ念ねん押おしした最後の一手を、戦せん略りやく的に何の意味もない場所で使って自じ滅めつです。

　どこまで愚かなんですか」

「そりゃそうだろうが……」

「でもね、そういうところが人間なんですよ。私もそういうところが嫌きらいではなかった。

　この先に居る人間は、少しばかり違ってきますよ。もし別の宝貝使いに遭そう遇ぐうしたら、殷雷君、まず交こう渉しようするようにしてください。

　恐おそらく、互たがいの利り益えきになるような話し合いが成立して、互いに笑え顔がおで手を振りあって別れられると思います。




　……巫ふ山ざ戯けるな！　自分の愛した者を殺されて、その復讐を成し遂げる為の道具が目の前にあるんだ。だったら殺し合いをしてでもその道具を奪い合え！




　私はそう思います。殷雷君たちが交渉を持ちかけた時、私は交渉に乗るようには進言したんですけどね。それは宝貝の判断であって人間の感かん情じようとは違うものです。

　殷雷君。最後にお願いしていいですか？

　ここから少し行った所に終極飯店があります、この二人をそこまで運んでいただけませんか？　お金を払はらえば、二人の手当てをしてもらえるんで。

　終極飯店で私は回かい収しゆうされるってことで構かまわないですかね？」

　終極飯店。殷雷も海かい峡きように出る前の港街で一いつ軒けん見たことがあった。普ふ通つうの宿屋を兼かねた飯屋の風だったが、仙界がらみの施し設せつだとすぐに感づいた。人間の治ち療りようならば引き受けてくれるだろう。

「判った。それでいいよ」

　後ろで話を聞いていた凛晴が、ずいと前に出る。そして漸央を睨にらみつける。

「とんでもない欠けつ陥かん宝貝だわ」

　殷雷は凛晴の袖そでを引っ張ぱる。

「お前はどうしてそういう物言いしか出来んのだ」

　摑つかまれた袖を凛晴は引き剝はがす。

「その夫ふう婦ふの子こ供どもってどうやって死んだの？」

「あまり聞いて気持ちのいい話ってわけじゃないんですが」

「構かまわないわよ。この二人に意い識しきはないんだから遠えん慮りよすることはない」

「……龍華の戦せん術じゆつの流れ弾だまを食くらったんですよ。倍加系けいの加工火か炎えん術じゆつだと思うんですが、それを食らいました。正せい確かくには火炎術の有ゆう効こう範はん囲いの間ま際ぎわに彼らは居いたんですよ。

　目の前で子供は、というか街半分が消えてなくなり、効果範囲の外に居た二人は、熱風を感じもせずに無む傷きずだったそうです。本当に目の前だったらしいですよ」

　欠陥宝貝と罵ば倒とうしていた割わりには、凛晴の口調に嘲あざわらったものはない。強い怒いかりに似にた感情が乗っている。

「それで、二人は復讐を誓ったんでしょ」

「えぇ、その通りですが」

「どれぐらいの意気込みでよ？」

「お嬢じようさん。私にはあなたの言いたいことが判わからないんですがね」

「どの程てい度どの意気込みで復讐を果したがっていたか、きいてるのよ。

　まさか『出来れば』とか『ついでに』なんて意気込みなわけはないでしょ」

「判っていて、きいてるんですか。勿もち論ろん、命を賭かけて、いや命に代えてもですか」

「だったら願いを叶かなえてあげるべきだった。それが出来ないところが、流石さすがは龍華に封ふう印いんされた欠陥宝貝だ。殷雷と同じ欠陥を持ってるのよ、あなたは」

　罵倒ではあるが嘲ちよう笑しようではない。怒りではあるが、それを直ちよく接せつぶつけられている気もしない。

　漸央には凛晴の行動がよく判らない。

「全力は尽つくしましたよ」

　睨にらみつけていた目をさらに凛晴は見開く。

「命に代えても、龍華を討うち果たしたい。そう願っているなら、こいつらの一人を捨て駒ごまにしてでも、使えそうな宝貝を手に入れようとした？

　あんたがやったのが、茶ちや番ばんなのは見え透すいてる。

　兵隊の能のう力りよくを極きよく限げんまで引き出した？　噓うそだ。本当に極限まで引き出した動きの中に居たら、肉体は粉ふん砕さいされる。なのに、多少怪け我がはしてるかもしれないけど、気き絶ぜつしているだけじゃないの！

　あんたがしていたのは、適てき当とうな幕まく引ひきの時期を計っていただけなのよ。

　殷雷みたいな丁度良いのを見つけて、嬉うれしかったんじゃない？　適当に戦せん闘とうを仕し掛かけて、大事に至いたらないように敗北し、二人に復讐を諦あきらめさせようって狙ねらっていたなら、情に脆もろい、武ぶ器きとしてあるまじき欠陥を持っている殷雷なんかうってつけじゃない。

　勝手に動かれたせいで敗北したみたいなことを言ってたけど、中隊長を任まかされるだけの思考能力があるなら、そんなのは簡かん単たんに予想出来たでしょ！

　死すら受け入れ、その死の先に希望を見み出いだそうとしていた、こいつらの力にどうしてなってやらなかったのよ！　こいつらはあんたの使用者なんでしょ！」

　漸央の行動が凛晴には我が慢まんならなかったことは殷雷にも判った。だが、何な故ぜ我慢ならない行動であるのかが理り解かい出来ない。

　難なん癖くせをつけて絡からんでいるのとは明らかに様子が違ちがう。

　ともかく落ち着かせようと、殷雷は凛晴の肩かたに手を置く。

「何が気に入らないかは知らんが、終わった話でどうしてそんなに騒さわぐ」

　置かれた手を跳はね除のけ振ふり返り、凛晴は殷雷も睨みつけた。

　凛晴の瞳ひとみからは涙なみだが流れている。

「だまんなさいよ、欠陥宝貝が！」

　口を開こうとした殷雷を漸央が制せいし、首を横に振る。

　凛晴は殷雷たちの居いる場所から少し離はなれた。そして背せ中なかを向け続けている。たぶん、必死になって涙を止めようとしているのだろう。

　小声で殷雷は漸央に言った。

「一体あいつはどうしたんだ？　おっさんにきく話でもないけどよ」

「聞きなさい、殷雷君。彼女の今の指し摘てきは至し極ごくもっともな正せい論ろんだ」

「そりゃそうだが」

「冷れい徹てつに指摘出来る正論を、彼女は泣きながらしたんだよ。これは重要な事だ」




　　　　八




　居る社やしろと居ない社がある。

　居ない社にあるのは只ただの祠ほこらだ。居る社にある祠の中には何かが居る。

　何かは判らない。だが、何か居るのは判る。

　参さん拝ぱい客きやくの数は、絶対ではないが目安にはなる。誰だれも参らぬ社には何も居ないことがある。誰も参らぬのに何かが居る社もある。




　その森にも何かが居た。

　社とは違い、何も居ない森というのは存そん在ざいしない。どんな森にも息吹いぶきはある。息吹は気配でもあり、気配があるならばそこには何かが居る感覚がある。

　だが、息吹の中に別の何かが、その森には居た。

　息吹を育はぐくみ、息吹に育まれる何かだ。

　ここまで、和穂を捜さがすのに手間がかかるとは燕寿の予想を超こえていた。

　仙せん人にんになりたての和穂の仙せん術じゆつ知ち識しきは当然として、鏡閃の仙術も数世代前と言っても差し支つかえない知識だ。基き本ほんは同じだろうが、鏡閃が人間界で過すごしていた時間に仙術は進化している。

　そんな二人の気配を捜すのに燕寿は少しばかり手間取ったのだ。

「居るんでしょ、和穂？」

　燕寿の背中には葛籠つづらがあった。気力が充じゆう実じつしている今、その重さが心地ここちよい。

　森の中を風が走る。

　尋じん常じようならざる森ではある。人間界に所しよ属ぞくはしているが、半ば異い界かいへと開いている。

　和穂を捕つかまえ、龍華姉さんの情じよう報ほうを得ようとした仙人が居ないことが、燕寿は不思議だったが、そうではないと今は判わかる。

　片かた手て間まに和穂を捜すのは無理だ。そして、龍華討とう伐ばつの前に、和穂捜そう索さくに本ほん格かく的な仙術を使うのも、割わりにあわないと考えたのだろう。

　和穂はわざわざ気配を消してはいない。

　龍華に吹ふき飛ばされ和穂は致ち命めい傷しようを負った。

　致命傷を負っている仙人の気配が強いはずもない。

　致命傷から復ふつ活かつ出来たのならば気配も元に戻もどり、復活出来なければそのまま死んで、気配どころではないはずだった。

　そこに燕寿の誤ご算さんがあった。

　致命傷を受けようが、死なない限かぎり仙人は復活する。仙せん骨こつさえあれば治ち癒ゆ術じゆつの代だい償しようとして、この程てい度どの森を、二、三個こ食くらい尽つくせば元の体に戻れるはずだ。

　鳥が鳴き、木の葉が揺ゆれる。

「周しゆう天てん術じゆつってのが、あんたらしいと言えばあんたらしいけどね」

　効こう果かはほぼ同じだが、周天術は厳げん密みつには治癒術とは違ちがった。この森の生命の周期に同化し、自らも森を育む。結果として肉体を再さい生せいではなく再さい構こう成せいするのだ。

　森の息吹の間かん隙げきが形作るのが和穂の気配の形であった。

　月は常つねに丸いが、光る部分によってその姿すがたが変わって見える。

　これに例えれば、光っている部分が森の気配で、影かげの部分が和穂の気配だ。

　故ゆえに和穂の居場所は通つう常じようの仙術では感知出来ない。気配のない部分が和穂の気配を形作っているからだ。

　音もなく陰いんと陽ようが揺らぎ、森の気配が割われる。

「燕寿さん！」

　永えい劫ごうの時間を生きたかのような老木の隣となりに和穂は居た。

「久ひさしぶり、和穂。私の道士預あずかりの時以来だね」

　燕寿はにっこりと微笑ほほえむ。道士預かりの時に、龍華姉さんのとこから無む理り矢や理り和穂をかっさらっていったのが昨日のことのように思い出される。




　　　　＊




『あの人は燕寿さんと言って』

『知っている』

『鏡閃さんも知り合いだったんですか』

　鏡閃は答えた。

『はしゃぐな。龍華が俺おれを討とう伐ばつに来た時に道士だったあいつも居いた。今考えても、どうしてあいつがあの場に居たのかは判らんがな』

『えぇと。ともかく悪い人じゃないです。ちょっと無む茶ちやをする人ではありますが』

　何が、悪い人じゃない、だ。お前の知る人間で、お前が悪い人だと思う者が一人でも居るというのか。鏡閃は燕寿を見た。

　以前会った時とは見違えていると言ってもいいだろう。仙人としての貫かん禄ろくがある。

　貫禄と落ち着きは似にているが、違うものだ。立ち振ふる舞まいには貫禄があるが、眼がん光こうは道士の時とあまり変わっていない。

　無茶をする人という和穂の言葉の意味が、鏡閃には理り解かい出来た。

　道士の時には実力が付いて回らずドタバタしていたのだ。今や仙人として実力が付いたのならば、一体どうなるのか。

　燕寿の腰こしにある、刀も飾かざりではあるまい。よく見えないが何かを背せ負おっているのか、肩かたに背負い紐ひもらしき物がある。

　鏡閃はぞくりとした。背負い紐の文様に見覚えがあったのだ。

　燕寿は手を振る。

「思っていたより元気そうね。龍華姉さんに手て酷ひどくやられたんでしょ？」

　龍華の名を聞き、和穂の表情が曇くもる。

「燕寿さん、龍華師し匠しようは一体どうしてあんなことを……」

　再さい会かいを喜ぶ、吞のん気きな物もの腰ごしであった燕寿の顔も少しばかり引き締しまる。

　森に周天を仕し掛かけ半ば同化していたのならば、森に立ち寄よる鳥などの獣けものからの情報を仕入れていたのだろう。獣からの情報とはいえ、曖あい昧まいなものではない。世界を破は滅めつさせかねない暴ぼう虐ぎやくを獣たちは見ているのだ。

　燕寿は頷うなずく。

「私にも龍華姉さんが何を考えているか判らない。でも、私は龍華姉さんを助けるつもり」

　どうしようもない絶ぜつ望ぼうの中で、燕寿の言葉は一ひと筋すじの光に見えた。自分の力では手に負えないが、燕寿の力を借りればどうにかなるかもしれない。

「燕寿さん！　師匠は……師匠を！」

　緊きん張ちようの糸が切れかけたのか、言葉はまとまらずに和穂の瞳ひとみに涙なみだが浮うかびかけた。

　うんうんと燕寿は再ふたたび頷き、片かた手てで和穂が近ちか寄よるのを制せいする。

「ともかく、龍華姉さんの暴ぼう走そうに和穂が関かかわっているのは確たしかだと思うの」

「……はい」

「厳げん密みつに言えば鏡閃さんだけどね」

　瞬しゆん時じに和穂の瞳に赤い濁にごりが浮かぶ。

　和穂を慰なぐさめる燕寿の笑え顔がおは、赤い瞳を見て、いっきに引き締まる。

「お久ひさしぶりですね鏡閃さん。御ご機き嫌げん麗うるわしゅうございます。刀の宝ぱお貝ぺいにまで零落おちぶれる気分っていかがなものかしら」

　和穂の口を使い、鏡閃の声が響ひびく。

「……貴き様さま……」

「燕寿さん！」

　一つの肉体に二つの魂たましい。鏡閃の言葉に続いて和穂の言葉がすぐに出ている。

　主しゆ導どう権けんがどちらにあるか燕寿は見る。

　鏡閃の呪じゆ縛ばくは思っていたより甘あまいか？

　いや、そうではない、と燕寿は考えた。主導権はあくまで鏡閃にあり、今は和穂の自由にさせているだけだ。

　出る時には出て来る。主導権はあるが、和穂の記き憶おくを読み漁あさり和穂の知ち識しきである仙せん術じゆつを使うような芸当は出来ないようだ。だからこそ、現げん状じようでは和穂にある程てい度どの自由を与あたえている。

　周天術の効こう率りつが飛ひ躍やく的に上がったのは最近のことだから、和穂に自由を与え、術を行わせたのだろう。

　まあ、予よ測そくは間ま違ちがってはいなかったと燕寿は結けつ論ろんを出した。宝貝兵器による肉体制せい御ぎよの応おう用ようだ。ただ、それだけでもない。

「鏡閃さんも落ち着いて、燕寿さんは敵じゃありません」

　ひらりと手を翻ひるがえし燕寿は言った。

「そこなんだけどね、敵だと思ってくれていいよ。ともかくあんたを始末すれば、龍華姉さんが暴あばれる意味がなくなるでしょ。

　だから私は和穂を倒たおしに来たんだよ。和穂は嫌きらいじゃないけど、やっぱり龍華姉さんの方が大事だし。

　味方面づらして不意打ちを仕掛ける手もないわけじゃなかったけど、それじゃあまりにあれでしょ。せめて正々堂々戦って屠ほふってあげる」

　燕寿の言葉に衝しよう撃げきを受けながらも、和穂は答えた。

「……たぶん、私を殺しても龍華師匠は止まりません」

　現げんに一度殺されかけたのだ。

「まあね。でもやってみるだけの価か値ちはあると思わない？　駄だ目めでもともとで。それに鏡閃の操あやつり人形として生き永らえてもしょうがないんじゃない」

　我われながら酷ひどいことを言っているなと燕寿は思った。こういう時に限かぎって和穂の瞳は、赤色ではなくいつもと同じ色をしている。

　鏡閃が表に出ているのならば、ここまで打ちひしがれる和穂の姿すがたを見ずに済すんだのに。

「……もし、私を殺しても師匠が止まらなかったら……それでも燕寿さんは、他の方法を考えて師匠を止めてくれますか？」

　愚ぐ問もんだとばかりに燕寿は答えた。

「その時は諦あきらめる。だいたい、あれだけの仙人が力ずくで龍華姉さんを止めようとして出来てないのよ。私がどうこうして、どうにかなるもんじゃないでしょ。和穂を殺しても龍華姉さんが変わらないようなら、仙界に戻もどって大人しくしてる。なるようになるのを持つしかないでしょ」

　打ちひしがれてはいても和穂の瞳から勢いきおいは消えていない。

「だったら、ここで燕寿さんに殺されるわけにはいきません！」

「笑いはしないわよ。あんたって子はいつもそう。仙せん骨こつを封ふうじて、人間界の宝貝を回かい収しゆうしようとするような子だもんね。

　私を返り討うちにして、龍華姉さんを止めようとするんでしょ？　人間の世界を守る為ためにね。出来る出来ないじゃないんだね和穂。そうしたいからそうするだけ。

　やってることは全然違うけど、やっぱり龍華姉さんの弟で子しなんだね。性せい格かくが哀かなしいぐらいにそっくりだ」

「……燕寿さん」

　燕寿は腰こしの刀に手をかけた。

「でも龍華姉さんと違って和穂にはそれをなしうるだけの力がないの。教えてあげる。私を倒せないようじゃ、龍華姉さんを止めるなんて出来っこない。

　万が一に私を倒せたとしても、それは途と轍てつもなく不ふ可か能のうなことなのよ。かかってきなさい」

　燕寿が刀を鞘さやから抜ぬき放つと同時に、和穂は印を組む。

　口く訣けつが形となり、和穂の左手から火球が放たれる。

　紅ぐ蓮れんの炎ほのおが森を包む。熱のない炎であり、風のない衝しよう撃げき波はだ。

　次の瞬しゆん間かん、和穂は光の塊かたまりとなり消え去る。

　和穂の姿が再ふたたび現あらわれた時には、森は遥はるか足あし下もとに見えていた。

　空中の和穂は森に目を向ける。

　気配消しよう滅めつの印を組もうとする和穂の右手を摑つかみ燕寿は言った。

「そういうのは通じない。偽の火か炎えん術じゆつで相手の防ぼう御ぎよ術じゆつを誘さそって隙すきを作らせ、光こう遁とんの術で逃にげ出すなんて技わざはね。

　周天術で世話になった森を吹っ飛ばすなんて真ま似ねは、和穂の性せい格かくじゃ無理」

　左手で和穂の腕うでを摑み、右手には鞘から放たれた刀がある。

　じりじりとした時間が流れる。この間合い、この状じよう況きようだが、まだ必殺の間合いではない。

　和穂の左手は既すでに鏡閃刀の柄つかを握にぎっている。

　普ふ通つうは右手で抜き放つが、左手での抜ばつ刀とうは不可能ではない。

　燕寿は言った。

「今の火炎術って常じよう識しき的に考えて有り得ない火炎術だよね。火炎術を基き礎そにしているけど龍華姉さんの創そう意い工く夫ふうが込こめられている。

　でもねぇ、そういうのはやっぱり私には通用しないんだよ。

　だって、私の火炎術も龍華姉さん仕込みだからね」
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　鏡閃は呻うめく。

『なんだ今の火炎術は！　術は完全に成立していたはずだぞ！』

『説明はややこしいのでしません！』

　和穂が答えたように、確たしかに仙せん術じゆつ談だん義ぎをしている状況ではない。

　今はいかにして右手の束そく縛ばくを外すかが問題だった。

　が、燕寿はこともなげに手を離はなす。

　二枚まいの木の葉が風に舞まうように二人の間合いは離れる。

『どうせ勘かん違ちがいしてるんだろうが、違うぞ。圧あつ倒とう的に有利だから、事じ故こみたいな捨すて身の一撃を食くらう可か能のう性せいがある今の組み合いを外したんだ。あの女がお前を殺すことに躊ちゆう躇ちよしたんでは断だんじてないぞ！』

『でも、もしかしたら燕寿さんは私の力量を量はかる為ために、こんなことをしているのかも！』

『あ？　それで燕寿の眼鏡めがねに叶かなったら、お手々繫つないで龍華の説得にでも一いつ緒しよに向かおうって腹はらづもりだとでも？』

『鏡閃さんは燕寿さんのことを詳くわしく知らないから』

『あぁ知らないな。だがあいつの背せ負おっている葛籠つづらが何かは知っているぞ。

　まさかとは思ったがあれを使ってくるとはな』

　先せん刻こくは半ば背はい後ごを取られているような状じよう態たいだが、少しばかり横にずれる位置取りだった。和穂の視し界かいの隅すみに、確かに燕寿の背負う葛籠が映うつっていた。

『あれが何か？』

『まぁお前みたいな、ひよっこ仙人が知らぬのも無理はあるまい。あれは六ろつ法ぽうの箱はこだ』

『六法の箱？』

　龍華の弟子だ。宝貝製せい作さくの基き礎そ知ち識しきとして魂こん学がくをやっていても不思議ではないかとも鏡閃は思ったが、生あい憎にくそうはいかなかった。

『こんな場所で魂学の教きよう授じゆをやらされるとは思わなかったぞ』

　燕寿は構かまえている。武ぶ器きの宝貝に準じゆんじている鏡閃は圧あつ縮しゆくされた言語で和穂に魂学の説明を始めた。

　燕寿が速そつ効こうで仕し掛かけてこない限かぎり説明の猶ゆう予よはあるだろう。

『魂たましいというのは血に似にている。検けん証しようは素すっ飛ばすぞ。事実だけを手っ取り早く説明するから。周天術をやらかせるんだ、人体生成経きよう典てんは完全に理り解かいしているな？』

『はい』

『血は肉体から抜ぬき出しても、保ほ存ぞん管理が完全ならば生きつづけるだろ。魂も同じなんだよ、肉体から抽ちゆう出しゆつして保存が出来る。簡かん単たんに言えば六法の箱には燕寿の魂が入っている。

　流石さすがに血と違って形けい質しつが同じなら、他人の血でも使えるというわけにはいかない、だから燕寿が使う六法の箱には燕寿の魂が入っている』

『でもどうしてそんなことを？』

『複ふく製せい、再さい生せいが不可能な仙せん骨こつだが、魂ならば疑ぎ似じ的に仙骨を表ひよう現げん出来る。当然時間は限かぎられているがな』

　和穂には鏡閃のいわんとすること、六法の箱が意味することがまだ判わからない。

『つまり二重の仙骨により、仙術的な力が倍ばい増ぞうしているんですか？』

『そんなつまらない話じゃない。いいか、よく聞け。

　たとえ仙骨を粉ふん砕さいして奴やつを殺しても、燕寿は数ヶ月動き続ける。

　肉体と魂だけでだ。死んだ時点で心は消しよう滅めつしているから、六法の箱を作動させた時に指し示じした命令を無む感かん情じように遂すい行こうしていく』

『それって……』

『やっと理解出来たようだな。

　お前の力量を量るだとか、この戦いによってお前の成長を促うながすとか、そういう甘あまい考えで奴やつはここに居いるんじゃない。

　正々堂々と戦う気はあるだろう。勝算もあって負ける気もしていないんだろう。だが、何があろうとお前を仕し留とめようという覚かく悟ごがあるから、六法の箱を背負っている。

　万が一にでもお前を仕留めそこねることがないようにだ！

　背負い紐ひもを見てみろ。軽く明めい滅めつしているだろ。すでに六法の箱は作動している』

　燕寿は微笑ほほえむ。

「説明ご苦労様、鏡閃さん。和穂、理解出来たでしょ」

「燕寿さん！」

　空中での踏ふみ込みは当然ながら、下半身による挙動がない。

　効こう果か的な一撃を加える為ための上半身の動き、それにより到とう達たつを見み極きわめる必要がある。

　燕寿の斬ざん撃げきを自分一人の力で躱かわそうとした和穂の考えは甘いとしか言いようがなかった。

　燕寿の斬撃が和穂を通り抜ける。

　燕寿は刀に付いた血を払はらう。

「わかんない子ね。あなたが今、考えるべきなのは、どうすれば私を二度殺せるかってこと。

　六法の箱を先に壊こわし、その後に私を殺さない程てい度どに動けなくして逃にげ出す方法を考える事じゃない。

　それに鏡閃さん。

　吞のん気きに和穂に主しゆ導どう権けんを渡わたしたままだったら、簡かん単たんに死ぬよ。

　殺す気はあるけど、術じゆつが時代遅おくれの鏡閃さん。一いつ端ぱしの仙術は使えるけど、甘えの抜けない和穂。せいぜい二人で協力して私に立ち向かってちょうだい。

　手て加か減げんする気はないけど、なぶり殺しも私の趣しゆ味みじゃないから」

　躱しきれはしなかったが、燕寿の斬撃は致ち命めい傷しようでもなかった。和穂の左ひだり腕うでが少し斬きられ血がしたたり落ちていく。傷きず口ぐちを右手で押おさえる。

『おい、何をしている。早く傷を治せ』

　なぜ、この程度の傷を治すのに躊ちゆう躇ちよするのか鏡閃には判らなかった。埒らちが明かないので鏡閃は主導権を取り戻もどし、治ち癒ゆ術じゆつを使う。

『！』

　傷が治らない。

「借り物の刀なんだけど、効こう果かはあるな。いちいち治癒術で治されてたら埒が明かないからね。

　なんか獅し子しの牙きばを、あれしてこれして刀にしてあるんだって。獅子の居食いまではいかないけど、それでも咀そ嚼しやく効果だかなんだかが発動して、並なみの治癒術は通用しないんだってさ。便利な宝貝だ」

　和穂の腕から血は止まり、傷は消えた。肉体と共に斬られた道服も元に戻っている。

　ほほお、と燕寿の顔に驚おどろきが浮うかぶ。

「並みの治癒術以上のことも出来るんだ。鏡閃さんの奥おくの手ってとこかな」

「違ちがいます。紫し雲うん符ふですよ」

　途と端たん、和穂の瞳ひとみが赤くなる。

「何な故ぜばらす！」

　二人の息の合わなさ具合が燕寿には妙みように可お笑かしかった。元より協力出来る立場の二人ではないのかもしれないが、それでもこれは無様過すぎる。

　だが、仲なか間ま割わればかりではこちらの都合も合わなくなる。

「奥の手っていうより切り札だったか。そんなのは通用しませんよ。せいぜい高度な治癒術に使う程度でしょ。まあ、一いつ瞬しゆんの油ゆ断だんを誘さそい相討ちに出来たかもしれないけど、こっちは六法の箱を背負ってるんだし。

　でも紫雲符なんて高級なもの、よく持ってましたね」

　命の取り合いの駆かけ引きなのか、ただの世間話なのか鏡閃には判はん断だんがつきかねた。

　燕寿の言葉に間違いはない。紫雲符を使えば、ちょっとした大おお技わざを使えるが、それでも燕寿を倒たおすのには力不足だ。

　温おん存ぞんする手もあったが、手負いで戦ってどうにかなる相手ではない。
















　自分の奥の手で治療した、と誤ご解かいを与あたえたまま戦うのが有利そうではあったが燕寿程ほどの仙人だ紫雲符を使っていたと途と中ちゆうで感づかれる危き険けんがある。

　紫雲符の存そん在ざいに気がついてないふりをされれば、それこそ厄やつ介かいだ。

『燕寿さんに小細工は通用しません。手の内を明かして牽けん制せいした方がいいです』

　燕寿はポンと手を叩たたく。

「あ、そうか。龍華姉さんの宝貝を破は壊かいして鏡閃刀を造ったんでしたね。

　余あまった宝貝やら残ざん骸がいを使って紫雲符を造つくり出したんですか。じゃ、造れたところで二枚まいが限げん界かいか。残りは一枚、本当に切り札だ」

　相手の隙すきのなさが鏡閃にもじんわりと理り解かい出来てきた。頭の何ど処こかに道士であった頃ころの半人前っぷりが残っていたのだ。その点に関しては和穂の燕寿に対する評ひよう価かの方が正せい確かくだろう。

　残りの紫雲符は一枚。全くその通りだ。だが、残り一枚と決めつけて戦せん略りやくを組むような甘さとは無む縁えんの仙人と見る。

　戦略を組み立てる土台を『一枚の紫雲符を持つ敵てき』ではなく『紫雲符を使う可か能のう性せいのある敵』としているはずだ。

　鏡閃は考える。燕寿を殺すのに躊ちゆう躇ちよはない。が、簡かん単たんに倒せる敵ではない。

『和穂、どうする』

『燕寿さんと戦う意味は全くないです。どうにかして逃にげる方法を考えないと』

　やはり話にならない。

　燕寿を倒さない限かぎり、先にはいかなる可能性もないのだ。龍華の暴ぼう走そうで茫ぼう然ぜん自失し、半ば気力を薙なぎ払はらわれた鏡閃であったが、僅わずかに心の中に火が灯ともるのを感じた。

　龍華を倒す。

　もとより復ふく讐しゆうの為ためにこの身を刀にやつしたのだ。龍華を倒し、全すべてを終わらせてやる。

　その為には手しゆ段だんを選ばない。利用出来るものは全て利用し、目の前に立ちふさがる敵は全て排はい除じよする。

　六法の箱など、我わが力の前には無意味だ。

『聞け、和穂。まず六法の箱を始末する』

『でも、あの葛籠つづらは相当な防ぼう衛えい機き構こうを持っていると見ましたが』

『当然だ。本体が倒れた後に起動する仕組みが、本体より脆もろくてどうする』

『じゃあどうやって』

『本体が生きている間は鉄てつ壁ぺき、本体が死んだ後ならそれなりに隙が出来るが、それは今は関係ない。あれの弱点は、臍さい陣じん系けいと呼よばれる背せ負おい紐ひもだ』

『そんなみえみえの弱点が？』

　仙せん人にんに還かえる前の和穂ならば、すぐに信じただろう。だが、仙人としての知ち識しきが戻もどっている今、和穂には鏡閃の言葉が俄にわかには信じられなかった。そんな弱点を克こく服ふくしないまま、命のやりとりに六法の箱を使うはずはない。

　鏡閃はいらついた。

　自重していたつもりだが、心の何処かに相手を見下して考える悪あく癖へきがこびりついているようだ。燕寿の実力を少しばかり過か少しよう評ひよう価かし、今も和穂の判断力を甘あまく見た。

『……相対的な意味での弱点だ。燕寿本体、六法の箱、それに比くらべたら攻こう撃げきを仕し掛かけやすい。弱点とは言ったが背負い紐を破壊しても六法の箱に損そん害がいは出ない。作動しなくなるだけだ』

　言葉を重ね過ぎる危険を鏡閃は充じゆう分ぶん承しよう知ちしていた。相手の心を思うように操あやつることなど出来ない。ただこちらの狙ねらう判断をするように仕掛けるだけだ。

　鏡閃は続ける。

『燕寿から逃げる隙を作る役ぐらいにはたつはずだぞ。この状じよう況きようで紫雲符を使っても、すぐに追いつかれて逃げきれないのは判わかるだろ？』

　自分に燕寿と戦う力量がないのを鏡閃は承知していた。

　和穂ならばどうにか渡わたり合える。軽めの一撃を食くらわせる程てい度どには。

　一瞬の考えの後、和穂は答えた。

『判りました。背負い紐に狙いをさだめてやってみます』

　暗くはあるが安あん堵どの感かん情じようが鏡閃の内に広がる。

『あぁ和穂。お前にならきっと出来る』

　僅わずかな違い和わ感を和穂は嗅かぎ取れなかった。
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「やっと腹はらを括くくってくれたんだね」

　軽く振ふり払はらった程度では取れない量の血が、燕寿の刀の刃やいばにこびりついている。

　先せん刻こくの最初の一撃でついた血だ。

　その血がゆっくりと消えていく。飲み干ほすように刀身の中に染しみ込こんでいく。

　和穂の目にはやはり殺気はない。が、自分に向かい立ち向かおうとする充分な気き迫はくを燕寿は見た。

　恐らく、鏡閃の口車に乗せられたんだろうが、それでいい。

　本気で牙きばをむいてちょうだいと、燕寿は祈いのる。

　気迫と共に落ち着きを取り戻した和穂は、燕寿の二撃目を受け流した。

　刀と刀が打ち払はらうには少しばかり甲かん高だかい音が周囲に広がる。

　完全に受け流したはずなのに、和穂の体にいいようのない不ふ快かい感が走る。

『なに、今の？』

『受け流すのは止めろ。あの刀身に触ふれてはならん。あれは肉どころか真しん鋼こうまで食らうようだ』

　とはいえ真鋼である。まともにぶつかりあいはしたが、それほど刀身に傷きずはない。

　が、吞のん気きに打ち合っていれば、ヤスリでこそがれるように刀身が摩ま滅めつしていく。

　鏡閃は続けた。

『忘わすれるな。鏡閃刀とお前の命は結びつけられている。刀が傷つけばお前も傷つく』

　鏡閃刀だけを破は壊かいし、和穂を助ける手しゆ段だんを潰つぶす為ための仕掛けだったが、今の状況では不利な弱点でしかない。

　この束そく縛ばくは鏡閃にも解とけないのだ。

『なんとかやってみます』

　もしもこれが真の殺し合いならば、致ち命めい的な弱点になっていただろう。こちらから仕し掛かけた攻撃を受け流されたのならば、それだけでこちらの命が削けずられるのだ。

　だが、今、和穂は自分からは動いていない。

　燕寿の攻撃に合わせて隙すきを見み出いだそうとしているだけだ。

　燕寿を傷つけたくないという気持ちが当然あったせいだが、こちらの狙ねらいが燕寿の背負い紐だと悟さとられない為の意味もある。

　燕寿は大声で笑った。

「面おも白しろい。相手の考えがここまで手に取るように判るってのも珍しい」

　冷や汗あせに似にたものが和穂の背中を流れる。

　鏡閃が落ち着かせる。

『大だい丈じよう夫ぶだ。背負い紐の話じゃない。斬撃を受け流したくないという、こっちの考えを読んだだけだ』

　ほんの少し、心に余よ裕ゆうがあったのならば、和穂は今の鏡閃の言葉を不思議に思っただろう。背負い紐の狙いがばれていないと、どうして断だん言げん出来るのか。

　疑ぎ問もんが形になる前に、燕寿は仕掛ける。

　今までの当たれば致ち命めい傷しようとなる鋭するどい一撃ではなく無数の斬ざん撃げきだ。

　一いつ瞬しゆん、和穂の瞳ひとみが赤くなり、鏡閃が言う。

「なぶり殺しは趣しゆ味みじゃないんだろ？」

　軽く、それゆえに素す早ばやい斬撃を繰くり出し燕寿は答えた。

「そっちからも仕掛けてくれないと、こうするしかないんでね」

　風を切る斬撃の音がビュウビュウと響ひびく。赤い瞳を出している余裕がないのか、和穂の瞳が元に戻もどる。

　燕寿の刃にこちらの刃をまともに当てることは出来ない。やむなく刀の横よこっ面つらを相手の横っ面に合わせるようにして、辛かろうじて和穂は燕寿の攻こう撃げきを凌しのぐ。

　だが、燕寿の刀は刀身自体がまさにヤスリのざらつきを持っている。刃よりましとはいえ、鏡閃刀に細かな傷がついていった。

　そのたびに和穂は自分の骨ほねが削られるような不快感を覚える。

　このまま押おしきられる危き険けんは充じゆう分ぶんにある。焦あせって動けば一撃を食らう。どんな一撃であろうと治ち療りようが効きかないのならば致命傷になる。

　それでも和穂はじっくりと燕寿の攻撃を凌しのぎ続けていく。

　最初に鏡閃が焦じれる。

『和穂！　このままでは』

『判わかっています！』

　鏡閃と違ちがい、燕寿はこの状じよう況きように飽あきると和穂は読む。

　攻せめ手がないのではなく、確かく実じつだが時間のかかる攻撃だ。鏡閃は、このまま燕寿が時間をかけて和穂を仕し留とめるとみている。

　どこにも理り屈くつは色々とある。まず燕寿が仙せん術じゆつによる攻撃ではなく、こんな近きん接せつ戦せんを挑いどむのは何な故ぜか。

　仙人として常じよう識しき的に考えると、攻撃仙術による遠えん距きよ離り戦せんでは和穂に逃にげる隙を与あたえかねないから、となる。こちらが印を組めるのならば向こうも当然、印を組める。

　和穂や鏡閃の術の程てい度どは知れてはいるが、そこは仙人である。奥おくの手があっても不思議ではない。遠距離戦では奥の手を使う余裕を与えかねない。

　奥の手を使わせない為ための方ほう策さくは、いくつかある。その方策の中から武ぶ器きによる近接戦を選んだのは、無む意い識しきの内にでも、自分をその手で仕留めたがっているからだと和穂は読んだ。

　根こん拠きよと言えるのは、和穂がかつて知っていた、燕寿の性せい格かくぐらいしかない。

　策や罠わなにはめて相手を仕留めるより、危険を伴ともなおうとも自分の手で敵てきを討うち滅ほろぼすのを選ぶ性格だ。

　ならば、このままの勝ちをよしとしない。

　斬撃の中に混まざる苛いら立だちを、鏡閃も感じ始めてきた。

　勝てるが、つまらない勝利だ。つまらなくても勝ちを拾うか、爽そう快かい感のある勝ちを選ぶか。

　斬撃の旋せん律りつに微び妙みような歪ゆがみが出ている。

　致命傷となる隙は見せないが、相手の致命傷を取れるかもしれない攻撃が、無数の斬撃の中に混ざっている。当然、和穂はその斬撃を避よける。刀を使って凌ぐのではなく、完全に身を躱かわして避ける。

　本来ならば、そんな斬撃を混ぜるぐらいならば、刀で受けるしかない攻撃を仕し掛かけた方がいいのは明らかだ。

　勝てるのに焦あせる。このままいけば、鏡閃刀は削けずり折られ、そしてそのまま和穂が死ぬ。

　その呆あつ気けなさが現げん実じつのものとして見えてきたゆえの焦あせりと鏡閃は判はん断だんした。

　そして斬撃の隙を和穂は見た。




　燕寿の斬撃を避け、和穂の一撃が燕寿に走る。致命傷にはならない隙だった。

　だが、背せ負おい紐ひもに剣けん先さきを引っかけられるだけの隙だ。

　和穂にとってもそれほど、隙のない攻撃だった。背負い紐を斬きり、仕切り直しが出来るような攻撃である。紐を斬られた燕寿の行動が次の争点になるはずだった。

　その時、和穂は突とつ然ぜん突つき飛ばされたような錯さつ覚かくに陥おちいった。

　鏡閃が肉体の主しゆ導どう権けんを奪うばったのだ。

　そして、鏡閃は過か剰じようなまでの踏み込みを行う。

　これでは捨すて身の斬撃になってしまう。背負い紐を斬った後に体たい勢せいが戻もどせない。格かつ好こうの的となってしまう。

　その踏み込みで体勢は崩くずれはしたが、剣先は少しばかり伸のびる。

　和穂には意味が判らなかった。

　剣先は確たしかに伸びた。場合によっては背負い紐から心しん臓ぞうにかけて刺さし込める攻撃になっただろう。

　当然、それをよしとしない燕寿は肉体を内側にひねる。

　剣先は伸びたが無理が祟たたり、斬撃に柔じゆう軟なんさが消えている。これでは背負い紐にすら当たらない。

　いや、背負い紐には当たらない。だが、この斬撃軌き道どうでは燕寿の肩かたに刃やいばが到とう達たつする。

　捨て身の一撃で、燕寿の肩に擦かすり傷きずを与あたえて、こちらは死に体だ。返す刀で一刀両りよう断だんにされる。

『鏡閃さん、どうして！』

『黙だまってろ！』

　鏡閃刀の切っ先がゆっくりと燕寿の肩先に食い込む。

　流石さすがは宝貝の刀、燕寿の道服を容易たやすく切り裂さき、その刃は肩に届とどく。

　血ち飛沫しぶきと呼よぶにはあまりに少量の血が跳はねる。

　こちらの体はまだ伸びきっていたが燕寿は既すでに体勢を立て直している。

　咄とつ嗟さに刀を逆さか手てに握にぎり換かえ、跳ね上げるように刀を打ち出す。

　ここまでか！　和穂は息を吞のんだ。鏡閃に肉体の主導権を奪われ目を瞑つぶることすら出来ない。

　視し界かいの隅すみに燕寿の刀の刃が見えた。

　まさに獣けものの牙きばを思わせる刃だ。

　途と端たん、和穂は刃の軌道を見失った。刃は有り得ない動きをしている。

　何かが起きた。鏡閃は全すべてを理り解かいしているのか、視界を動かさない。

　和穂が予よ測そくした、自分が死んで然しかるべき刻ときがゆっくりと近づき、そして過すぎていった。

　空中で半身を翻ひるがえし、鏡閃は地面に視線を落とす。

　和穂が見たのは地上に向かい墜つい落らくする燕寿の姿すがただった。
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　落下の衝しよう撃げきは強かった。燕寿は丁ちよう度ど、六法の箱にもたれかかるように地面に座すわる形となっていた。軽く周囲の地面がえぐれている。

　両の手は力なく開かれ、燕寿の刀は地面に転がっている。

　そんな燕寿を赤い瞳ひとみの和穂は見下すように佇たたずんでいた。

「な、なんだ？　何が起きた？」

　理解出来ない展てん開かいのせいか、さっきまでの気き迫はくが燕寿の顔から消えている。

　和穂の表ひよう情じようにも勝者の余よ裕ゆうはない。

「お前の負けだ燕寿」

「これは……これは！」

　ゆっくりとではあるが理解が進んできたのだろう。鏡閃は答えた。

「そうだ。お前は死ぬ。だが、六法の箱によりてお前が再ふたたび立ち上がることはない」

「そんな……これは」

　鏡閃は和穂の声で言った。

「俺おれが六法の箱に驚おどろいたのは、燕寿よ、お前が本気で和穂を仕し留とめようとしていた証あかしだからだ。六法の箱を恐おそれていたのではない」

「体が、体が」

「六法の箱。もしくはそれに準じゆんずる技ぎ術じゆつへの対たい抗こう策さくは最初からあったんだ。

　龍華がその手の技わざを使う可か能のう性せいがあったからな」

「毒か！」

　仮かりにも神農系けい仙せん人にんだ。その手の術に対しては勘かんが働く。鏡閃は否ひ定ていしない。

「一度の斬撃で毒を打ち込こみ、それで終しまいだ。後には緩かん慢まんなる死が待っている。見た目は変わらんが肉体そのものを変へん質しつさせる。

　六法の箱に己おのれの魂たましいが入っていようが、肉体が毒によりて朽くちているんだ。もう動けはしない」

「和穂にもこの毒が回っているんだな」

　鋭するどい洞どう察さつだと鏡閃は思う。

「あぁそうだ。俺が破は壊かいされたならば、和穂の体も今のお前と同じ状じよう況きようになる」

「こんな毒など！」

　確かに赤い瞳には憐あわれみの感情が浮うかんでいた。

「量子毒だ。外部から解かい析せきしようとすればその時点で解は不定となり解げ毒どくは不可能となる。

　解析に挑いどめるのは、毒を打ち込まれた本人のみ、そして仙人の解析能力では解読前に毒が回りきる。

　龍華を始末する為ための必殺の仕し掛かけだ」

「騙だましたな！」

　鏡閃は和穂に言葉を口に出す自由を与あたえる。

　そして自らも和穂の声で答える。

「そうだ。それしか生き残る道はなかったもんでね」

「燕寿さん！」

　燕寿の息が弱くなっている。

「自分を殺しに来た者を殺して、何が悪い。和穂。協力しよう」

「私がどうしてあなたに協力しなければならないんですか！　燕寿さんを殺そうとしたあなたと！」

「龍華を止める。そのことに文もん句くはあるまい。俺は龍華を殺して止める」

　和穂は言葉に詰つまる。龍華を止めることは和穂の願いでもある。だが、龍華を殺すことに手を貸かす気はない。

「……まだ師し匠しように復ふく讐しゆうしようと……」

　鏡閃は言う。

「違ちがう。全ての元げん凶きようは龍華だが、発ほつ端たんは俺のせいだ。俺は人の世を守る為ために龍華を殺す。

　手を貸せないならば黙だまって見ていろ。たぶん、俺は無様に殺される。そして人間の世界は崩ほう壊かいする。

　人間界の破は滅めつと、龍華の死。これはどちらかを選ぶしかない」

「違う！　きっと他に手があるはずです」

　赤い瞳の和穂は笑った。優やさしい笑えみだった。

「あぁ、そんな手があるといいね」

　顔面は蒼そう白はくとなり、苦く痛つうに口を歪ゆがめながら燕寿は言った。

「和穂。迷まような。進め。

　お前の欲ほつするものの為に進め。お前を束そく縛ばくするものは何もない。龍華姉さんも私もそうして生きてきた。

　恐おそれるな。

　人の世と龍華姉さんを両方救う方法が、あるかないかは知らん。方法がないことを恐れるな。

　もしなくとも進め。二つの願いを叶かなえることが無理ならば、より己おのれの欲するものの為に進め。私の屍しかばねを乗り越こえて、己の欲するものの為に進むんだ」

「……燕寿さん」

　鏡閃は言った。

「判わかったなら行くぞ」

「お願いします、ちょっと待ってください」

　鏡閃は一時的に呪じゆ縛ばくを解とく。

　和穂は膝ひざをつき、燕寿の手を握にぎる。言葉にならない想いが、絡からみ合う指を通じて燕寿に伝わる。震ふるえる指先が燕寿の苦痛を和穂に伝える。

　和穂は懐ふところから紫雲符を取り出し、燕寿の顔に流れる汗あせを押おさえるように、添そえる。

　途と端たん、符は淡あわい光に変わり弾はじける。

　紫雲符ではどうにもならない。だが、苦痛だけは消し去ることが出来る。

　燕寿の顔から苦痛は消えた。

　方法は違い、想いも違うが、ここにいる三人は共に龍華を止めようとしている。

　燕寿は笑い、最後に言った。

「行ってこい、和穂」

　涙なみだを流し、顔をひきつらせ笑顔とは程ほど遠とおい笑顔で和穂は答えた。

「行ってきます、燕寿さん」

　和穂は燕寿から手を離し、一いち陣じんの風となり姿すがたを消す。
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『さてさてこいつは妙みような気分だ、気き恥はずかしいと言えば、これ程気恥ずかしいこともないだろうね。黙って死ねばいいのに死ぬ前に色々喋しやべっちゃってくれたんだから。

　まあ、鏡閃刀の毒が頭に回ってたからってことで御ご愛あい敬きようだ。仕掛けの四割わりぐらいは不発に終わっちゃったがまあいい。てっきり六法の箱を壊こわしにかかると思っていたから、防ぼう御ぎよ策さくはほとんど無む駄だになっちまった。

　まあ、優しいというか甘あまいというか、ある程てい度ど最初から判っていたけど、ここで紫雲符を使うとは私も意外だった。他ひ人とごとながらこんな所で最後の切り札を使うもんじゃないでしょうに。

　私はてっきり、和穂が紫雲符を使うのを鏡閃さんが止めると思ったけど、そうでもなかった。

　なんだかんだで悪人に成りきれない人だからね、昔から。

　いかん、本当に不安になってきた。

　和穂みたいに自分の知ち識しきがないことを承しよう知ちして動く方がまだ、安全なんじゃないのかな？

　六法の箱について知ってはいたけど、やっぱり知識としては古いよね。昔は無理でも今じゃ少しばかり六法の箱に心を封ふうじることも出来るのに。

　さて、解かい析せきはどれぐらい進んだかな。

　世の中には知っていればどうにかなることと、知っていてもどうにもならないことがある。

　鏡閃さん一門の『量子毒』は『知っていてもどうにもならない』ことだから、一いつ派ぱの奥おう義ぎとしては結けつ構こう、情じよう報ほうが出まわっていた。

　流石さすがに量子毒の生成方法は、さっぱり判らなかったけど、量子毒がどうして解析不ふ能のうなのかに関する情報は多かった。

　解析の進行に合わせて毒の進行が進む。しかもちょいとばかり毒の進行が速いもんだから解析不可能という、素す晴ばらし過すぎる仕し掛かけなんだそうだ。

　やっぱり、これはくすぐられるねえ。神農系けい仙せん人にんとしちゃ、『解げ毒どく不可能な毒』なんてものを見せられちゃ、和穂を救って龍華姉さんを大人しくさせる、という大目標がなくても挑いどみたくなったかもしれない。

　肝かん心じんなところはぼかしてあったけど、毒の生成量自体に重い制せい限げんがあるんだろうな。たぶん、三回が限度とみた。

　そうでなきゃ、あの一門は無む敵てきだ。

　お。結構解析出来てるじゃないか。これなら私が消える前に解析出来そうだ。

　やっぱり解析前に、和穂の血と鏡閃刀の構こう成せい物ぶつ質しつを取り込めたのが大きいねえ。

　八割以上解析は済すんでる。

　本体から六法の箱への、解析引き継つぎが思ったより簡かん単たんだったのも幸いしたか。

　存そん在ざい限げん界かいは三日もいらなかった半日でよかったよ、これじゃ。あんまり小さい箱じゃ、戦せん闘とう目的じゃなくて解析目的の箱だとばれたかもしれないけど。

　そろそろ、結果が出るか。

　まだか？　こういうのって九割五分んところで問題が起きたりするんだけど、今回は勘かん弁べんしておくれよ。

　おっと、無事完かん了りようした。

　ふむふむ。やっぱり一いつ般ぱん化かは無理だな、鏡閃刀の毒に対する解毒式にはなってるけど、ここから量子毒の生成を推すい察さつするのは不可能と。

　さて、目的を果した六法の箱は大人しく消え去るとしますかな。

　ちょちょいと解毒式を送り出しましてと……これでよし。

　あとは任まかせたよ、凛晴刀。




　ありゃ、借りたまんまのあの刀はどうするんだ？　ま、いいか、所しよ詮せん、私は六法の箱の中の化け身しん、死んじゃった本体にそこまで指令は出されてないし」

　バタンと音を立て、六法の箱は六枚まいの板切れとなり壊こわれる。
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「何が五仙だ、軒轅様だ！　龍華の手の内も判わからねえくせしやがってよ」

　適てき度どに悪わる酔よいする孫歳に、軒轅は、まあまあとなだめながら酒を勧すすめる。

　仙人になって幾いく星せい霜そう、くだを巻まかれるのは久ひさしぶり過すぎて軒轅は新しん鮮せんであった。

　自らの仙せん術じゆつ流りゆう派はの始し祖そである軒轅が居いるのだ、仕事の手が空いた、討とう伐ばつ人にん審しん査さ官かんを務つとめる仙人も同席していた。

　ただ、審査官は居い心地ごこちが悪かった。軒轅を前にして緊きん張ちようしているわけではない。

　仕えるべき軒轅が、酔っぱらいの隣となりに座すわって遊んでいるので仙女は暇ひまを持て余あましていた。

　仕方ないので二人の仙女は審査官の両隣に座り、彼に酌しやくをしたりの色々な世話を焼くことで、暇を潰つぶしているのだった。

　巫ふ山ざ戯けた卓たくだ、鼻の下を伸のばして一いつ緒しよに騒さわぐ手もあったが、審査官は真ま面じ目めな男であった。

　酔よっぱらいらしく、クドクドと軒轅の無能をなじる孫歳であったが軒轅は腹はらを立てる風でもない。

「まあ、そう言いなさるな。龍華の強さの理由が全く判らないってわけでもないんだ」

「何だと？　龍華の強さの秘ひ密みつが判っただと？

　言ってみろよ」

「龍華はもしかしたら、人間に倒たおされるかもしれない」

「あ？」

　あぁそうか、店長殿どのは実じつ務むが忙いそがしく戦場の動向を直ちよく接せつ知らないのかと審査官は考えた。

　最前線に居ても、興きよう味みがないのならば情報を摑つかんでなくても仕方がない。

　軒轅は説明した。

「うむ。人間に倒されるかもしれないから、仙人では倒せないかもしれないんだ」

　孫歳はポカンとする。酔っぱらってるから理り解かいできないかと思ったが、素面しらふでも理解出来ない話だ。

「それはつまり一言で言うとどいう理り屈くつだ？」

「一言で言うと、可か能のう性せいの操そう作さ。一言で言うと、余よ計けいに判らないと思うけどね。

　単たん純じゆんに考えよう。

　龍華が人間に倒される可能性が一万分の一あるとしようじゃないか。

　これを十倍して千分の一の可能性にすると、仙人に倒される可能性が十分の一程ほど、減へってしまう。

　この可能性の操作をしているのは、間ま違ちがいないよ」

　上う手まい具合にまっ黒こげになったメザシをくわえながら孫歳は疑ぎ問もんをぶつける。

「それはズルいんじゃないか？　人間に殺される可能性を目め一いつ杯ぱいに上げて、人間の手が届とどかない場所にいれば、無む敵てきじゃないか。

　いや、違うか。そうやってるから仙人に対して無敵なのか」

「酔っぱらってる割わりには、鋭するどい意見じゃないか、流石さすがは軒轅系の仙人様だ。願わくは、酔っぱらってる時の方が、洞どう察さつが鋭いなんて落ちじゃないといいがね。

　可能性が閉とじてるか開いてるかが厳げん密みつに判はん定ていされるんだよ」

「酔っぱらいに判るように説明しやがれ」

「人間の手が届かない場所に居たなら、それは可能性に関する干かん渉しようだ。

　それは反はん則そくだから術が崩ほう壊かいする」

「待て待て、現げんに龍華は空中でドンパチやってるんじゃないのか。あんな所に人間は行けないぞ」

　意外そうな顔をして軒轅は答えた。

「あれ、知らないのかい。龍華が空中で暴あばれてるのは日にち没ぼつまでなんだ。

　日が沈しずむと九遥山に戻もどってるんだ」

「今日の仕事は終わったから、帰ります。また明日よろしくお願いします。てな感じで龍華の帰き宅たくを許ゆるしてるのか！」

「九遥山って言っても人間界の方だよ。

　最初の内は九遥山で休息して、仙気を充じゆう実じつしてると皆みな思ったんだ。

　だから、帰宅、なんか帰宅という言葉じゃ緊張感がないな。帰き山ざんにしよう。

　帰山を色々と阻そ止ししたんだけど、龍華の力に衰おとろえは全くない。なのに龍華は帰山しようとする。

　龍華の仮か面めんと並ならんで、この帰山は謎なぞ中ちゆうの謎であったんだが、一人の聡そう明めいな五仙が仕組みに気がついた」

「ガキの喧けん嘩かにゃ口を出さない、式で他の五仙が黙だまってたのに、空気が読めない奴やつが大喜びで仕組みを暴あばいたと」

　何な故ぜか顔を真っ赤にして軒轅は異い議ぎを唱えた。

「それは違うぞ！　他の連中は、判わかってるけど敢あえて口にしない態たい度どをとっていただけで、気がついてなかったはずだ。

　いや、こっちの方がいいか。

　罪つみもない多くの仙せん人にんが龍華に仕し留とめられる姿すがたに心を痛いためた五仙の内でもっとも慈じ悲ひ深ぶかい御お方かたが、空気を読めないふりして下々の仙人に、秘ひ密みつを明かされたのだ」

「どっちでもいいや。でもよ、だったら龍華の秘密は解とかれてるんじゃないか。仕し掛かけがばれたのなら、どうにでもなるだろ」

　もっともだと、軒轅は顎あごをさすった。

「そこなんだ、問題は。可能性の操作で龍華の実力がどれだけ跳はね上がってるかは計算済ずみ。そんな龍華を凌りよう駕がする大物仙人が次々と討とう伐ばつに向かって……」

「それでも返り討ち、と」

「うむ。妙みような術じゆつを使って、こちらの力が発はつ揮き出来ない的な負け方なら、まだ良い。いや良くないが。

　龍華は力ちから押おしでこちらを倒たおしてくるんだよまったく。何がなんやら」

　待てよ、と、孫歳は考えた。五仙でも判らない仕掛けを展てん開かいしているのならば、龍華は五仙を超ちよう越えつしてるんではないのか？

　心を読むでもなく、孫歳の表ひよう情じようを見ただけで軒轅は答えた。

「五仙とて全知全能じゃない。まぁ、神農辺りは全すべてを知った上で沈ちん黙もくしてるんだろうがね。

　ここは逆ぎやくに考えてみよう。龍華の手の内も判らない癖くせに、純じゆん粋すいに仙術の才能だけで五仙に昇のぼりつめた私の素す晴ばらしさを！」

　店長殿どのはとっくに気づいているか、果たしてそうでないのか？　流石さすがの審しん査さ官かんにも判はん断だんが付つきかねた。

　ここに居いるのは軒轅であるが軒轅ではない。

　恐らく軒轅の慈じ悲ひの化け身しんだ。

　卓たく越えつした情じよう報ほう収しゆう集しゆう能のう力りよくを持ちながら、その情報の意味を理り解かいしかねている、仙人たちを哀あわれんで顕けん現げんされているのだ。

　馬鹿のふりして、無む知ち蒙もう昧まいなる仙人たちの手助けをしているのならば、確たしかに慈悲深い。

　ふりじゃなかったら、どうしたもんか。

　審査官が質しつ問もんをした。

「軒轅様。龍華と一耀の戦たたかいが少しばかり異い質しつな気がしましたが」

　口にするべき質問ではないと、審査官は承しよう知ちしていた。何をもって異質とするか説明できなかったからだ。

　が、慈悲の化身であるならば、という甘あまえを承知の上での質問だった。

　答えが返る。

「うむ。龍華の奥おくの手は一枚まいじゃないのは今や明らかだ。確かく率りつ操そう作さでどうにかなるのは、一耀君程てい度どの強さが限げん界かいだろうね」

「一耀戦で、もっと気がつくべきだったのでしょうか？」

「一耀君との戦い以い降こう、龍華は肉にく弾だん戦せんを行っていない」

「それはこちら側が仕掛けてないからでは？　一耀と獅し子しの肉弾戦を超こえる使い手は、そうは居おりますまい。

　ならばより純粋に仙術勝負になる中ちゆう長ちよう距きよ離り戦せんを仕掛けるのが道理でしょう」

「まあね」

「……一耀を超える接せつ近きん戦せんの使い手ならば龍華を仕留められると？」

　軒轅は面おも白しろそうに笑った。

「討伐人選考の参考にするかい？　でも、たぶん駄だ目めだと思うよ」

　一枚目の奥の手。その時期を超こえ、龍華は二枚目の奥の手を使っている。だからもう無意味なのか。

　やるだけやってみる、とはいかない。確かく証しようもなく命を賭かけさせるわけにはいかない。

「むう。結局、龍華の奥の手を破やぶらぬ限かぎり、我われらに勝ち目はないのですか」

　冷静に考えればそうだ。だが、仙界の中では龍華はあまりに下したっ端ぱの仙人である。

　力で押しきれないはずがないのだ。頭に血がのぼった連中は、謎を解こうという余よ裕ゆうがない。

　思案する審査官を軒轅は面おも白しろそうに見た。

　そして言う。

「薄うす々うす気がついているだろうが、その奥の手を破ることが、下手をしたら龍華討とう伐ばつと同どう義ぎになる」

「そりゃそうでしょう。私が今言いましたよ」

「そういう意味じゃない。あれだけの大仕掛けを可か能のうにしているんだ。奥の手の維い持じに龍華はその命を燃もやしているはずだ」

「つまり、奥の手が破られたら……」

「その時点で龍華は死んだも同然だよ」

　大人しく二人の話を聞いているのかと思ったが、孫歳は卓に突つっ伏ぷして寝ねているだけだった。

　ぐるんぐるんと軒轅は孫歳の胸むねぐらを回してみた。

　目を回しながら孫歳は言った。

「で、日が沈しずんだ九遥山で龍華は何をしてるんです？」
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　白しろ猫ねこ六匹ぴき、黒猫六匹までは楽勝であった。腐くさっても刀の宝貝がこれだけ雁がん首くびを揃そろえているのである。

　猫の十匹や二十匹捕つかまえるなど、全く造ぞう作さはなかった。

　問題は最後の一匹、六ろつ白ぱく猫ねこである。

　前足、後足、鼻先、尻尾しつぽの先の六ヶ所だけが真っ白で他の部分が黒い猫を捕まえるのは、流石さすがの殷雷と恵潤とて苦戦を強しいられた。

　九遥山を目前にして、凛晴が唐とう突とつに言い出した猫集めの難なん題だいである。

　頭から退しりぞける程ほど、無理難題ではなく、かといって近所に居いなければどこまでも捜そう索さくの範はん囲いを広げなければならない。

　あまりに胡う散さん臭くさい仕事であったが、猫が揃そろわなければ、和穂を救う為ための術じゆつ式しきが完成しないと言われたからには、殷雷も首を縦たてに振ふるしかなかった。

　それでも、これ以上の日にちがかさむのならば殷雷の我が慢まんにも限げん界かいが来ていただろう。

　だが、幸運にも六白猫は見つかった。




「やあ、殷雷に恵潤。なんだか久ひさしぶりだね。調子はどうだい？」

　ぶん殴なぐるのに丁度良さそうな静嵐の顔がそこにあったが殷雷は辛しん抱ぼうする。ここで感かん情じようを解かい放ほうするのは得とく策さくではない。六白猫を捕まえた今、凛晴の目の前で力の限かぎり勝ち誇ほこってやる為だ。

　日はゆっくりと落ちていく。

　焚たき火に鍋なべをかけ、何かを煮に込こんでいる静嵐の姿すがたは長閑のどかであった。

　殷雷は言った。

「おい、静嵐よ。俺おれは柵さくでも作って猫を閉とじ込めておけって言っておいたはずだ」

　鍋の中身は気になるが、焚き火の炎ほのおはおっかない。そんな十二匹の猫は、静嵐に向かって食い殺さんばかりに鳴きまくっている。

「大だい丈じよう夫ぶ。逃にげるような子はいないよ。それより殷雷、殷雷も御ご飯はん食べるかい？」
















　索さく敵てき能力を使い猫を探さがすのは恵潤の役目だった。流石さすがに疲つかれたのか、恵潤は欠伸あくびをしながら静嵐に尋たずねる。

「鍋なんか炊たいて、夕食の準じゆん備び？」

「いや、猫の御ご飯はん用に鮒ふなを煮ているだけだよ」

　猫用の食事を勧すすめられても殷雷は怒おこらない。この感情も溜ため込んで凛晴にぶつけてやる。

　静嵐は続けた。

「寒いから生じゃ食べないし、熱くても食べないんだ。こうやって煮込んで、冷ましたやつを上げると喜んでね」

　殷雷は意地悪く言う。

「あんまり情を移うつすなよ。儀ぎ式しきの生いけ贄にえ用に集めてる猫かもしれんのだ」

　不服を唱える静嵐に殷雷は訊きく。

「凛晴の奴は何ど処こに居る？」

　きょろりと周囲を見回すが、凛晴の姿を静嵐も見つけられない。

「さっきまで林の中の湖で一いつ緒しよに鮒を釣つってたんだ。御飯作りに先に戻もどって来たんだけど、まだ帰ってないね。なんか面白がっていたからまだ釣ってるのかな」

　まさか攫さらわれたのか！　と、心配させるようなたまでもない。殷雷は迎むかえに行く、と林の中に入っていった。

　猫の頭の一つでも撫なでて癒いやされようとした恵潤であったが、猫はそれどころではなかった。引っ搔かかんばかりに鳴かれて手のつけようがない。

　熱い湯ゆ吞のみを摑つかみかねるように、猫の頭の上で掌てのひらをひらつかせ、恵潤は殷雷に声をかける。

「殷雷、あんまり凛晴に嚙かみつくんじゃないよ。何があろうとあの子は理由があってやってるんだろうから」

　ありもしない煙管きせるをくわえる仕草をしながら殷雷は答えた。

「聞く耳はねえな」




　空は黄昏たそがれていく。

　夕焼けの紅くれないと青あお闇やみが空の縞しまによって分かれている。幾いくつかの星が天に瞬またたき、天の姿は全すべて湖に映うつり込んでいた。

　枯かれ木に少しばかり邪じや魔まされたが、殷雷は大石の上に座すわり込む凛晴を見つけた。

　傍かたわらに竿さおと魚び籠くは放ほうり投げられ、釣りを楽しんでいるふうではなかった。

　膝ひざを抱かかえ込み、槍やりを肩かたに立てかけ湖を見つめている。

「おらよ、道士様。御ご注ちゆう文もんの六白猫、捕つかまえてきたぞ」

　袖そで付つき外がい套とうの中から、六白猫を取り出し凛晴の隣となりに置く。

　出来ればこの場からさっさとお暇いとましたい六白猫だったが、殷雷の気き迫はくに押おされて身動きが取れない。

　凛晴は振ふり向きもせずに、湖を見つめたままだ。

　奇き妙みような沈ちん黙もくに殷雷はいらつく。

「この六白猫じゃ駄だ目めだ！　なんてほざいたら湖に叩たたき込むぞ」

　静かに凛晴は口を開く。

「……猫なんか、本当はどうだっていいのよ」

　半ば予よ測そくしていたが、実じつ際さいに言われると無む性しように腹はらがたった。どれだけ苦労してこの猫を捕まえたか。

　殷雷の気迫が自分から凛晴に移ったのを確かく認にんして、はいさようならとばかりに六白猫は逃げ出す。

「時間稼かせぎなのはみえみえだったんだが、付き合ってやったんだぞ」

　凛晴の襟えり首くびを摑み、無む理り矢や理り立たせる殷雷の声には怒いかりがこもっていた。

「巫ふ山ざ戯けるなよ。お前にとっちゃ和穂の命なんざどうでもいいんだろうが、こっちは本気なんだ」

　言い返される悪あく態たいを殷雷は受け入れるつもりだった。自分は和穂を守りそこねたのだ。

　どう言われようが、それは事実だ。その上で和穂を助ける。無む駄だな時間潰つぶしなど許ゆるせるはずもない。

　立ち上がらされた凛晴はしっかりと槍を抱だきかかえていた。

　振り向き、赤く腫はれた目で殷雷に言う。

「和穂は助ける」

　泣いていたのか。

「どういう風の吹ふき回しだ？」

「和穂は助ける。あんたたちみたいな、欠けつ陥かん刀が無様に残ざん骸がいを晒さらそうと絶ぜつ対たいにね。そうでなければ……」

　錯さつ覚かくだったかと、思わんばかりに凛晴の目の腫れが消えていく。

「おい？」

　背せを向け、凛晴は静嵐や恵潤の居いる場所へと、さっさと歩いていく。

　そして、一度だけ振り返り殷雷に言う。

「術じゆつ式しきの刃やいばは完成した。さっさと九遥山に向かうからね」




　　　　＊




　はい、やっちまいましたよ。最悪の最悪過すぎて笑ってしまう。間ま違ちがえた！　ではすまないところで間違えましたよ。

　同どう胞ほうの屍しかばねを乗り越こえてやってきた、ここを目指してやってきた。でも、満まん身しん創そう痍いで辿たどりつきたくはなかった。音はまだ弱い。

「夜は長い。楽しもう」

「お嬢じようさんみたいな別べつ嬪ぴんさんに言われるとは男前冥みよう利りに尽つきるねまったく、龍華さんよ」

　あぁ、どうしよう時間が、時間が。龍華の下に辿りついたのにこれじゃ。

「男前というより生きのいいボロ雑ぞう巾きんにしか見えないな。

　意外と勇士様めいた奴やつより、お前みたいな下げ衆すな冗じよう談だんを飛ばすような奴の方がここまで来れるんだ。不思議だな」

　よし、左目が元に戻もどった。

　だいたい、この部屋はなんだ。真っ白で椅い子すに座すわった龍華が居るだけだ。

　部屋の広さは？　左目の答えは無む限げん大だい。なんてこった。まあ、有限でもなんてこった具合は変わらないが。

　音は少し強くなるが、まだだ。

　小こ粋いきな会話で龍華の気を引き、時間稼ぎでもするしかない。

「おい、例の仮か面めんは着けてないのか？　お前は本当に龍華か？」

　時間稼ぎのつもりだったが、宝貝たちは一いつ斉せいにあれが龍華だと喚わめきたてる。判わかってるって。

「人間を相手にする時はあの仮面は使わない。御ご歓かん談だんになら少しぐらい付き合ってやるが、判りきった質しつ問もんに答えるのはだるいから、もうするな。私が龍華だ」

「凶きよう眼がんの仮面の下は三つ目だという噂うわさは噓うそだったか」

　左目がピピピと色々な解かい析せきを済すませる。ほお、何もないように見えるが色々とある。椅子の前には巨きよ大だいな卓たくがあるんだが、存そん在ざいしない。支し離り滅めつ裂れつだが、事実だから仕方ない。

　客人を迎むかえたら消えるようになってるんだろう。便利と言えば便利だ。椅子の隣には箱がある。これも存在しないんだが、中に色々入ってるな。なんだこれ？　あぁ破は壊かいされた宝貝だ。嫌いやな物、見ちまった。

　龍華を仕し留とめようとして返り討ちにあった連中の宝貝じゃないか。

　考えれば当たり前なんだがな。龍華を始末しに旅立って、帰ってきてないんだ。途と中ちゆうで死んだか龍華に殺されたかに決まっている。

　左目が壮絶な反はん応のうをしめした。なんだ？　部屋の広さは無限大じゃなくて、ほぼ無限大。観かん測そく機器としちゃ、もの凄すごい見み極きわめなんだろうが、正直どうでもいい。

「三つ目だろうが、八はち面めん六ろつ臂ぴだろうが、やれば出来るが意味もない。思っていたより会話も弾はずまなかったな。もういい。爆はぜて死ね」

　ここまで来て、これで終わりか。龍華がパチンと指を鳴らして、それで終しまい。

　それはあまりにあんまりだ。左目をはじめとした宝貝たちが大おお騒さわぎをはじめる。

　俺を差し置いて、左目からの情じよう報ほうが俺の持つ宝貝に飛んでいくのが判わかる。そして俺は死んでいなかった。爆ぜてない。

　馬鹿な！　なぜ私の術が通用しない！　とでも叫さけんでくれれば溜りゆう飲いんの一つでも下がっただろうが、龍華は驚おどろきもしない。こっちが勇士様じゃないから、あんまり悪人ぶってくれないのか。

「今の術で、人間どころか並なみの仙せん人にんでも弾はじけ飛ぶんだがな」

「こっちの噂は本当だったな」

「なんだ？」

「龍華を殺せるのは龍華の宝貝だけ、ってやつだよ」

　人を下衆扱あつかいした割わりに、龍華は下品に大声をたてて笑った。

「当たらずといえども遠からずってとこか。その方が盛もり上がるんだろうが、生あい憎にくそこまで気合いの入った話じゃないよ。

　欠陥宝貝とはいえ私の造つくった宝貝だ。私の術の手の内をある程てい度ど知っているから、解析が速い。ただ、それだけの話だ」

　今だ。今こそ口笛を吹ふく時だ。

　口笛が響ひびく。よし、なんだか気力が湧わいてきたぞ。

「だったら今の術に何の意味がある？」

　無む邪じや気きな顔で笑ったが、龍華は俺の質しつ問もんには答えない。そして、自分が質問した。

「一つきいていいか？」

「満身創痍で同胞の屍を越こえて『通路』を抜ぬけ、我わが身一つで『門』をくぐり、一息吐つこうと思ったら、いきなり龍華とこんにちは、だ。門に表札でも掛かかってれば、門の前で休息したものを。

　体力回かい復ふくの時間稼かせぎになるなら、いくつだって質問に答えてやる」

「一つでいいよ。

　全すべての元げん凶きよう、和穂についてどう思う？　恨うらんでいるか？」

　極きわめて冷静、かつ龍華に対する殺意と楽天主しゆ義ぎを無む理り矢や理りまとめて心を飾かざってきた俺だが、今の言葉で心を剝むき出しにされた。

「弟で子しに全てを押しつけるか？

　何が全ての元凶だ。全ての元凶は貴き様さまだ、龍華。

　お前の殺さつ戮りくはお前に依よりてなされたものだ。

　和穂を恨む？　それはお前に歯向かうだけの意思のない者、お前を畏おそれることしか出来ない能のうなしのやることだ。

　和穂がばらまいた欠けつ陥かん宝貝という災さい厄やくの種が、今や人間にとって最後の希望だ。

　宝貝によって人じん智ちを超こえた力を持ち、その力でお前を八つ裂ざきにする！」

　音が強まり歌が来た。

　天上の調べ。血が滾たぎる。

「破は骸がい琴きんに塵じん骨こつ鏡きよう、散さん血けつ斧ふか。ここまで来れただけあって、物ぶつ騒そうだけど良い組み合わせだな。

　……まだあるな。それに切り札の宝貝が二体ってとこか。いいぜ。槍やり一本で相手をしてやる」

　どこから出したか、龍華は槍を構かまえた。俺もどこから出したか判らないように、大たい斧ふを出してやった。

　歌に押され俺は跳とんだ。




　はい、今までお世話になりました。いやお世話しましたでしょうか、名な残ごり惜おしいですがさようならです。

　そんな感じなんだろうか。

　先せん刻こくまでの激げき痛つうが、波が引くように消えていく。転うたた寝ねを始める前のうつらうつらした感覚に近い。

　そりゃまあ、痛いたいでしょうけど、もう痛さがどうのこうの言っても始まりませんからね。

　命が消え行く前に、一足お先に神しん経けいが暇ひまを貰もらって遊びに行ってしまったようだ。

　不思議と悔くいはなかった。龍華との戦せん闘とうの前にどうにか一曲は聞けたのだ。体力はほぼ全ぜん快かいしていた。

　その状じよう態たいで龍華と戦い、見事に返り討ちにあった。一いち撃げきで即そく死しとかではなく、無様な泥どろ仕じ合あいではあったが、戦闘らしい戦闘にきちっとなっていた。

　痛みの感覚が何ど処こかに行ってしまったので、俺おれは呻うめき声をあげることから解かい放ほうされ、今さらながらではあるが口を開く余よ裕ゆうが出来た。

「教えろ龍華。何な故ぜ手て加か減げんした」

　死にかけのくせに、無む駄だに滑かつ舌ぜつが良いのが、妙みようにおかしい。

　目もよく見えている。左目の塵骨鏡はぶっ壊こわされたが右目は龍華の姿すがたを捉とらえている。

　龍華は血みどろになって、無様に膝ひざをついていやがる。もっともほとんど、俺の返り血で、俺の方が遥はるかに無様な格かつ好こうなんだが。

　龍華は答えた。

「手て加か減げんなんざしてないさ。

　お前ら人間も、久く宥ゆうたちのやり方でやれば私を、もっと早く仕し留とめられるだろうに」

「なんだそれは」

「久宥。倒たおすべき強大な一つの敵てきに自分たちの歴史で立ち向かおうとした連中さ」

「死にかけのボロ雑ぞう巾きんにも判わかり易やすく説明してくれよ」

「こんな感じかな。数世代かけて情じよう報ほうを集め、数世代かけて武ぶ器きを造つくり、数世代かけて敵を仕留めるやり方。これで間違いはない」

　今いま際わの際きわの会話ぐらい、少しばかり気を利かせた話をしてくれればいいものを。

「くだらん。この手でお前を倒さずに、後に続く者たちに託たくせだと？

　それより答えろ。

　どうして手加減した？　知っているぞ。仙せん人にんは簡かん単たんな傷きずぐらい、すぐに治せるんだろ。

　指をパチンと鳴らして仙せん術じゆつを使えるならば、戦せん闘とうの最中でも充分に治せる時間はあっただろうに。

　お前の体に浴びせたのは、一打や二打ではない。なんでわざわざ半死半生の状じよう態たいで戦い続けた」

　龍華が膝をついているのは、俺の死に顔を看み取とってやろうなんて為ためじゃない。

　俺の攻こう撃げきを幾いくつかまともに受けて、立ち上がれないのだ。返り血で真っ赤になってるのは確たしかだが、返り血だけではない。龍華の体からも出血し、骨の三、四本は折れている。

　戦せん闘とうが終わった今でも、傷きずはそのままになっている。

「あぁ、そのことか」

「死力を尽つくして俺は戦った。手て加か減げんされたままで敵かなわなかったのも事実だろう。

　そこまで人間をなめているのか？」

　珍めずらしく龍華は口ごもる。この手の気き性しようの奴やつが滅めつ多たに見せない表情だ。

「どうせ死ぬんだ。聞かないで安らかに死んだ方がいい。手加減じゃなかったのは保ほ証しようしてやる。間の悪いことに久宥の話をした後でもあるしな」

　そろそろ命の火が消えかけているのが自分でもよく判った。命の火とはよく言ったものだ。火が消えたような寒気が体の末まつ端たんからだんだんと広がっている。

　でも正せい確かくな比ひ喩ゆじゃないな。寒気じゃなくて感覚が消えていくんだ。長い正せい座ざで足が痺しびれる感覚だ、これって。

　今さら、死ぬ前の安らぎがなんだというのだ。

「答えろ」

　死ぬ寸すん前ぜんの頼たのみ事に、流石さすがの龍華も心が動いたらしい。頼んでおいてあれだが、少し腹はらが立った。あれだけの殺さつ戮りくを行ったくせに、慈じ悲ひの心があるのか。

「ならば教えてやろう。こっちの都合で色々いじっていてな。

　仙人と戦う時に私が有利になる代だい償しように、人間相手では不利になるようにしてあるんだ。

　……まだ生きてる？

　しょうがないな。じゃ言うぞ。

　私は人間によって付けられた傷は治せないんだ。人の意志によって付けられた傷って意味だから、嚙かみつかれたり、引っ搔かかれたりの傷じゃなく宝貝でやられても治せない」

「くだらん噓うそだ。ここまでに辿たどりついた人間は俺が初めてじゃあるまい」

「あぁ、そうだよ」

「お前のあの程てい度どの腕うで前まえじゃ、お前を仕留められずとも、手傷を負わせた連中は何人も居いるはずだ。だが、お前は俺と戦う前に傷はなかった」

「うむ。苦く悶もんの内に死んじまうことになると思うが、教えてやる。

　私に傷を負わせた人間が死ぬと、この傷は仙術で治せるんだ」

　！　勝てる！　知らせれば勝てる！　この情報があれば龍華を仕留めるなど容易たやすい龍華に手傷を負わせ逃にげるんだそれを繰くり返せば龍華を倒すことなどなんの造ぞう作さもない死ねない死ななければ次に来る者が龍華を仕留めてくれる伝えるんだこの事実を動け動け動かせるんだ次の者たちの為ため動け知らせ動けるんだ勝て龍華の殺戮を止められる動け龍華動け勝終わらせ知らせ動け動け死ねな動け動け動け足よ手よ声
















第四章　『龍りゆう華かへと続く道』
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　大地を焼ききることは出来ない。

　いかに炎ほのおに包まれても、その炎が仙せん術じゆつによって歪ゆがめられず、天地の理ことわりに従したがっているのならば、やがて消える。

　焼き払はらわれた土地からは独どく特とくの匂においがする。

　炭と水すい蒸じよう気きが混まざった匂いだ。

　九きゆう遥よう山ざんの麓ふもとの集落には、その匂いが充じゆう満まんしていた。

　長閑のどかな外見と相あい容いれない匂いが恵けい潤じゆんの緊きん張ちようを誘さそう。

　そんな彼女の表ひよう情じようを見て、殷いん雷らいは言った。

「見た目が怪あやしいとか、匂いが怪しいとか以前に、前にここに来た時はこんな集落なんざなかったぜ」

　長閑とはいえ、農村の雰ふん囲い気きはない。大きな街かい道どう沿ぞいの宿場町の様相だ。

　焼き払われた土地に急ごしらえの宿場町が、尋じん常じようならざる規き模ぼで作られたのだろう。

　無数の気配があるが、人間の気配は少ない。

　索さく具ぐ輪りんを使うまでもない、周囲には数百の宝ぱお貝ぺいが集まっている。

　気配を作っているのは、人の形をとれる宝貝たちだ。人の気配を真ま似ねようとすらしていない

　値ね踏ぶみするように周囲を観察して、凛りん晴せいは言った。

「泊とまる所に不自由はなさそうじゃない」

「いやあ、なんだか懐なつかしいね。欠けつ陥かん宝貝を封ふう印いんしていた、葛籠つづらの中みたいな雰囲気じゃないか」

　欠陥宝貝の烙らく印いんを押おされて、封じ込こめられていた葛籠の中を懐かしいとはよく言えたものだ。が、静せい嵐らんの珍めずらしく的てき確かくな指し摘てきに、殷雷は特に根こん拠きよはなかったが少々不ふ吉きつなものを感じる。

　当然、欠陥宝貝たちが集しゆう団だんで暮くらしていたはずもないのだが、確たしかに漂ただようこの空気はかつて知っていたものに近い。

　殷雷とて、欠陥宝貝を全すべて見知っているのではなかった。通りを歩く宝貝に見知らぬ顔もあったが、それでも旧きゆう知ちの顔もちらほら見える。

「情じよう報ほう収しゆう集しゆうを兼かねて来てみたけど、やめておいた方がよかったかな」

　殷雷も恵潤と同じ意見だった。

　武ぶ器きの宝貝なのだろう、幾いくつかの気配が殷雷たちを見ている。その気配たちのヒソヒソ喋しやべる声が殷雷を苛いら立だたせる。

「一いつ旦たん、街道に戻もどるぞ」

「おやおや、九きゆう大たい剣けんに名を連ねる愚ぐ断だんや轟ごう武ぶを叩たたき折り、あまつさえ斬ざん象しよう矛ぼうまで葬ほうむりさった勇士様が、尻尾しつぽを巻まいて逃とう亡ぼうで御ご座ざいますか？」

　少女か少年か判わからぬが、十二、三歳さいぐらいの者が殷雷に声をかけた。見た目は少女だが、その声は少しばかり低い。

　短い髪かみにその服ふく装そうも男の物だったが、黙だまっている限かぎりは少女にしか見えない。

　こいつに遭そう遇ぐうしたのは幸運か不運か殷雷は少しばかり考える。

　見知らぬ顔を見て、凛晴は言った。

「誰だれよこいつ。女なの男なの？」

「いやん」

　と、頰ほおを赤らめ、それは身をくねらす。

　くだらんやりとりはさっさと終しまいにさせるべく殷雷は言った。

「男か女かきかれて、いやんなんてほざく奴やつは男に決まっておろう。

　そいつは施せ聞ぶん筆ひつ、情報収集用の宝貝だ」

　せっかくのやりとりをさっさと切り上げられ不服そうな顔をしている施聞を見て、凛晴は当然の疑ぎ問もんを持つ。

「で、こいつの欠陥は何？　私の思っているのであってる？」

「あぁ、あってるよ」

　轟武を叩き折ったのは殷雷ではない。この時点で情報収集能のう力りよくが怪しく、性せい格かくもかなりアレなのは、初対面からこれだけ僅わずかな時間しか経たっていなくても判る。そのどちらか、もしくは両方が欠陥なのだろう。

「そう、僕ぼくの欠陥はこの美しい」

　殷雷は最後まで言わせない。

「情報の取り引きは出来るか？」

　少しは遊んでくれよと思いつつ施聞は答えた。

「まあね。その為ために来たんだよ」
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　奇き跡せき的な再さい会かいがあったが、あまりにもどうでもいい再会だった。

　以前、殷雷と和かず穂ほがこの九遥山に訪おとずれた時に泊とまった、宿屋の主人が、今またこの場所で宿屋を営いとなんでいたのだ。

　殷雷は覚えていたが、当の宿屋の主人は殷雷の顔をころりと忘わすれていた。

　わざわざ、また宿を取ってやったのに薄はく情じような奴だと殷雷は軽く怒おこる。

　部屋は二階であった。

　部屋代は前まえ払ばらいしてある、状じよう況きようが不ま味ずいようならさっさと立ち去るつもりである。

　一同はドタドタと階かい段だんを上り、部屋の中へと案内された。

　殷雷は椅い子すに座すわりつつ言った。

「宿屋の主人が、客の顔を忘れるなんてことがあるか？　あいつは、宿屋の主人と同じ顔をしているが以前とは別人にすりかわっているんじゃあるまいか」

　本気か冗じよう談だんか判らないので、施聞は素そっ気けなく答えた。

「どうでもいい話だね。どだい複ふく製せいだって構かまいやしないじゃないか」

　二階からは九遥山がよく見えた。

　施聞は椅子には座らず、開け放たれた窓まどの枠わくに腰こしをかける。

　料金が安いので大部屋一つ、まるごと借りている。会議にでも使えそうな卓たくの周りに凛晴たちも腰をおろす。

　割わりと本気で殷雷は気にかけているようだった。
















「おかしいだろ。記き憶おく力りよくは個こ人じん差さがあるだろうけど、ここは龍りゆう華かのお膝ひざ元もとだぞ。普ふ通つうの人間が無事に生きていけるとは到とう底てい思えん」

　お茶が出されるまで、本題に入るつもりがないのか施聞は気楽に口を開く。

「なんだ、そんなことか。気がついているだろうけど、九遥山は一度、仙せん界かい側の攻こう撃げきを受けて焼き払はらわれている。

　でだ、当然、仙界側の攻撃なんだからそこに住んでいる人間やら何やらは保ほ護ごされたんだ。別に生きていても不思議じゃない。わざわざこんなおっかない所から逃にげ出さないのは不思議といえば不思議だけど、それはまあ個人の好みだろ」

　静嵐も窓に近ちか寄より景色けしきを楽しむ。

「無む駄だに宿屋が多いね。こんなんで商売になるのかな」

「人間が経けい営えいしてるのは、ここを含ふくめて二軒けんだけ。後は宝貝の建けん造ぞう物ぶつに宝貝の従じゆう業ぎよう員いんさ。

　殻かく化か宿しゆくは知ってるだろ。あれみたいなもんだ。

　一つの宿に、宝貝の所有者が一人泊まっているぐらいの計算かな。食料の仕入れは近くに終しゆう極きよく飯はん店てんがあるからどうにでもなる」

　かつて泥どろの中での戦いで、村を一つ作り上げた宝貝があった。これぐらいの集落を作り上げる宝貝がいても不思議ではない。

　扉とびらを開けて給きゆう仕じが茶を運ぶ。

　ついでに恵潤が食事の段だん取どりを給仕と相談する。

　相談が終わった恵潤の顔を施聞は面おも白しろそうに見つめた。

「癖くせが抜ぬけないか？　ここじゃ人間のふりをする必要がないから、食事を摂とる必要はないんだよ」

　返答に困こまり、恵潤は目を細めた。

「いや、食事に五う月る蠅さいのが若じやつ干かん名めいいるのよ」

　卓に置かれた湯ゆ吞のみを施聞はひょいとつまむ。

「そっちのお嬢じようさんは和穂じゃないね」

　名乗りはするが、余よ計けいな説明まではしない。

「凛晴よ」

「初めまして凛晴さん。施聞筆と申します。まぁ、私の欠けつ陥かんについては異い論ろんが少々御ご座ざいますので置いておくとして、私の使用方法を説明しておきましょう。

　人間には出来ない芸当ですが、宝貝ならば私の聴ちよう覚かくに簡かん単たんに同調出来ます。

　つまりここでの会話は、この集落に居いる宝貝には筒つつ抜ぬけという次し第だいで」

「ふうん。盗ぬすみ聞き用の宝貝か」

「心外ですな。まあ、そちらの仕事も出来ますが、四本刀のうち三本も揃そろっているんじゃ、こっそり聞き耳を立てるなんて芸当も不ふ可か能のうですから御安心をば」

　この集落の中には幾いくつも武ぶ器きの宝貝が居るのだ、そうそう盗み聞きも出来ない。

　殷雷はだんだんと施聞の目的が見えてきた。奴やつのこの集落における役やく割わりとも言える。

　施聞は本題に入る。

「じゃあ殷雷。先にこっちの疑ぎ問もんから解かい決けつさせてもらってもいいかい？」

　殷雷は施聞が何を尋たずねるか、薄うす々うす気がついていた。それはこっちにとっても助かる話である。

「ああ、いいぜ」

「まさかとは思うが、ここに宝貝の回かい収しゆうに来たんじゃないよね？」

「そうだ。生あい憎にくそれどころじゃないんでね。お前らの邪じや魔まをする気はない」

　この集落に居る者にとって、問題になりそうな所に施聞を送り込む。そこで、施聞が見聞きしたものは村中に広がるのだ。

　全すべてを丸ごと信用する間抜けはいまい。だが、事の重大さを推おし量はかる役には立つ。

　殷雷にとっても、他の連中に色々探さぐりを入れられるよりは、ここでの会話を一度するだけで済ませてしまった方が楽だ。

　殷雷の答えと共に、集落に張はり詰つめていた気が一気に緩ゆるむ。

　緩んだとはいえ、独どく特とくの張りが集落中に広がっているのだが、それでも殷雷の言葉の前後では確かく実じつに空気が変わった。

　それはそれで殷雷は気に食わない。敵てき意いがあるかどうかを探られている場面で、降こう参さんをしたような気持ちである。

　殷雷は言う。

「だがな、今回の一いつ件けんにけりがついたら、お前らを片かたっ端ぱしから回収してやるからな！」

　言わなきゃいいのにと恵潤の目が再ふたたび細くなる。

　殷雷の言葉と共に、無数の笑い声が立てる地じ響ひびきのような震しん動どうが広がった。

　お前如ごときに回収されてたまるかという笑い声なのか、今回の一件が吞のん気きな終着を迎むかえるはずがないという笑いなのか恵潤には判わからなかった。たぶん、両方の意味なのだろう。

　壁かべをぶち破やぶって、血の気の多い宝貝の来らい襲しゆうを恵潤は危き惧ぐしたが、そこは殷雷の読みが勝っていた。

　挑ちよう発はつで動くような手合いはここには居ないと殷雷は踏ふんでいた。

　まあまあ落ち着きなよと施聞は手を押おさえる。

「こっちの用件は今の質しつ問もんで、まあ、終わりだよ。今度はそっちが聞きたいことに、答えられる限かぎり答える」

　窓まどの向こうに見える九遥山は殷雷の知る姿すがたとだいぶ変わっていた。

　程てい穫かくの墓はかの場所は何ど処こだったかなと考えたが皆かい目もく見当もつかない。もっとも簡単な墓だったし、墓が荒あれて化けて出るようなたまじゃないかと殷雷は考え直す。

「本当に龍華は九遥山をねぐらにしているのか？」

「納なつ得とくいかないだろうけど、それは本当。龍華は九遥山をねぐらにしてる。洞どう府ふよろしく九遥山の中に住じゆう居きよを構かまえている」

「そこんところが、全く得心がいかん。わざわざ住居を構える必要がない。

　それに仙せん界かいが極ごく悪あく非ひ道どうな反はん逆ぎやく者しやの寝床を焼き払はらいもせずに放置してるのか？　前までは攻こう撃げき対象みたいだったが」

「生憎、その質問には答えられないね。だって真実は知らないんだから。どだい仙人の考えることなんか常じよう識しきの範はん疇ちゆうを逸いつ脱だつしてるのかもしれないね。

　日にち没ぼつと共に龍華は九遥山に戻もどり、日の出と共に外に出て、仙人とドンパチさ。その繰くり返しだよ」

　せいぜいたまに帰るぐらいで、それでもおかしな話だと思っていた殷雷は、毎日龍華が戻っているのを知って驚おどろく。

　知らなかったら驚くのも当然だろうねと、施聞はうなずく。

「ある程てい度ど、理り屈くつらしい理屈はつくけどね。まず、この周囲には結界が張り巡めぐらされてるらしく、仙せん術じゆつの攻撃に対たい抗こう出来るようになっている。それでも、破は壊かいは出来ると思う。

　この集落に居いるのは、龍華の造つくった宝貝と、その所有者である人間だ。あまり無む茶ちやな攻撃をして被ひ害がいを出したくないのかも」

　説明にはなっていないが、施聞の様子に誤ご魔ま化かしている感じはない。

「でだ、ここに居る宝貝の所有者は何が面おも白しろくてここに居る？

　龍華を仕し留とめて仇かたきを取りたくて、ここに来たくなる気持ちは判らないでもないが、来たところでどうにもなるまい。こんな集落で待っていてどうする？　龍華がのこのこ麓ふもとまでやって来るとでも思っているのか？」

　この質問は施聞には意外だった。知らずにここに来ていたのか。

「この集落からちょっと行った所に門がある。その門をくぐり通路を抜ぬけると、龍華の住居に辿たどりつけるんだよ」

「なんだと！」

「どうやら通路には何かがいて、ただじゃ辿りつけないようになってるらしい。帰ってきた者が一人もいないんで定さだかじゃないけど、通路から悲鳴めいた叫さけびが聞こえた時があった」

　そこは問題ではない。重要そうだが、その前の話に全く納得がいかない。

「なんだと？　龍華の所に辿りつける通路があるだ？　そんな馬鹿な。そんな通路を龍華も仙人連中も黙もく殺さつしてるのか？」

「その通路に仙人は入れないんだってさ」

「龍華もそんな通路を塞ふさげばいいじゃねえか。どうしてわざわざそんなもんを残してやがる」

「残すも何も、そんな通路を作ったのは龍華だからね」

　殷雷に納得出来る要よう素そが一つもない。

　ここに来るからには、来る意い義ぎがあって集まる者ばかりだったので、一番肝かん心じんな部分を殷雷は理り解かいしていないのだと施聞は知った。

「ある日、龍華は叫んだんだよ。

『人間どもよ。虫けらのごとく私に殺されてばかりじゃ、面白くないだろ。

　仙人連中以外に、お前たち人間にも私を殺せる機会をやる。

　九遥山にある門を越こえて、私の下もとに辿りつけたら殺し合いに付き合ってやる！』

　とか、なんとかだったかな」

　殷雷は凛晴を睨にらみつける。

「おい、てめえ、知ってやがったな」

「知ってたから、ここに連れてきたんじゃないのさ」

「どうして黙だまっていた！」

「言っても信じなかったでしょ」

　和穂を助ける方法を授さずけましょう。龍華と遭そう遇ぐうする方法も知っています。

　確たしかにそこまで虫が良過すぎる話ならば、殷雷は食いつかなかったかもしれない。

　言葉が出ない殷雷を無む視しし凛晴は施聞に言った。

「こっちがききたいのは、それぐらい。まあ、私は知ってたんだけどね。ちょっとここからはあんたに聞かれたくない話をするから、帰ってちょうだい」

　文もん句くも言わず、施聞は一礼し扉とびらから出て行こうとする。

　殷雷は止めた。

「ちょっと待て。答えるかどうかは自由だが、最後に教えてくれ。施聞よ、お前の使用者はどうしてお前をこうしてほっつき歩かせているんだ」

　使いようによっては、情じよう報ほう収しゆう集しゆう能のう力りよくも高く有ゆう益えきな宝貝である。同調する相手を当然絞しぼれるのに、わざわざ誰だれでも同調出来るようにしているのが、殷雷には不思議だった。

「僕ぼくは置き土産みやげなんだ。僕の使用者は一ヶ月も前に、僕を置いて他の宝貝たちと共に門の中に入っていった。

　あんまり戦いの場に居て、使えるような宝貝じゃないからね。他の宝貝の使い手の役に立つように、ここに残れってのが最後の命令だった」

　音おと沙さ汰たがないのは、使用者が途と中ちゆうで倒たおれたか龍華に返り討うちにあったかの、どちらかである。そこに希望を繫つなぐような素そ振ぶりを施聞は見せない。

「そうか。すまんことをきいたな」

　施聞は笑う。

「なんだい、情に脆もろいところはちっとも治ってないじゃないか殷雷。

　僕以外にもこの宿場に置いていかれた宝貝は居るよ。宿場を作り上げたなんとか宿っていう難むずかしい漢字の宝貝も、戦せん闘とうには全く役に立たないから置いていかれたそうだ。

　役立たずは御お供ともさせてもらえないっていう、厳きびしい世界さ」

　施聞の笑いには自じ虐ぎやく的なものはなかった。

　戦闘に関して、役立たずだから連れていかれなかったのは事実だ。

　だが、連れていって捨すて駒ごまの役にでも立たせる手はある。

　それを選ばなかったのは、施聞に対する使用者の優やさしさだ。

「じゃ、お暇いとまするね。軽く同調しといてくれたら、面白そうなことがあったら知らせるよ。また何かききたければ、適てき当とうに捜さがしておくれ。すぐに見つかるはずだから」

　片かた手てを振り、施聞は部屋を出て行く。

　ふむ。と、恵潤は考え込こむ。

「漸ぜん央おうさんの言ってた意味が、ちょいと判わかってきた。なんと言うんだっけ？　そうだ、達観か。達観があるのね、ここの宝貝使いたちって」

　恵潤の言葉は色々端折はしよっていた。

　ここに居いる者の誰もが理り解かいしていると考えたからだ。

　宿場に居る、宝貝使いたちには、複ふく数すう宝貝所持者によく見られる強ごう欲よくさが感じられないどころか、ないのだ。

　施聞をはじめとして数体の宝貝が野放しになっている。それを手に入れようとしない。

　所持者を決めずに置いておくことが、全体の利り益えきになるとの判はん断だんだ。そしてその判断は適てき切せつだ。

　ここから先で、宝貝使い同士の争いが起きないと、漸央の言った言葉は真実だろう。

　辿たどりついたからには、辿りついただけの裏うら打うち、充じゆう分ぶんな戦力を所持していて貪どん欲よくに戦力増ぞう強きようを狙ねらって、他の宝貝使いと戦うのをよしとしていない。

　静嵐が首の後ろを搔かく。

「でも、だったら宿場なんか要いらないんじゃないの？　ここに逗とう留りゆうする必要がないじゃないか。他人の宝貝を奪うばおうって腹はらで、ここに留とどまってるのならば判るけど」

　殷雷は言う。

「お前がまともなことを言うたんびに、俺おれはお前が偽にせ者ものじゃないかとヒヤヒヤしてるんだぞ。

　一気に攻せめ入らないのは、必要戦力が読みきれないからだ」

「だったら、宝貝の奪い合いが起きないかい？」

「うむ。宝貝を分ぶん捕どって、戦力倍ばい増ぞう出来るならいいんだろうが、こっちにも被ひ害がいが出る。かといって牽けん制せいのしあいでもなさそうだ」

「施聞を呼んできいてみようよ」

「それぐらいの分ぶん析せきが出来ねば武ぶ器きの宝貝の名折れだ。

　恐おそらく、宝貝の使い手が躊ちゆう躇ちよしているのは門の向こう、通路とかにいる化け物の正体を読みかねているからだ」

　恵潤はうなずく。

「そうだろうと私も思う。ここに逗留している人たちは、仲間を待っているんだと私は考える」

「どういうことだい」

「宝貝の使い手から、宝貝を奪うんじゃなくて宝貝の使い手同士、仲間になって一いつ緒しよに門を越えようという考えかな」

「相手を踏ふみ台にして自分が龍華と遭遇しようってのかな？」

　静嵐の考えは、ずれている。ここ以外の場所なら、その考えでいいが、ここでは違ちがうのだと恵潤は説明した。

「そこらへんが、達観してると思うよ。自分が踏み台になった方が、より龍華の下に戦力を送り込めると判断したら、自ら犠ぎ牲せいになるような使い手ばかり」

「ふうん。どうせ、身内を龍華に殺されて復ふく讐しゆうに来ている人たちばかりなんだろうけど、何か覚かく悟ごの質しつが違うんだね」

「やっぱりお前、偽者だろ？」

　殷雷は静嵐の鼻をつまみ、静嵐は痛いたい痛いと涙なみだ目めになる。

　その達観ぶりが漸央さんの気に食わなかったんだろうと考えたが、少しばかり恵潤の意見は違った。

　宿場に居る宝貝使いたちの心の奥おく底そこでは、これは個こ人じんの復讐で収おさまるような話ではないと、理解しているんだ。

　龍華を仕し留とめなければ人という種族、人という存そん在ざいがあるべき世界が破は滅めつさせられようとしている。

　それを理解した上での達観なのではないか？　静嵐は言う。

「じゃ、僕たちも他の宝貝使いと手を組むのかい？」

　殷雷は答えた。

「そんなわけないだろ」

　凛晴も答える。

「情じように脆もろいなんていう欠けつ陥かんがある宝貝が、他の人間と手を組むなんて正気の沙さ汰たじゃないじゃない。土ど壇たん場ばで、相手を見み捨すてられなくて共とも倒だおれがオチよ」

　殷雷はムッとした。

「黙だまれ。第一、俺たちは龍華を始末しにここに来たんじゃないんだ。門だか通路だかを越える意味がない」

「和穂の肉体は復ふつ活かつした。今は九遥山に全速で向かっているはず。半ば異い界かいに開いてる遠い森から向かってきているから、たとえ全速でも二日はかかる」

　凛晴が和穂の居い所どころを知っていることに静嵐は驚きの声を上げた。だが、殷雷は凛晴に疑うたがいの眼まな差ざしを向けない。

　自分の反はん応のうが的外れだと静嵐は知った。

　殷雷と恵潤には、凛晴の行動が時間稼かせぎだとみえみえであった。

　和穂の居所を探さぐる為ためか、和穂を助ける為の術じゆつ式しきが完成するのを待っているか、どちらのための時間稼ぎかまでは判わからなかったが。

　なんで驚かないのか納なつ得とくはいかなかったが、静嵐は流石さすが、道士は違うんだねぇと語り、お茶を濁にごす。

　殷雷は静かに言った。

「和穂に会えるのか」

「そうよ」

「和穂に会う為に、門を越えろと？」

　凛晴は立ち上がり、窓まど際ぎわにより、空を見上げた。

　遥はるか彼方かなたか、それとも九遥山の頂上近くなのか、距きよ離り感の狂くるう空間に異い様ようなそれはあった。

　中心から周囲に向けて雷かみなりのような無数の放電が起きている。球形の何かに遮さえぎられているのか、その放電は一定の長さを越えられない。

　それだけならばよかったが、放電は雷のように瞬しゆん時じには消えずに、しばらくの時間、存在し続けている。

　その姿すがたは光に彩いろどられた血管めいて見える。

　月よりも大きい、丸い血管の塊かたまりが空に浮ういているのだ。

　あの中心に龍華がいて、仙せん人にんたちと戦っている。

　凛晴は空の塊に向かい、指を差す。

「ぶっちゃけると、龍華と和穂の対面があそこで済すんでしまうと私たちに打つ手はない」

　殷雷は椅い子すから立ち上がる。ここまで来て和穂に会えないのでは話にならない。

　凛晴は眉み間けんに皺しわを寄せる。

「話は最後まで聞いてよ。

　龍華と和穂に面めん識しきがあって、二人の性せい格かくをある程てい度ど考えられるならば手が読めるでしょ。

　和穂はどう動くと思う？」

　静嵐は言った。

「そりゃ、和穂は龍華を説得して止めようとするだろうね。鏡きよう閃せんの呪じゆ縛ばく次し第だいだけど。

　龍華はどうするだろ、判らないね。和穂の話を大人しく聞くとも思えないし、和穂を殺そうとするかな」

「まあ、そんなとこでしょ。

　龍華が和穂を殺そうとして、あそこで戦うと思う？　他の仙人との戦いのトバッチリで和穂が死んでしまうかもしれないようなあの場所で」

　もはや龍華が何を考えているか、判らないと殷雷は思う。

　和穂を殺そうとしているのか、和穂と話したがっているのか。

「そうか。龍華が何を考えているか、正直判らないが和穂は特別だ。話すにしろ始末するにしろ仙人の邪じや魔まが入らない場所でやろうとするな」

　凛晴はうなずく。

「鏡閃にしても、じっくりと戦える場所がいいでしょ」

「そうなると、和穂と龍華は九遥山の中で相対すると考えるのが妥だ当とうか」

「殷雷。龍華の前で、気け取どられずに気配を消せる？」

「間合い次第だな。不意打ちを仕し掛かけられないぐらいの距離をおいて二、三日程度でいいのなら。

　通路で化け物との戦いを龍華が高みの見物していたとかなら論ろん外がいだが」

「壊こわされたふりでもなんでもいい。わざわざ掃そう除じに来るような性格じゃないでしょ。

　和穂の気配が読めたら、割わって入って槍やりで和穂を斬きって」

　恐きよう怖ふ心しんを吞のん気きに表すという芸当を、静嵐は楽々とこなした。

「でもさ、通路には化け物が居るでしょ。僕たちの戦力で突とつ破ぱ出来るかな」

　凛晴が答えた。

「適てき当とうに捨すて駒ごまになって貰もらうわよ。今のとこ、殷雷に頼たのんだけど、最悪誰か一人が槍を持って和穂と遭そう遇ぐう出来ればいいんだし」

　はいそうですか、やっぱりそうですか、愚ぐ問もんでしたね、本当は判ってました、一番の捨て駒候こう補ほが誰なのかもなんとなく判っちゃいましたよと、静嵐は口をつぐむ。

「判ったら、さっさと門に向かいましょ」
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「おや、早さつ速そく僕が恋こいしくなったのかい？　また会えて嬉うれしいよ」

　土ど砂しや崩くずれで剝むき出しになった地ち層そうに、門は建っていた。

　土砂崩れで巨きよ大だいな自然石が剝き出しになった感じではあるが、それは明らかに人工的に造られた物だ。

　巨大な石いし造づくりの門の周りには、大小の石がゴロゴロしていたが、こちらは本当に土砂崩れで転げ落ちてきた石だ。

　そんな石の上に施聞は座っていた。

　準じゆん備び体たい操そうだとばかりに殷雷は首を鳴らす。施聞の軽口に付き合うつもりはないらしい。

「なんだ、お前か」

　いまいち、心に余よ裕ゆうがないねえと溜ため息を吐つき、施聞は答えた。

「誰だれが門に入るかが、なんだかんだ言って、集落の連中の一番の興きよう味みの的だからね。暇ひまな時にはここで休きゆう憩けいしてるんだ。

　集落を避さけて、直ちよく接せつ、門を越えようとする使い手も多いんだ。そういう人たちと決戦前に軽いお喋しやべりを楽しむって寸すん法ぽうだね」

　どんな戦力で突とつ入にゆうし、そして敵かなわなかったのかは、重要な情じよう報ほうである。

　恵潤も大きく伸のびをし、その体を鎧よろいで包み大おお斧おのを取り出す。中に入れば何が起きるか判わからないのだ、今のうちから戦いの準備をしなければならない。

　静嵐が尋たずねる。

「僕たちの戦力でどんな感じだろ？」

　施聞はずけずけと値ね踏ぶみしながら一同の顔を見る。

「中の下げってとこかな。悪くはないが、これならいけるだろう、って要よう素そもない」

　殷雷が割わって入る。

「うるせえよ。帰ってきた奴やつが居いねえのに、最さい適てき編へん制せいもへったくれもあるまい」

「怒おこらない、怒らない。お詫わびにいいことを教えてあげよう。

　門に触さわると判ると思うけど、これは物理的に開く門じゃない。人間でいう心しん臓ぞうの鼓こ動どうが五つ打つぐらいの間触っていると、触っている者たちはどこか、まあ通路なんだろうけど、そこに飛ばされる」

　門に触ふれたら判ることを教えられても、お詫びにも何もなってないなと殷雷は言ったが、施聞は笑って付け加える。

「以前に居たんだよ」

「何がだ？」

「仙せん人にんさ。若じやく輩はい者ものっぽい仙人が、功を焦あせったんだろうね、龍華の住すみ処かに直接乗り込こんでやろうと考えたんだ。

　何も、人間専せん用ようの通路じゃあるまいって」

「ほお」

「ところが、これって人間専用の通路なんだ。正せい確かくには仙人以外専用通路。仙人が入ろうとすると、ボカンと仙せん骨こつが大だい爆ばく発はつさ。

　凛晴お嬢じようさんは、見た目から判はん断だんして仙人様なんじゃないのかい」

　これならば、いいこと、と言われても納なつ得とくが出来る。仙骨に反はん応のうして仙人が通れないのだ、仙せん獣じゆうや道士とはいえ同じだろう。

　凛晴を置いていくことに問題はないが、殷雷は、果たして大人しく言うことをきくかと考えた。

　ごねられても厄やつ介かいだ。

　当の凛晴は鼻で笑う。

「大だい丈じよう夫ぶよ。私は特別だから」

　根こん拠きよも何もありゃしねえ。どうにか留る守す番ばんをさせる口実を殷雷は探さがす。

「いいからお前は待ってろ」

「とめたって無む駄だ。あんたたちが入ってから私も突入する。突入を止やめさせる為ために、誰かを置いてく？」

　そんなくだらないことで戦力を割さくわけにはいかない。僕に頼まれてもお断ことわりだよと施聞は空を見上げて余よ所そ見みをしている。

　殷雷は舌した打うちをした。凛晴の顔に焦りは見えない。本当に大丈夫なのだろうか。

「ここで無む駄だ死じにを選ぶような馬鹿じゃあるまい。大丈夫だというお前の言葉を信じてやる」

　当然のことで恩おんを着せないでよと、凛晴は睨にらみ返した。そんな二人のやりとりを施聞は面おも白しろそうに見ていた。

「では名な残ごり惜おしいけどお別れのようだね」

　施聞は手を振ふる。先せん刻こくは扉とびらから出ていったのは施聞だったが、今度は殷雷たちが門を越こえて姿すがたを消す番だった。

　凛晴と恵潤に静かな気き迫はくが満ちている。静嵐はいつもの通りだ。これはこれで逆ぎやくに凄すごいなと感心しつつ殷雷は門の前に立つ。

　一同も同じように、門に近ちか寄よる。

　殷雷は振り返る。

　施聞はまだ、手を振っていた。

　ふと、殷雷は言った。

「施聞。お前も来いよ」

　ぴたりと施聞の手が止まる。そしてしばし考える。

「冗じよう談だんにしてはつまらないよ殷雷。宿屋で話をしただろ、僕ぼくは宿しゆく場ば町まちや門の周りをうろついて、興きよう味み深ぶかそうなものがあったら、そいつと話をする。

　僕に同調している宝ぱお貝ぺいたちは、その会話を聞くんだ。それが僕の使用者が僕に与あたえた使命さ」

「死んでるんだろ、そいつは」

　無礼な言い草に施聞の顔が途と端たんに険けわしくなる。殷雷は続ける。

「中に何が居いるか、お前は外に教えてやるんだ」

「だけど殷雷、僕には僕の使命が」

「まあ、お前が怪あやしい連中と会話をすれば情じよう報ほう収しゆう集しゆうの手間が省けて便利といえば便利だ。だが、お前が居なくなっても、不便になるだけで大たい勢せいは変わらん。

　……見てみたいだろ？　お前の使用者が何を見て、どうなったか」

　そんなことを殷雷が言い出すとは凛晴たちにも意外だった。いや、当の殷雷にも意外だった。

　殷雷は和穂を助けるという、己おのれの目的がある。そして、その和穂は人の世を救いたいという願いがある。

　殷雷は無む意い識しきの内に考えていたのだ。

　万が一に自分が倒たおれ、自分の目的を果たせずに和穂を救えなかったとしても、施聞を連れていき、中の情じよう報ほうを外に伝えることが出来れば和穂の望み、人の世を救うという望みを繫つなげられるかもしれない。

　宝貝の使い手による龍華討とう伐ばつが成されれば、人間界は救われる。

　咄とつ嗟さに出た誘さそいの言葉の底にはそんな意い識しきがあった。

　施聞は言う。

「それじゃ、同行させてもらおうか。滅めつ多たにしないんだけど視し覚かくにも同調出来るようにしておくよ。少しでも情報を流したい」

　意地悪く凛晴が笑う。

「門の中、通路からだと同調が利きかなかったりしてね」

　施聞は笑い返した。

「お嬢さん。それはそれで重要な情報になるんですよ」




　　　　二




「大変だ殷雷！　いきなり行き止まりだよ！」

「あぁ、施聞。奴やつのことはあんまり気にするな。まともに相手をしても疲つかれるだけだ。信じられないと思うが、巫ふ山ざ戯けてるんでも悪意があるんでもない」

「大丈夫。静嵐刀の轟とどろくばかりの悪名は充分承しよう知ちしているよ」

　心外だとばかりに振ふり向くと、その向こうに道が続いてる。先は薄うすぼんやりとしていて果ては見えないが、道は確たしかにある。

　巨きよ大だいではあり、奥おく行ゆきも見えないが常じよう識しきの範はん囲い内ないの大きさの洞どう窟くつだ。

　身長の十数倍の高さがあるとはいえ、上には土の見える天てん井じようがあり、横よこ幅はばも似にたようなものであろう。洞窟とはいえ鍾しよう乳にゆう洞どうの様相ではない。土やら岩石を力ずくで削けずり造つくった代しろ物ものだ。

　闇やみを照らすのは両方の壁かべに立てかけられた松明たいまつだった。尋じん常じようの光ではなく陽ようの気を含ふくんでいる為ため、露ろ出しゆつした土にはある程てい度ど植物も生えている。

　松明は垂すい直ちよくではなく、軽く奥に向かい傾かたむいて立てかけられている。一本道で、何ど処こから歩いてきたか不覚になるような心配もなさそうだった。

　ふむ、と殷雷は考え、施聞は殷雷の考えを見み越こす。

「軽く異い界かいと混まざっている空間だね。外からの同調者とのズレで大体判わかる。

　通つう常じよう空間と物ぶつ質しつの存そん在ざいの理が、ほんの少し違ちがうから、武ぶ器きの宝貝の観察力をもってしても闇を見通せないってとこかな」

「不意打ちを食くらうほどじゃないけどな」

　と殷雷は答える。

　だが、相手の正体が判らない状じよう況きようだ。そして化け物が居るのは確実なのだ。吞のん気きな顔をしているわけにもいかない。

　静嵐が質しつ問もんした。

「異界ってことは、人間界との対たい応おうが正せい対たい比ひじゃないかもなんだね。凛晴の話じゃ、和穂が到とう着ちやくするまで時間がないんだよね。

　通路を通りきるのに何年もかかるとかだったらどうしよう？」

　殷雷は取り敢あえず歩き始め、一同は続く。静嵐の疑ぎ問もんはもっともで、通路の長さが尋常ではない可か能のう性せいも確かにある。

　証しよう拠こもなかったが殷雷は答えた。

「いや、長くて四半日（六時間）もかからないはずだ」

「どうしてまた？」

「龍華の性せい格かくを考えてみろ」

　静嵐には意味が判らない。判らないという判はん断だんはこの場合は正確でもある。

「説明してくれよ」

「実じつ際さいに聞いてないんであれなんだが、龍華はこの通路を通って殺しに来いと言ったんだな。

　だったらこの通路はそんな長旅の支し度たくをせずとも通れるはずだ。人間が飯と水を摂せつ取しゆしなくても活動出来る限げん界かいより遥はるかに短い時間で抜ぬけられる」

「全く納なつ得とく出来ないね」

「門の向こうに化け物の居いる通路があって、通路の向こうに龍華が居る。どうしてだと思う？」

「どうしてと言われてもねえ。あれ？　今まで中の情じよう報ほうが外に出てなかったのに、どうして中に化け物が居るって判ってるんだい？」

「本当に、たまに鋭するどいところに気がつく馬ば鹿かだな。通路を越こえて来い！　って龍華が言った時にどうせ『来れるものなら来てみろや』っぽい雰ふん囲い気きがあったんだろ？」

　施聞は首を縦たてに振り、静嵐は横に振る。

「でもそれだけじゃね」

「たぶん、人間でも龍華を殺せる可能性が充分にある。あるから、殺しに来い！　なんてほざいたはずだ。可能性がないのに、そんなことを言う性格を龍華はしていない。

　今の状況で言うのも何だが、龍華は一方的な殺さつ戮りくは嫌きらうはずなんだ」

　なんの躊ちゆう躇ちよもなく仙せん術じゆつを乱みだれ撃うち、人間を殺し世界の箍たがすら壊こわそうとしている龍華に対して、殺戮を嫌うなんて言葉を納得しろという方が無理であったが、静嵐はなんとか納得する。

「うん。あの大おお暴あばれが異常な行動で、本来の龍華仙人ならそうだろうね」

「かといって、あれだけ人の恨うらみをかって、次から次にやってくる仇あだ討うちの相手を忠ま実めにする性格でもない」

「そこは簡かん単たんに納得出来る」

「だったら通路によって挑ちよう戦せん者しやを選別してるんだ」

「でも化け物とは判らないじゃないか。もの凄すごく険けわしい通路かもしれない」

「判らねえ奴だな。選別に使うのなら、化け物に決まってるだろうが。そいつを倒たおすか凌しのぐかする力量のない人間は相手をするだけ無む駄だだって話だろ」

　おぉ、なるほどと、静嵐は納得した。本当は納得出来るような話じゃないので、納得されても困こまるんだがな、と殷雷は思う。

　龍華の性格を下した敷じきにした正確な論ろん理りだが、やはり今の龍華がかつての龍華と同じような行動判断を行っているかという部分が弱過ぎた。

　かといって、他に予想の立てようもない。

　施聞は殷雷に同意した。

「集落に居た、武器の宝貝連中と全く同じ判断だね。判断が出来る状じよう況きようではない、ってのが一番正確な判断で、それでも予よ測そくを立てるならばって条じよう件けん付きだったけど。流石さすが、武器の宝貝の状況判断能のう力りよくって凄すごいね」

　静嵐はうなずく。

「いやぁ、全くたいしたもんだね、武器の宝貝って」

　口を開こうとした施聞を殷雷は制せいしたが、余よ計けいな手間だった。施聞は呆あきれて物が言えなかったからだ。

　凛晴が静嵐を睨にらみつける。

「正しよう念ねん場ばなんだよ。次に巫ふ山ざ戯けたこと言ったら叩たたき斬きるからね」




　　　　＊




　どれぐらい歩いたのか。

　人間ならば時間感覚の喪そう失しつに襲おそわれたであろうが、宝貝たちにその心配はない。ざっと一いつ刻こく（二時間）が洞どう窟くつ突とつ入にゆうから経けい過かしている。

　途と中ちゆうの通路に異常はなかった。

　いや、なかったと判断した。枯かれてはいるが枯れ果てたわけではない、貧ひん相そうな山道のような道である。さすがに動物は居なかったが植物なり昆こん虫ちゆうの姿すがたはあった。それが人間の世界のものか、異界からの侵しん入にゆう者しやであるか殷雷たちに判断は出来なかった。

　急に闇やみが濃こくなる。

　通路の広さは変わらない、壁かべの松明たいまつの明かりも変わらない。

　ただ、光と闇の境さかい目めが急きゆう激げきにはっきりとしていく。

　光と闇のまだらが通路の中に広がっていく。

　光の中は人の世、闇は異界。攪かく拌はんされた水と油のように二つの泡あわは混まざらなかった。

　闇に一歩踏ふみ出せば異界に入り、光に一歩進めば人の世だ。光の中だけを歩むには、松明の光は小さく、闇の中だけを進むには大き過すぎる。

　混ざらないが一つの空間を作り上げていく。

　恵潤が足を止めた。額ひたいから汗あせが滴したたっている。

「歩きながらでこれは、ちょっときついわね」

　索さく敵てき能力が一番高いのは恵潤である。

　それ故ゆえ、見通せない空間が恵潤に鉛なまりの重さでのしかかっていく。

　殷雷が指し示じを出す。

「普ふ通つうの気配感知に切り替かえてくれ、それで構かまわない」

　ふう、と恵潤は息を吐はく。

　ゲロリ。

　蛙かえるが鳴いた。

　松明の光の中、行く手に小さな蛙が居いる。

　小さな積み木で作られた、小さな蛙だ。

　ゲロゲロリ。

　これは湿しつ度どなのか。それとも何かの気配なのか。武ぶ器きの宝貝ですら判わからない何かが肌はだを触さわる。

　ふらりと凛晴が前に出て、積み木の蛙を蹴けり上げる。無む謀ぼうで無む策さくな行動に見えたが、それは違ちがっていた。

　殷雷と恵潤の間合いの中で凛晴は動いたのだ。

　もし、蛙が何かの罠わなであっても二人による救出が間に合う。間に合わなかったら、殷雷たちの敵かなう相手ではない。

　積み木の蛙は崩くずれ闇の中に落ちた。

　闇の中は殷雷の目でも見えない。

　殷雷の額にも汗が流れる。

　殷雷は決意した。

　腰こしに着けた断だん縁えん獄ごくを外し名を呼よぶ。

「綜そう現げん台だい！　流りゆう麗れい絡らく！」

　途と端たん、一いち陣じんの風と共に二人の姿が現あらわれる。異い様ような光景に綜現は驚おどろいたが、呼ぶからにはそれなりの事じ情じようがあるのは当然で、自分は邪じや魔まをしないように黙だまっていた。

　願わくは、流麗さんが殷雷さんにちゃんと助言してくれたらいいのに。

　だが、殷雷は綜現に言った。

「流麗はおまけだ。綜現、闇を払はらってくれ。恵潤、二人の護ご衛えいは頼たのんだ」

　え、と、驚く暇ひまもない。

　説明を聞いている時間がないのは殷雷の表ひよう情じようで綜現にも判る。

　綜現は素す早ばやく両手を上げ、どんな爆ばく発はつよりも速く周囲に光が広がる。




「！」

　殷雷は絶ぜつ句くした。異界の化け物に常じよう識しきが通用するとは端はなから考えもしていなかったが、闇の向こうに広がるのはあまりに異様な光景だった。

　闇に隠かくれていた異界は、綜現の光で消え去りはしなかった。異界は異界のまま人の世と細かく攪拌されただけだ。

「あれは何だ？　いや鯨くじらなんだけど」

　巨きよ大だいではないが鯨が一頭横たわっている。通路を塞ふさぐ程ほどの大きさはない。

　蛙と同じように、小さな積み木で作られた大きな鯨だ。

　違いは、蛙は生きていて、鯨は息いき絶たえていることである。

　どさりと鯨の一角が崩れた。

　中に何か居るかと殷雷は身み構がまえたが、中身もぎっしりと積み木が詰つまっていた。

　崩れた積み木がバラバラと動く。

　積み木が飛び散り、幾いくつかは小鳥となり残りは人の形を作り出す。

「……また、なんでよりにもよってあれなのよ」

　流麗が沈しずんだ表情で言った。今回ばかりは状じよう況きよう、言葉、表情が全すべて一いつ致ちしていた。

　僅わずかな情じよう報ほうでも殷雷は欲ほつした。

「あれが何か知っているのか！」

「……知っている」

「知っているんだったら、教えろよ！」

「……龍華が暇つぶしに異い界かい巡めぐりをしていた時に見つけた……」

　小鳥が宙ちゆうを舞まい、静嵐に迫せまる。凛晴にならい、静嵐は小鳥をはたき落とす。

「うわ、熱い！」

　払い落とした手を抱かかえる静嵐を横目で見ながら流麗は続ける。

「……あれは宝貝を食べる」

「能のう力りよくまで取り込こむか？」

「……そこまで複ふく雑ざつな生物じゃない。生物でもないか、そこまで複雑な存そん在ざいじゃない」

「だったら何とかなる。弱点はあるか？」

「……特定の音波と水に弱い」

「本当か！」

「……噓うそ。じゃ、きくけど石の弱点って何？　水の弱点は？　光の弱点は？」

　延えん々えんと続きそうなので、殷雷は取り敢あえず愚ぐ問もんであったことを認みとめる。

　鯨の崩ほう壊かいは進む。崩壊した積み木は別の物へと組み上がっていく。

　流石さすがに恵潤に三人も任まかせるわけにはいかないので、殷雷は施聞を背はい後ごに庇かばう。

「でも何で鯨や蛙や鳥や人間なんだ？　異界の化け物なんだろ」

　力なく施聞が地面に座すわり込む。

「あぁ……なんてことだ」

「どうした施聞」

「食われたんだ爛らん濠ごう船せんも、みんな、ここで。杏きよう説せつ様もここで」

「説明しろ！」

「爛濠船は海戦用の宝貝、鯨の姿すがたも取れたんだ」

　人やら鳥やら蛙かえるが襲おそいかかる。殷雷たちは攻こう撃げきを凌しのぐ。

　力なくへたり込む施聞に流麗は言った。

「……食った相手の形を真ま似ねするだけの知能はあるか。

　でも、あんたの使用者もとんだ間ま抜ぬけだったみたいね」

　言い返す気力もない。

「……宝貝を捨すてれば巻まき添ぞえで食われずに済すんだのに。あれは宝貝しか感知出来ないのよ」

　龍華の狡こう猾かつさを殷雷は見た。

　宝貝なくして龍華に立ち向かうのは不ふ可か能のうだと思わせ、通路にはこの化け物を仕し掛かけている。

　宝貝に頼たよらず通路を抜けた者は龍華の仙せん術じゆつで殺される。宝貝なき身だ。指先一つ鳴らすだけで人間は木こっ端ぱ微み塵じんだ。

　殷雷は拳けん撃げきと蹴けりで敵てきを粉ふん砕さいしていく。敵の数というより量が多い。

　いらつくが対たい応おうするので手て一いつ杯ぱいだ。

　敵そのものは強くない。単調な戦せん闘とうの中で思考は乱みだれる。

　今考えた、龍華の行動にどうしても違い和わ感を覚える。

　通路を越こえてきた人間とは、龍華は本当に殺し合いをするつもりなのではないか。

　宝貝を持っていないのならば、仙術などを使わずに本当に生身の戦いを行う。

　宝貝使いの集しゆう団だんを相手にするのは龍華にとっても負ふ担たんなので、この化け物を配はい備びしているのか。負担？　仙人の猛も者さを相手にあれだけ渡わたり合っている龍華が、複ふく数すうの人間の宝貝使いを相手に負担？

　思考はまとまらない。殷雷は戦闘に集中する。

　変へん幻げん自じ在ざいに形を変える、この相手から逃にげ出すのは容よう易いではない。

　戦えば戦えるが、背せ中なかを向けた途と端たん、無数の鳥に姿を変え、背後から襲しゆう撃げきされればどうにもならない。

　イライラはさらに募つのる。

　綜現の光はこの洞どう窟くつ全すべてを照らしてくれたのだ。突とつ入にゆう地点の入り口から、目標地点の門まで全てだ。

　この先に障しよう害がい物ぶつはない。

　異界との結合地点は無数に存そん在ざいするが、今の場所程ほど、混こん濁だくしたものはない。

　急いで駆かけ抜ければ異界の化け物の出しゆつ現げんよりも先に突とつ破ぱ出来る。

　いや、化け物はこの一匹ぴきだけだ。選別の為ためにはこの一度の試練だけで充じゆう分ぶんだ。

　身を守るのに手一杯のようにも見えるが、それでも静嵐は敵を粉砕している。凛晴は槍やりを器用に操あやつり、恵潤は大おお斧おのを軽く振ふり回していく。正面からぶつかる限かぎり、この戦力で押おし負けない。

　ならば凛晴だけを走らせるか？

　殷雷は考えたが、やはり敵の能力が厄やつ介かいだ。逃とう走そうをよしとせずに一部が鳥に変わられれば、追いつかれる。逃げながらは戦えない。

　恵潤が言った。

「さて。捨すて駒ごまの時間が来たようね」

　殷雷の眉み間けんに皺しわが寄よる。

「おい恵潤！」

　恵潤は笑った。

「私一人で食い止める！　とか言えたら格かつ好こう良よかったかもしれないけど、それはちょっと無理そうなんだ」

　施聞は恵潤の能力を知らない。

「どうするんです恵潤さん？」

「天てん網もう結界を張はります」

　施聞の知ち識しきにその言葉はない。

「何です、それ」

「結界を張って敵を閉とじ込めて足あし留どめをします。その間に凛晴、あなたは通路を越えて龍華の所に行って」

　凛晴は答えない。断ことわるつもりなのか判はん断だんが出来ないのか顔を曇くもらせる。

　恵潤は続ける。

「敵だけ結界に閉じ込められたらいいんだけど、それは無理でね。結界の中心は私自身になる。私が破は壊かいされたら結界も崩ほう壊かいするんだ。だから足留め用に、私と一いつ緒しよに結界に残って戦ってくれる人が要いる」

　静嵐も笑う。

「ほいきた」

「敵との戦力比ひを考えたら、殷雷と静嵐に残ってもらうのが最さい善ぜんの選せん択たく。いや唯ゆい一いつの選択になる。凛晴も強いけど、それは槍の能のう力りよくでしょ？　殷雷が槍を持って龍華の所に行ってしまうと時間が稼かせげない」

　押しきれず、押しきられない現げん在ざいの状じよう況きようだ。一人戦力が減へるだけで、ジリ貧ひんになる。

　ジリ貧になろうとも、龍華の下もとに辿たどりつくまでの時間を稼ぐのだ。

　それしか手はない。

　もとより殷雷に覚かく悟ごはある。だが、恵潤と静嵐を巻まき込むことをよしとしたくはなかった。

　だが、それしか手はない。

「判わかった。凛晴、和穂は頼たのんだぞ」

　極きよく限げんの状況で凛晴は軽かろやかに答える。

「やなこった」

「てめえ」

　ふんと鼻で笑い凛晴は答える。

「要するに、私と殷雷の弱い方が和穂を助けに行けばいいって話でしょ」

　静嵐はきいた。

「意表を突ついて、僕ぼくが助けに行くってどうかな？」

　敵との戦せん闘とうの最中で、極限の集中力を費ついやしながらの会話である。そんな与よ太た話ばなしに付き合う余よ裕ゆうのある者は居いない。

「聞き違ちがいか凛晴。お前が俺おれより強いって意味に聞こえたぞ？」

　さらりと立ち位置を変え、自分が戦っていた敵てきを凛晴は静嵐になすりつける。

　そして道服の帯に手をやる。

　いきなりここで裸はだかになって何をしたいのか殷雷には判らない。

「おい、何してるんだ」

「間ま抜ぬけな欠けつ陥かんを持つ、四本刀より私の方が強いって言ってるんだよ」

　凛晴は道服を脱ぬぎ捨すてた。

　道服の下には、紫むらさき色いろの袖そで付つきの外がい套とうがある。

　外套には目立たないが繊せん細さいな刺し繡しゆうで麒き麟りんの姿すがたが彩いろどられていた。

「龍華が失敗作のままで刀造づくりを止めたと思う？　龍華は完成させたのよ、欠陥のない真の刀の宝貝、凛晴刀を！」

　驚おどろいたら負けなのは明白だったので、殷雷は努めて驚かない素そ振ぶりをする。

「へえ、そうだったんだ」

　凛晴はムッとする。

「ほら、そこよ。そういう態たい度どが感かん情じように欠陥がある証しよう拠こじゃない！　素す直なおに驚くのが癪しやくだからでしょ！」

　静嵐は言う。

「あれ、それじゃ僕たちは四本刀じゃなくて五本刀なんだ」

「人の話はちゃんと聞きなさいよ！　四本刀の失敗を乗り越こえて造られたのが私なの。一緒にしないでちょうだい！」

　静嵐に凛晴の相手をさせてそれを見物しているのも面おも白しろそうだったが、流石さすがにそこまで遊んでいる暇ひまはない。

　グチグチ言ってる凛晴に殷雷はきいた。

「でも待てよ。お前、空を飛んだり、刀を槍やりに変えたりしてたじゃないか。大型宝貝でもないのに何でそんな芸当が出来る？

　ま、まさか！　真の刀の宝貝だからか！」

　怒おこったら負けなのは明白だったので、凛晴は努めて怒らない素振りをする。

「この道服は宝貝用追加兵へい装そう。これを着てれば空ぐらい飛べる。仙せん術じゆつの真似まね事ごとも出来るけど、その為ためには奥おくの手級の技わざ、まあ神速七手なんだけど、それが必要。

　殷雷、この道服をあげるからこれを来て龍華の所まで行きなさい。

　恵潤たちと私はここで足あし留どめする」

　ひょいと立ち位置を変え、殷雷は戦っていた相手を静嵐になすりつける。

　静嵐は悲鳴をあげたが殷雷は気にしない。悲鳴をあげられる余裕があるからだ。

「その道服か。大きさとか、この色がちょっとな」

「当然、それぐらい自由に変えられる」

　受け取った道服をヒョイと殷雷は羽は織おる。途と端たん、道服は黒色に姿を変え、殷雷の為に作られたかのように大きさも変わる。

　凛晴は恵潤に言う。

「どう？　私が刀の宝貝だと知って驚いた？　それとも殷雷みたいにやせ我が慢まんして驚いてないふり？」

「ごめんね。なんとなく他人じゃない感覚があったから、普ふ通つうに驚かなかった。

　でもそれより、龍華の宝貝だからって、今まで、まさか龍華の指し示じで動いていたんじゃないでしょ？　誰だれの命令で動いてた？　やっぱり護ご玄げん仙人？」

「ううん。私は龍華から燕えん寿じゆ仙人に贈ぞう呈ていされた宝貝。燕寿仙人の指示で動いていた」

「その仙人なら知ってる。護玄仙人の妹いもうと弟で子しだね。でも少しは希望が見えてるのかな、和穂を助ける為に力を貸かしてくれる仙人が居いるのならば」

　凛晴は素そっ気けなく言った。力の限かぎりの素っ気なさだった。

「燕寿仙人は死んだ。命と引き換かえに、この術式を造つくったのよ」

　恵潤は言葉に詰つまる。凛晴は、慰なぐさめは無用とばかりに殷雷に槍を渡わたす。

「だから、殷雷。絶ぜつ対たいに失敗するんじゃないよ」

「言われるまでもない」

　そよ風のように響ひびいていた静嵐の悲鳴が弱くなってきた。

　あまり時間はかけられない、殷雷は腰こしの断縁獄に手をかけた。

「綜現、御ご苦く労ろうだった。もういい。断縁獄の中に入ってくれ。お前らまでここに残る必要はない」

「何がなんだかよく判わからないけど、僕もここに残って洞どう窟くつを照らし続けます」

　闇やみを払はらい、異い界かいの層そうを綜現は露あらわにした。

　殷雷は洞窟を全すべて見、異界から何かが出る可か能のう性せいのある「層」の場所を把は握あくした。

　今、綜現が光を照らすのを止めたところで層の場所は記き憶おくしている。

　こと、光と闇に関しては綜現の理り解かいは大きい。

　あの闇は尋じん常じようの闇とは違ちがい、武ぶ器きの宝貝の感知能力では見通せないと、綜現は理解している。

　万ばん全ぜんを期すならば綜現に光を放出させていた方が良いのは明らかだった。

「判った。任まかせたぞ。恩おんにきる」

　死地である。

　殷雷と共に行った方が、生き残る可能性は多い。無む理り矢や理りにでも断縁獄の中に閉とじ込こめて連れていく手もあったが、殷雷はそれをよしとはしなかった。

　説得に意味はない。綜現は一目で、状じよう況きようを理解している。どうしてこうなったかは判らないが、このままではどうなるかをだ。

　理解した上での覚かく悟ごである。

　静嵐に絡からんでいた敵てきの一部を凛晴が引き受ける。器用な蹴しゆう撃げきで異い形ぎようたちを破は壊かいしていった。

「刀の宝貝が三体も残って戦うんだ、そう簡かん単たんに倒たおされはしない。二、三日なら戦い続けてやる。

　さっさと和穂を助けて、龍華をどうにか出来たら、こいつらを倒すのに戻もどって来い。

　それにさっきまでの私はちょっとばかり手て加か減げんしていたんだ。本気を出せばあんたらより強いんだからね」

　よせばいいのに静嵐が聞く。

「凄すごいね。どれぐらい戦せん闘とう能力に差があるんだろう」

　場合が場合である。ハッタリをかましたいところであったが、馬ば鹿か正直に凛晴は答える。

「ざっと一割わり五分増ましってとこ」

　躊ちゆう躇ちよは出来ない。躊躇する間に進むべきだ。殷雷は言う。

「きくだけ無む駄だだろうけど、流麗、お前はどうする？」

「……綜現と一いつ緒しよに居る」

　殷雷は施聞の首根っこを摑つかみ、半ば担かつぎ上げるように立ち上がらせる。

「お前は来い。そしてこの先に何があるかしっかりと見るんだ」

　大おお斧おのを操あやつる恵潤の動きが緩かん慢まんになる。

　その様相だけで凛晴たちは、結界展てん開かいの準じゆん備びに入ったと知る。

　右手で大斧を操り、左手が複ふく雑ざつな印を組みだしていく。

「殷雷。私はあなたを信用しきれない」

「この土ど壇たん場ばで泣けることを言ってくれるじゃないか」

「全てのけりがつくまで、ここに戻って来ないでよ。通路を突とつ破ぱするまでに私たちが、あの敵に倒されそうになっても」

「判っている」

　殷雷の言葉に混まざる、わずかな迷まよいを恵潤は見み逃のがさない。殷雷一人にではなく、この場に残る者全てへの宣せん言げんを行う。

「もし、殷雷の力があれば凌しのげるような危き機きになって、あなたが戻ってきても、私は結界を解とかない。ここに残る者が全員倒されて、殷雷も倒され、和穂を助けられないようなことになろうとも、私は結界を解かない」

　恵潤の決意に殷雷も迷いを捨すてるしかなかった。

「くどいな。判っている。だがこいつは置いていくぜ」

　殷雷は断縁獄を凛晴に放ほうり投げる。

　恵潤は頷うなずく。

「じゃあ、結界を張はる。殷雷は奥おくに向かって走って！」

「判った。行って来る！」

　恵潤の大斧が地面を叩たたくのを合図に、殷雷は施聞を担ぎ上げ、走り出した。

　天網結界。透とう明めいの衝しよう撃げき波はが殷雷と施聞以外のものを包み込む。




　積み木たちにあるのは単たん純じゆんな本ほん能のうだった。

　単純ではあるが愚ぐ鈍どんではない。

　逃にげ出そうとする獲え物ものに向かい、積み木たちの一部は鳥の姿すがたに形を変え飛ぶ。

　その姿がこの場所で、小回りは利きかないが一番迅じん速そくに動けると積み木たちは学習していた。無様な試し行こう錯さく誤ごを猛もう速そく度どで行う積み木たちの本能は、もはや高度な知ち性せいに近い。

　鳥の形で速度を上げ、獲物の背せ中なかに狙ねらいを定めた途と端たん、鳥は槍やりの形に変わる。

　だが、槍は何かにぶつかり、衝しよう撃げきで積み木たちは砕くだけ散った。

　槍から積み木に戻った積み木たちは蛙かえるに姿を変え、ゆっくりと歩む。

　ある程てい度ど進むとやはり先に進めない。

　槍の時と違ちがい、速度は出ていないので衝しよう突とつの衝撃はなく、蛙は姿を留とどめたままだった。

　見えない物の形を知る必要があった。

　蛙は形を積み木に戻し、積み木は障しよう害がい物ぶつの形に合わせ、煉れん瓦がのように積み上がっていく。

　目に見えない天網結界の一部が、積み木たちによって、次から次へと形作られていった。

　積み木たちは興きよう味みを持った。

　別の獲物を襲おそっている積み木たちの攻せめを少し緩ゆるめ、見えない物の形かたち作づくりを楽しむ。

　見えない物の形を知り、逃げ出した獲物に至いたる道を探さぐっていたのだが、ここで、積み木たちは『壁かべ』の概がい念ねんを持つ。

　移い動どうしようと思っても移動出来なくさせるものだ。

　宝貝を食くらう時に、宝貝でないものに邪じや魔まをされたことは今までにもあった。

　それは独どく立りつした『周囲』を持つ形であり、粉ふん砕さいするなり迂う回かいして処しよ置ちしていた。

　ここは洞どう窟くつである。壁も天てん井じようもあるのだが、その先には何もない。障害物としての『壁』を積み木たちは初めて認にん識しきしたのだ。




　ぞわりとする不ふ吉きつな感覚が凛晴と恵潤を襲う。

　戦闘は継けい続ぞく中であるが、視し界かいの隅すみに造り上げられた壁が二人には見えていた。

　凛晴が言う。

「もっと天網結界を広げなさいよ。そうしたら、壁で遊んでる連中を引き離はなせる」

　恵潤は答えた。

「もう、やっている」

「まずい！」

　敵てきの攻こう撃げきが止やんだ。

　人の形や獣けものの形をとり、凛晴たちに襲いかかっていた積み木たちは、鳥の形になった。

　そして、殷雷が走り去った方向とは逆ぎやくの、通路の入り口側に向かい飛び、そこにも壁を造った。




　敵の動きを疎そ外がいする『壁』。

　これを使えば、今ここに居いる獲物を容易たやすく食らえる。

　逃げた二匹ひきは仕方がない。

　二枚まいの壁は厚あつみを増ましつつ、ゆっくりと恵潤たちの場所に近づいて来る。




「一度切って結界を再さい展てん開かいして！　外界と内界を不ふ干かん渉しように出来るなら、壁との間に結界を張れば押おし潰つぶされずに済すむ！　あいつらは殷雷たちをもう、あきらめている!!」

　恵潤は舌した打うちをした。結界を解とけば、殷雷たちに敵が仕し掛かける可か能のう性せいもあったが、それ以前に無理な話なのだ。

「出来ない。壁と壁の距きよ離りが最少結界半径より近い。内側に結界は張れない」

　流麗は笑う。

「……そんなに小さい天網結界が、自じ在ざいに張れたら戦せん闘とうじゃ無む敵てきでしょ、お馬鹿さん。

　天網結界展開者は、結界を支ささえる大黒柱なんだから移動もままならないのよね。間ま抜ぬけな話だわ、まったく」

　壁はゆっくりゆっくりと迫せまり来る。

　刀の宝貝の戦闘力で穴あなを開けられないように、その厚みを増しながら、ゆっくりとゆっくりと、首を絞しめるように。




　　　　三




　和穂は答えなかった。

　光こう遁とんの術じゆつは移い動どう系けい仙せん術じゆつの中でも、一番速度が速い。その代だい償しようとして手間がかかり、隙すきや疲ひ労ろうも大きいのだが、和穂は光遁の術で飛んだ。

　和穂にとっては瞬しゆん時じであったが、光に匹ひつ敵てきする速度で数時間かけ、異界へと広がる森を抜け人間界へと出る。

　あまりに深い森である。人の世界との時間のズレの存そん在ざいは充じゆう分ぶん承しよう知ちしていた。

　全すべてが終わってしまった可能性に、焦あせりながら周しゆう天てんの術を使い、肉体を再さい生せいした和穂だったが、その焦りは無用のものだった。

　燕寿が和穂の前に現れ、混こん乱らんはいまだ続いていることが判わかった。

　鏡閃は疑ぎ惑わくを感じた。

　本当ならば、さっさと終わって当然の事じ件けんである。人間界で仙術を無む造ぞう作さにぶっ放し、人の命を奪うばったのだ。

　討とう伐ばつ人にんが派は遣けんされ、最悪の邪じや仙せんは駆く逐ちくされて全てが終わっているはずだった。

　だが、龍華は今もいる。

　何かの謀ぼう略りやくが絡からんでいるのではないかという、鏡閃の考えももっともだった。

　情じよう報ほうが足りない。

　邪仙の弟で子しというだけで、捕ほ獲かくされる危き険けんもあったが、和穂は休息も兼かねて終極飯店へと飛ぶ。




　　　　＊




「ご利用は構かまいませんよ。第一、捕獲なり討伐命令が出ているなら野放しにされているはずもないですからね」

　統とう一いつされた時間は龍華の手で破は壊かいされていて、あの戦闘から幾いく日にち過すぎたかは定かではない。漠ばく然ぜんと数ヶ月といったところだろうか。

　終極飯店の店員は、普ふ通つうの仙人と同じようにこの店を使えると保ほ証しようした。龍華に対する逆さか恨うらみを覚えた仙人が和穂の身を害することもない。終極飯店内では私し闘とうが禁きんじられているのだ。

　知ち識しきとしては知っていたが、その目で終極飯店を見るのは和穂は初めてであった。

　仙人でない者には知覚出来ないだろうが、限かぎりなく広い店内である。

　繁はん盛じようしている店の中に居るのは、殆ほとんどが人間で少しばかりの仙人と、仙人でも人間でもない者も交まざっていた。

　世界の終わりに現あらわれる終極飯店。

　和穂はその意味を知る。

　終極飯店がなければ既すでに人間は絶ぜつ滅めつしているのだ。終極飯店により経けい済ざい、流通が維い持じされている。社会の根こん幹かんを死守することにより、人類を恐きよう慌こう状じよう態たいより救い、自じ滅めつへの道どう程ていを抑おさえ込こんでいる。

　言葉を替かえれば、人間界は龍華の手で既に滅ほろぼされたと言える。

　終極飯店、すなわち仙界によって人間は飼し育いくされているに過すぎない。

　当然、仙界に悪意はない。

　今もなお、全ての元げん凶きようである龍華は生き延のびていて、龍華の始末がすまない限り仙界は終極飯店を引き下げるわけにもいかない。

　和穂の失敗により、欠けつ陥かん宝貝がばらまかれた時、神しん農のうは仙人による介かい入にゆうを認みとめなかった。

　宝貝という異い分ぶん子しが加わったとしても、人の世は人の世としてあるべきだと判はん断だんしたのだ。

　仙人による世界の平定を神農は否ひ定ていした。

　なのに、今、ここには終極飯店がある。

　龍華の手により、もう人の世は滅ぼされたとの判断があったのだ。




　和穂はとりあえず、龍華の今までの行動を知りたいと考え、情報の提てい供きようを求めた。鏡閃も同じ考えである。

　すぐさま卓たくの上に情報が浮うかび上がった。

　順じゆん序じよをおって、何が起きたかを探さぐろうとする和穂を鏡閃は制せいした。

　鏡閃は自分の考える疑惑を先に追究したかったのだ。

　すなわち、何者かによる謀略、龍華はその手て駒ごまに過ぎないという考えである。

　龍華に殺された仙人の名めい簿ぼを鏡閃は卓に浮かばせた。

　仙人の格かくによる順序でだ。

　格。単たん純じゆんに仙人としての能のう力りよくと見てよい。仙界は基き本ほん的に実力主しゆ義ぎである。

　格と強さはほぼ同義と言ってもよい。当然、仙人の実力は戦せん闘とう能力だけで語られるべきものではないが、総そう合ごう的な強さが仙人としての格で表ひよう現げんされているのも事実だ。

　鏡閃とて、大まかな証しよう拠こが欲ほしくて、格による順序を見たかっただけだ。

　仙界による謀略で、龍華が長きにわたり戦っているのならば、龍華に始末されたのは格の低い仙人ばかりのはずだ。

　討伐しようという格かつ好こうだけで、二流、三流の仙人をぶち当てて、時間を稼かせいでいる。

　仙界の思惑おもわくが判らなくとも、倒たおされた仙人の格を見れば、仙界がどれだけ本気で龍華を始末しようとしているかが判る。

　浮かび上がった、格の順序による名簿を見て、鏡閃は絶ぜつ句くした。

　鏡閃が仙人であった時代には、大仙と呼よばれる仙人が二十四名存在した。

　大仙。言葉のままに尋じん常じようならざる修しゆ行ぎようを修おさめ、並なみの仙人とは別べつ格かくの仙人である。

　その大仙の名前が三人、龍華によって殺害された名簿にある。一人は知らぬが残りの二人は鏡閃もその高名を知っている仙人だ。

　三十人ばかり名簿に表ひよう示じするようにしていたのだが、その末席にある一いち耀ようですら龍華と比ひ較かくして別格の仙人だった。

　仙界は本気で龍華討伐にあたっている。そう判断すべきか、全すべてを攪かく乱らんする為ために大仙が龍華に始末されたように見せかけているのか鏡閃には判らなかった。

　ほぼ無む意い識しきの内に、冥府からの死し亡ぼう確かく認にん書類、いわゆる鬼き籍せきを参照するが、そこにも同じ名前が綴つづられている。

　冥府の鬼籍の偽ぎ造ぞうは有り得ない。仙界と冥府が共に手を組み、この仕し掛かけにあたっているのか？　鏡閃の中で疑ぎ惑わくはどこまでも広がっていく。

「陰いん謀ぼうの類たぐいじゃありませんよ。全ては見た目のまま。力において遥はるかに龍華に勝まさる仙人を仕向けても、返り討うちにあい龍華を仕し留とめられていない」

　一通り、龍華の戦闘記録を見た鏡閃の赤い瞳ひとみが、声をかけてきた一人の老人を見る。

　仙人だ。しかも只ただの仙人ではない。独どく特とくの眼がん光こうから軒けん轅えん系けいの仙人だと鏡閃は判断した。

　この飯店の責せき任にん者しやなのだろうか、仙人としてのただならぬ格の違ちがいを鏡閃は感じ取る。

　鏡閃は尋たずねたが、仙人は店主ではなく只の世話役だと答える。

「龍華討とう伐ばつ人にんの任にん命めいを行っている者です。

　同席させてもらってよろしいですかな。よろしければ少しばかり食事を奢おごらせていただきたい」

　食事はどうでもいい。だが、生きた情じよう報ほうが欲しい。鏡閃は首を縦たてにふった。




　運ばれたのは豪ごう勢せいな料理だった。当の仙せん人にんは徳利とつくりからチビリチビリと酒を吞んでいる。

　鏡閃に食しよく欲よくはなかったが、意外に和穂は料理に手を伸のばし、食くらう。がつりがつりと食らう。

　そんな和穂の姿すがたを見て、仙人は燕寿のことを思い出す。

　始末、始末と言っていたが、その言葉には殺意はなかった。始末、すなわち和穂を殺すことだったのか、和穂を鏡閃の呪じゆ縛ばくから解とき放つことだったのか、今となっては仙人には判らない。

　だが、こうして鏡閃に操あやつられたままの和穂がここに居いるのだ、燕寿の願いは届とどかなかったのかと仙人は考える。

　鏡閃の意思か和穂の意思かは知らないが、先せん刻こくまで閲えつ覧らんしていた情報を知る仙人は、鏡閃がこれから何をしようとするのかが判る。

「龍華を殺しに行きなさるか？」

　食事の手が止まり、赤い瞳の和穂は、そうだ、と、答える。

「……鏡閃殿どのの決意は判った。和穂も同じ意見なのですか？」

　鏡閃の呪縛が解けたのだろう。和穂の瞳が黒くなる。

　だが、和穂は答えずに食事を続ける。

　鏡閃が呆あきれて言った。まだ、覚かく悟ごが出来ていないのか、いい加か減げんに腹はらを括くくれ、と。

　情を捨すて、非ひ情じようになり師し匠しようを殺すという覚悟はない。人間に対して悪あく逆ぎやく非道の限かぎりを尽つくす師匠を、怒いかりに震ふるえながら殺そうという覚悟もない。

　非情にならず、感情に溺おぼれようともしない和穂に対する鏡閃の言葉だったが、彼の言葉は間違っていると仙人は知る。

　覚悟は出来ている。腹も括っている。静かに哀かなしみだけを湛たたえた瞳だが、その決意は深い。

　仙人は言う。厳げん密みつに法に従したがうならば、和穂が人間の世界に居てはならない。

　が、この崩ほう壊かいした世界でどれだけ法に意味があるのか。

「まあ、仙人になってあまりに日が浅い、若じやく輩はい者ものの仙人だ。討伐資し格かく云うん々ぬんを議ぎ論ろんしても仕方ないか。

　好きにすればよろしい。

　だが、他の仙人との戦たたかいの巻まき添ぞえを食らって死ぬような、くだらん死に方はなさらぬように注意してください」

　黒い瞳の和穂は小さくうなずき、途と端たんに瞳は赤くなった。

　単刀直入に鏡閃は尋ねた。龍華はどうしてこれだけの力をふるえるのかと。

「判っていたら、仙界はここまでてこずらない。

　ただ、ある程てい度どの仕組みは見えているがね。

　日のある間は龍華は仙人と撃うち合って、日が沈しずめば九遥山に戻もどり、龍華討伐にやって来た人間たちを殺している」

　和穂の箸はしを握にぎる手がギュッと強くなる。

　その発言に疑ぎ問もんを挟はさめるような相手ではないと和穂も理り解かいしている。この仙人が語るのは裏うら打うちのある事実だ。

「日にち没ぼつ後の殺さつ戮りくは昼間のような一方的な虐ぎやく殺さつとは違うんですがね。

　あぁ、疑問はもっともですな。そこが龍華の強さの秘ひ密みつの一いつ端たんを握っているから。

　簡かん単たんに言えば、龍華は人間に殺される危き険けんを背せ負おうことにより、仙人としての論ろん外がいな力を得ている。これは間違いない。

　えぇ。それだけじゃ説明はつかない。

　大仙級の仙人を倒たおすには、そんな力でも到とう底てい足りないはずですからね」

　ぞくりと背せ筋すじを冷やしたのは鏡閃の感かん性せいだった。

　赤い瞳が僅わずかに怯ひるむのを見て、仙人は念を押おす。

「龍華を倒そうというのだ。当然、手立てはあるでしょう。ですが、その手立てを成立する力があなたにおありかな？」

　桁けた外はずれに膨ぼう大だいな力を操あやつっているが、龍華は仙人としての常じよう識しきを逸いつ脱だつしていない。

　大仙を龍華ごときの実力で仕し留とめることは既すでに非常識の範はん疇ちゆうに入っているように見える。

　そういう意味ではなく、仙せん骨こつを破は壊かいされても死ななかった、死者を蘇よみがえらせた、時間を操り過か去こに干かん渉しようした等の、仙人としての不ふ可か能のうごとを行ってはいないという意味だった。

　鏡閃は確かく信しんする。一ひと太刀たち浴びせられれば、龍華は殺せる。

　問題はいかにしてその一いち撃げきを龍華に当てるかだ。実じつ際さい問題として、隙すきをついての不意打ちしか手はない。相手の油ゆ断だんを期待しての作戦だ。

　仙人になりたての和穂のような仙人に私が倒されるはずがない、そういう慢まん心しんをつくしかない。

　その希望はあまりにも儚はかない。

　仙人の質しつ問もんに鏡閃が口ごもる間に、和穂は食を進める。

　肉を食くらい、魚を食らい、米を食らい、野菜を食らう。その間にも卓たくの上に浮うかび上がる、龍華と仙人たちの戦せん闘とう記録に必死に目を配らせている。

　鏡閃の決意を仙人は理解し、その上で自分の質しつ問もんに即そく答とうで『出来る』と答えなかったことを彼は評ひよう価かした。

　鏡閃は軽はずみな男ではない。

　だが、それでは届かないと、仙人は踏ふむ。鏡閃では龍華を倒せない。致ち命めい的な何かが彼には足りない。

　決意だ、腹を括れだとか和穂に言っていたが、真意は見えないが決意の強さならば龍華の方が強い。

　鏡閃が表に出て来るたびに食事を中断させられた和穂であったが、今の長い沈ちん黙もくで食事を終わらせることが出来た。

　和穂は食事の礼をする。鏡閃は質問には答えられなかったのだ。

　哀あわれな犠ぎ牲せい者しやが一人増ふえるだけだなと仙人は結けつ論ろんを出す。

　鏡閃の沈黙は自分の作戦には龍華の隙が必要だと白はく状じようしているのも同じだった。

　仙人は知っていた。龍華は油断などしないと。

「健けん闘とうを祈いのりますよ」

　席を立ち、去ろうとする仙人に和穂が声をかける。

　何かと思えば、符ふを一枚まい分けてくれとの願いだった。

「あぁ構かまわないよ。正式な討とう伐ばつ人にんなら紫し雲うん符ふぐらいまでなら支し給きゆうされるんだが、そうはいかないね。白びやく檀だん符ふでいいなら私が個こ人じん的に分けてあげよう」

　和穂は首を横に振ふった。

　六級符でよいと和穂は言った。

　仙人には和穂の意図が判わからない。

「対龍華用に使うのかと思ったが、そうじゃないのかな？

　龍華に使うとな？　いや、それならば最低でも白檀符でないと意味をなさない。

　六級符で出来る攻こう撃げきなんか、強大な力を揮ふるう龍華にとっては小さな花火と変わらない。

　龍華の隙を突ついて当てられても、六級符で現あらわれる仙せん術じゆつでは何の手て傷きずも負わせられないよ。それぐらい判るだろ？」
















　和穂は退しりぞかない。六級符でよい。駄だ目めならば諦あきらめると言う。

　理由が判らないが、断ことわるのも何か可哀かわい想そうな気がした仙人は、通りすがりの給きゆう仕じから一枚の紙を受け取る。

　変へん哲てつのない紙だ。客の注文を受けて、厨ちゆう房ぼうに渡わたす為ためだけの普ふ通つうの紙だ。

　仙人は濡ぬれた紙から水すい滴てきを払はらうように、受け取った紙を振った。

　途と端たん、紙切れは符となる。

「困こまったな。気を利きかせて高級符ぐらいの力を黙だまって封ふうじておく手もあったが、逆ぎやくに失礼そうだから、これは紛まごうことなき六級符だ。差し上げるよ」

　和穂は礼をする。命の一つや二つを助けられても、ここまでしないような、されている方が恐きよう縮しゆくするような丁てい寧ねいな礼だ。

「龍華のところに向かうのかい？」

　和穂はうなずき、終極飯店を出ていった。




　　　　＊




「こういうのはどうだい？　『貴き様さまを倒すのは、こんな積み木だかなんだかわけの判らないものじゃなくてこの俺おれだ！』てな感じで好こう敵てき手しゆが外からこいつをぶち破やぶって助けに来るとかさ」

　静嵐の言いたいことが判らないでもなかったが、恵潤には思い当たる節はない。

「私には居いないけど、静嵐には居るの？　そんな好敵手みたいなのが」

「まさか、いやしないよ」

　この窮きゆう地ちによくそんな与よ太た話ばなしが出来るものだと凛晴は感心した。

「くだらない話をしてるんじゃない」

「でもさ、好敵手は無理でも、施聞と同調していた集落の宝貝使いが助けに来てくれるかもしれないじゃないか」

　今度のはさっきの話よりは現げん実じつ味みがありそうだった。だが、程てい度どの問題だ。凛晴は首を横に振る。

「うん。外の連中は、私たちに感かん謝しやしてると思うよ。通路の化け物の正体が判ったんだから。でも、ここは施聞が龍華の手の内の一つでも目もく撃げきするまで静観の構かまえでしょ」

「だったら、こういうのはどうかな」

「いいから、黙っててよ」




　凛晴たちは、積み木たちに完全に囲まれていた。

　積み木たちによって半球形の空間に閉じ込こめられている。一いちか八ばちか刀の形けい態たいに姿すがたを戻もどした凛晴の斬ざん撃げきを放ってみたが、その結果は積み木たちの厚あつみが既すでに凛晴刀の刀身を超こえていることが判っただけだ。

　それでも積み木たちは中の獲え物ものを甘あまくはみていない。一気に押し潰つぶそうとはせずに、じっくりと半球の大きさを狭せばめていくだけだ。

　恵潤を中心とした半球だ。静嵐と凛晴は、それでも相手に隙すきがないかと積み木たちから目を離はなしていないが、綜現は座すわり込み、流麗は綜現の隣となりに寄より添そう。

　綜現は言った。

「ごめんね流麗さん。僕ぼくがここに残るなんて言ったから、流麗さんまで危き険けんな目に遭あわせてしまって」

　手を握にぎり、軽く頰ほおずりして流麗は答える。

「……構かまわないのよ。あなたに殺されるなら本ほん望もうだわ」

「いや、別にそのガキのせいで殺されるわけじゃないでしょうに。そんな言い方したら可哀想でしょ」

　全く深い意味のない凛晴の言葉だったが、思いっきり流麗に睨にらまれる。反はん論ろんに文もん句くがあるのではなく、私の綜現に、なにちょっかいだしてるのよという嫉しつ妬との表ひよう情じようだ。

　相手にしていてはきりがない、何か手はないかと、凛晴は断縁獄をもてあそぶ。そして、その中に面おも白しろい名を見つけた。

「ちょっと、この塁るい摩ま杵しよって、あの塁摩式攻こう城じよう兵器の原型じゃないの？」

　きかれても恵潤には判わからない。

「生あい憎にく、葛籠つづらの封ふう印いんの中で過すごしてたから、外の事情はあんまり知らないのよ。塁摩の技ぎ術じゆつが他の宝貝に流用されてるならそうなんじゃない」

「ほお。ちょっとは可か能のう性せいが見えてきたじゃない」

　そろそろ武ぶ器きの手に負える範はん疇ちゆうを超えている。兵器の宝貝である塁摩の出番であるとは恵潤も静嵐も考えていた。

　凛晴は断縁獄の蓋ふたを開け、塁摩杵の名を呼よぶ。途と端たん、一いち陣じんの風が吹ふき断縁獄から一人の少女が現あらわれた。

　塁摩の姿を見て、一人、凛晴だけが引っ繰くり返る。

「な、なんで塁摩式攻城兵器の原型がこんな小さい子こ供どもなのよ！　塁摩式って言えば馬鹿でかい筋きん肉にくの塊かたまりみたいなオッサンって相場は決まってるじゃないの！」

　頰を膨ふくらませ、軽く涙なみだ目めになりつつ塁摩は答えた。

「私、帰る」

　凛晴の手を軽くひねりあげ、その手から断縁獄を奪うばい塁摩は帰ろうとした。

　静嵐が親切に説明した。

「子供の姿をしているけど塁摩の力は僕が保ほ証しようするよ。あぁその悲鳴からして充じゆう分ぶん判ってるか」

　断縁獄を奪った今も、手を離さず特に関節を極きめるでもなく、武器の宝貝をひねりあげて悲鳴をあげさせるのである。

　その力は尋じん常じようではない。

「僕からもお願いするよ、塁摩の力を貸かして欲ほしい」

　緊きん張ちよう感に僅わずかながら絶ぜつ望ぼう感が混まざり始めていると塁摩は気がつく。

　あまり自分の我わが儘ままを押しつけられる状じよう況きようではなさそうだった。でも腹はらが立ったから凛晴の手はしばらく捕つかまえたままにしておくと決める。

「つまり、この周りの変なのをぶっ壊こわして倒たおすなり逃とう走そう通路を作って欲しいの？」

　少しでも痛いたみを減へらすには体たい勢せいを変えるべきだと凛晴は判はん断だんし身を翻ひるがえす。

　だが、痛みは変わらない。くたびれた人形を引きずる少女の様相で、凛晴を引きずりながら塁摩は積み木たちに近ちか寄よる。

　恵潤は言った。

「その積み木は宝貝を食べるから注意して。あまり長いこと接せつ触しよくすると溶とかされるみたい」

　興きよう味みをひかれたのか塁摩は積み木を観察する。代わりに興味をなくしたとばかりに凛晴の手を塁摩は解かい放ほうした。

　手を離されてもいまだ残る激げき痛つうに凛晴は跳とび跳はねている。

　塁摩は分ぶん析せきした。

「群ぐん体たいか。厄やつ介かいだね。一個この大きさがこれだけあるのに、液えき体たい、いや粉ふん流りゆう体たいに近い形けい質しつがあるんじゃないの。悪いけど力になれないかもね。

　私なんかより綜現の光こう柱ちゆうの方が効こう果かあるんじゃないの」

「やってみたけど駄だ目めだったんだよ。たぶん直ちよく接せつ宝貝も食べられるし、宝貝が作り出せる純じゆん粋すいな力場も食べて吸きゆう収しゆうしてしまうんだと思う」

「ま、説明よりはやってみたほうが早いね」

　塁摩は構かまえ、拳こぶしを積み木たちに向け放つ。

　壮そう大だいな爆ばく発はつ音おんが巻まき起こるが積み木たちは崩くずれはしなかった。

　ただ、塁摩の放った拳の形に壁かべがへこむ。

　そのへこみもすぐに元に戻もどった。

「群体相手じゃこうなるのよ。こっちは破は壊かいしたつもりでも向こうは押おされただけにしか感じない。だいぶ、殴なぐったり蹴けったりしたでしょ？　こいつら力の流し方に慣なれてる」

　恵潤は言う。

「その細かいのを一つ一つ破壊出来ない？　潰つぶした破は片へんをその都度、断縁獄に吸すい込みながら戦う方法は？」

　外がい傷しようはないが塁摩の拳が少しヒリヒリした。薄うすい酸さんが掛かかったよう感かん触しよくだ。試ためしにもう一度拳撃を放つ。

　同じだけの力を放ったつもりだが、今回はそれほど大きな爆発音はしない。

「ましな案だけど不可能と見た。

　進化とは言わないけど、こいつらの対たい応おう能力は尋常じゃないね。

　刀の宝貝と違ちがって、私の拳けん撃げきはそう素す早ばやくないから、一欠片かけらを潰すのに一呼こ吸きゆうはかかる。悠ゆう長ちように自分が全すべて粉ふん砕さいされるのを待つとは思えない。この包囲を一気に絞しめてくるぐらいの知ち恵えはあるでしょ。ちょっとむっとするけども、つまり……」

　そこで塁摩は言葉を止め、流麗を指差す。流麗は言う。

「……そんな馬鹿力だけが取り柄えの宝貝にどうにか出来る状況なら、さっさと私が呼よび出してるわ」

「ってこと。いくら流麗でも綜現が助かる為ための方法があるなら教えてくれるでしょ」

　万ばん策さくは尽つきていたのだ。




　さらに時間が流れる。

　徐じよ々じよに狭せまくなってくるとはいえ、まだ充分に立ち上がるだけの空間はあったが、凛晴も恵潤も地面に座すわり込んでいる。

　独どく特とくの圧あつ迫ぱく感、独自の擦こすれる音がしてほんの僅わずか積み木たちが近寄ることの繰くり返しである。

　さすがの静嵐も無む駄だ口ぐちを叩たたく気になれないのか、沈ちん黙もくが広がりがちになった。ただ、一人流麗だけは綜現に寄り添そい、幸せそうな顔をしている。

　あまり望んでなりたい状況ではなかったが、愛する者と死ねるならば、それはそれで幸せなのかもしれないなと恵潤は考えた。

「静嵐。こっちに来て」

　恵潤は静嵐を呼び寄せた。すでに大おお斧おのはしまってある。

　はいはい、何か御ご用ようで、と吞のん気きに顔を突つき出す静嵐の手を恵潤は握にぎる。

　思い詰つめたような真しん剣けんな顔をしていた。

　塁摩が言った。

「おや、この土ど壇たん場ばで愛の告白？　なんかずるいわね。流麗と綜現、静嵐と恵潤が仲良くくっついて。

　私の相手は何ど処こに居いるのよ、そこの自じ己こ紹しよう介かいもしてくれない刀っぽい人？」

　あんたに二度と手を握にぎらせるかとばかりに凛晴は両手を思いっきり振ふり回す。

　塁摩は溜ため息を吐つく。

「あぁ、愛も知らずに私は死んでいくのね。不幸だわ」

　いくら鈍どん感かんな静嵐でも、塁摩の言葉を聞いてピンときたのか、出来るだけ男前な表ひよう情じようを作ろうと顔をひきつらせている。

　恵潤は言う。

「ごめんね、静嵐」

　はかなく倒たおれるように静嵐の胸むねに飛び込む恵潤だった。

　静嵐は恵潤を受けとめようと、握られていない方の手を広げる。

「？」

　凛晴の目は鋭するどく恵潤の動きを見た。

　倒れるように、飛び込むように、でも倒れも飛び込みもしていない。これは踏ふみ込みだ。

　超ちよう至し近きん距きよ離りからの重心移い動どうのみで行う踏み込みだ。

　当然、この踏み込みの後には……

　凛晴の予想は当たる。

　渾こん身しんの拳撃が静嵐の顔に命中した。

　流石さすがの凛晴も肩かたをすくめて言った。

「いくら静嵐相手でも、何も惚とぼけたこと言ってないのに、八つ当たりでぶん殴るのは可哀かわい想そうなんじゃない」

　静嵐の意い識しきが飛ぶほどの強きよう烈れつな一いち撃げきだった。当然、静嵐は人の形をとれなくなる。

　小さな金きん属ぞくが爆はぜる音、雷かみなりの轟とどろきにも似にた、宝貝が別の姿すがたに変わる時の独特の音と、爆ばく煙えんが周囲に広がる。

　が、いつもならすぐに消える爆音と爆煙が消えない。恵潤の片かた手てはその爆煙の中に差し込こまれた形になっている。

　流石の凛晴も少しばかり不安になった。

「ね、ねえ。もしかしたら今の一撃で静嵐は破は壊かいされた？」

　じっとりとした目で流麗は恵潤に言った。

「……私が教えたのを覚えてたの。でも意味がない。それこそ無駄な足あ搔がき。彼がどうなっても状じよう況きようを変える力はない」

「さあて、そいつはどうかな」

　聞き慣なれた声ではあるが、口調が全く違ちがう。

　爆煙の中から響ひびく声は確たしかに静嵐の声であった。

　爆煙がゆっくりと薄うすれていく。

　そこに立っていたのは静嵐だった。

　完全に静嵐なのだが、何かが違う。

　眼がん光こうの鋭さ、呼吸にすら現あらわれる佇たたずまいの精せい悍かんさ。まさに武ぶ器きの宝貝としての風ふう格かくがそこにはあった。

　くだらないわ、と、ばかりに流麗は説明した。下へ手たな希望はさっさと搔かき消すに限かぎるという感じだ。

「……静嵐刀。欠けつ陥かんだらけの四本刀の中においても彼は異い質しつ過すぎる。あの言ごん語ご道どう断だんな性せい格かくを別にした場合、彼の場合、刀と人の姿を取る為ための変へん換かん機き構こうに問題があると言われていた。

　そう。変換機構に問題があるのよ。彼は真の変換を行えてなかった」

　恵潤が引き継つぐ。

「流麗からその話を聞いていたのを思い出したの。変換機構に問題があるのなら、私が変換を手伝ってあげればいい」

　恵潤の手はやはり静嵐の手を握っていた。

　静嵐は不ふ敵てきに笑う。

「そう。今の俺おれは完全なる変換を果たした、真静嵐刀とでも言うべき存そん在ざいなのだ！」

　真静嵐刀。その名前から想そう像ぞうされる意味に、塁摩が全員の意見を代表して言う。

「あぁ、真静嵐刀ね。その名前だと別の意味に取られそうだから、どうせなら裏うら返がえった静嵐刀とか、逆ぎやく静嵐刀、とかの方が都合も格かつ好こうもいいと思うよ」

　真静嵐刀では、以前の静嵐に輪をかけた静嵐と思われる危き険けんがあった。

「よし、じゃ逆静嵐刀でいいや」

　本人にこだわりは全くない。

　静嵐刀は覚かく醒せいを果し、本来の自分の姿を取り戻もどしたのだ。

　色々アレな性格ではあったが、以前の静嵐は消しよう滅めつしてしまったと考えると何か寂さびしいものがある。

　凛晴が尋たずねる。

「本来の姿に戻ったってことは、以前の静嵐は消えてしまったの？」

「あの姿も長かったからな。どこの変換がおかしかったのか充じゆう分ぶん承しよう知ちしてる。お望みとあればいつでも戻れるぞ」

　一同はホッと安心した。

　ついでにいつでも会えるならば、そうそう会えなくてもいいやと考える。

　塁摩は逆静嵐の袖そでを引っ張ぱる。

「本来の姿に戻ったのなら強さも凄すごい？」

「当然。仙界で轟武にへし折られた時の殷雷ぐらいの強さはあるぞ」

　凛晴は冷静に言った。

「じゃあ、轟武より弱いんじゃないの」

「まあ、そこはそれ、所しよ詮せんは刀の宝貝なわけだし」

　この期ごに及およんで、茶番で遊ぶ趣しゆ味みは流麗にはない。

「……で、だからどうした？　ってとこね。今さらボンクラ刀が少しはまともになったからって、状況は変わらない。本来の姿になったなら神速七手も使えるようになったんでしょうけど、それじゃ解かい決けつ出来ない。

　凛晴が着ていたあの追加兵へい装そうがあれば、少しはましだったかもしれないけど」

　聞かれる前に予よ備びなんかないよ、と、凛晴は答える。

　面おも白しろそうに逆静嵐は流麗の顔を見つめ、不敵に笑う。

「龍華の宝貝製せい造ぞうの補ほ佐さを務つとめた、お利口さんな流麗絡でも見落としはあるんだな」

「……あなたが、この状況をどうにか出来るのならば、それは塁摩にも出来る。

　あなたには何も出来ないのよ」

　一同の沈ちん黙もくの中、雷気の弾はじける、パチパチという音がまだ響ひびいている。爆煙は薄まったが、まだ完全には消滅していない。

　恵潤の手は既すでに離はなされていた。恵潤に握にぎられていない方の手の周りに、まだ爆煙がこびりついている。爆煙で手の形がはっきりと見えない。

　流麗は仮か説せつを立てた。

「……それは出来ないはず。変換機構に混こん沌とんの理ことわりを用いているとはいえ、あなたに混沌を利用する能のう力りよくはない」

　以前の静嵐ならヘラヘラ笑いにしか見えなかっただろうが、目の勢いきおいが違ちがうのできっちりと不ふ敵てきな笑えみになっている。

「うむ。混沌の実相を見て、何ど処こをいじれば何が起きるなんてのは全く判わからない。

　今の変換の最中に混沌にドップリ浸つかったが、全く判らない」

「……それが出来れば仙せん術じゆつを使えるのと同じ」

「無む限げんに開く混沌の実相の中に奴やつが見えた」

「……何が見えるというのよ。見えているものを理解するのも不ふ可か能のう」

「そうでもないさ。奴は混沌に対して開いているけど、こっちの世界の住人さ。

　無限を一通り見たんだから、奴が見えても不思議はないさ」

「……何を見た？」

　静嵐は高らかに笑う。笑いと共に手を覆おおう爆ばく煙えんが薄うすれる。

　高く差し上げられた静嵐の手には、何かの手首が握られていた。

「見ただけじゃ詰つまらないから、呼よんできてやったぜ、まだらの豹ひよう絶ぜつさんをよ！」

　虚こ空くうから一気に手首の主を引きずり出す。

　現あらわれたのは、まさしくまだらの豹絶だった。

　その体の上に浮うかび上がる、漆しつ黒こくまだらの文様は虎とらの縞しまを思わせる。そして、その縞はゆっくりと、だが確かく実じつにうねっていた。

　豹絶は何が起きたか判らないままに、ゆっくりと立ち上がり周囲を見回す。

　見回してみても理解の助けになるものは何もない。

　静嵐は言った。

「勝手に連れてきて悪かったな。ちょっと手を貸かしてくれ」

　静嵐の顔は当然覚えている。なんか偉えらそうなのが無む性しように腹はらが立つ。

「お断ことわりだ！」

　何がなんだか全く判らないが、とりあえず豹絶は静嵐の顔面に拳けん撃げきを放つ。




「そりゃね、お前さんたち。『宝貝が命がけで人間を助けるのはありだが、人間が命がけで宝貝を助けるなんて本ほん末まつ転てん倒とうだ』なんて了りよう見けんの狭せまいことを言ってるんじゃないわけよ。

　知らない間あいだ柄がらでもないし、力を貸してもらったこともあるわけで。

　でもね第一、いきなり俺の姿すがたが搔かき消えたんじゃ、村の連中も心配するでしょうが。

　まあ、のっぴきならない緊きん急きゆう事じ態たいならば、それもありだろうけど、何だ、こいつのこの態たい度どは？」

　いきなりこの窮きゆう地ちに巻まき込まれた豹絶の怒いかりはもっともであった。だが正せい確かくには静嵐の態度が気に入っていない。

　いつもの素すっ頓とん狂きような声で静嵐は言い訳わけした。

「おっかしいなぁ。本当に僕ぼくが豹絶さんを呼び寄よせたの？　一体どうやって？　証しよう拠こはあるの？」

　豹絶に殴なぐられた逆静嵐は、その衝しよう撃げきで裏うら返がえり、以前の静嵐となった。

　逆静嵐は以前の記き憶おくを持っていたが、今の静嵐には逆静嵐であった時の記憶が欠落している。

　証拠はあるの？　の一言が癪しやくにさわった豹絶はもう一度殴ってやろうと身み構がまえたが、どうにか恵潤が押さえ込む。

　豹絶は言う。

「まあいい。お前さんたちにききたいことがある。こないだの騒そう動どうが終わって消えていた、このまだらがどうしてまた元に戻もどっちまったんだ？　彩さい朱しゆは猫ねこになっちまうし。普ふ通つうの体に戻るにはどうしたらいいか教えてくれ」

　流麗が答える。

「……光があれば影かげがある。光がなければ影もない。同じ理り屈くつ。

　この世に混沌が色いろ濃こく漂ただよい始めている。混沌があれば、そのまだらは動きだす」

「つまり、今度の一いつ件けんが終わるまでこのままってわけか」

　意外と冷静な反はん応のうだった。厄やつ介かいな体だが、この世界的な異い常じよう事態の中を生き延のびる為ためには使える体であるのも事実だったからだ。

　生き延びていれば、状じよう況きようが好転する可か能のう性せいもある。

　静嵐はやはり腑ふに落ちないようだったが、それこそ説明してもややこしくなるだけであった。余よ程ほどの緊急時以外は、今の静嵐のままの方がましだと凛晴たちは結けつ論ろんづけた。

　逆静嵐に比くらべたら、人じん畜ちく無む害がいな男である。

　一いち応おうの状況説明を受けたが、豹絶は納なつ得とくがいかない。

「で、この積み木を俺にどうしろってんだ？　すり抜ぬけなら出来るかもだが、消し去るなんて芸当は無理だぞ」

「……あなたのその縞しま々しまは混沌に対して開いてる門のようなもの」

「まあな。すり抜ける時には障しよう害がい物ぶつを混沌経けい由ゆで後ろに通して移い動どうしてる」

「……そう。あなたは混沌の領りよう域いきをある程てい度ど所持している。すり抜けの時に、後ろに通すのを止めて、混沌に留とどめるようにすれば、こいつらを混沌のあなたの領域に封ふうじ込こめられる。

　大きなものなら無理だろうけど、こいつらは所しよ詮せん、小さな積み木の集まりだから保ほ持じ出来るはず。

　万が一、全部取り込めなくても残りぐらいは、そこの宝貝たちが始末してくれる」

「おう。判わかった」

　綜現の顔がパッと明るくなった。

「ありがとうございます豹絶さん！」

　綜現の首根っこを摑つかみ、豹絶は自分の顔の前に綜現を持ち上げる。

　そして、ニッと歯をむく。

「手伝わなきゃ、俺も死んじゃうだろうが！」

　慌あわてる綜現を見て、豹絶はにこりと笑い、そっと地面に下おろしてやる。

　凛晴は言った。

「何かいいわね。人間に使われるのって」

　恵潤も豹絶のように笑う。

「そうでしょ」

　聞こえていたのか、軽く豹絶が捨すてぜりふを吐はく。

「使われるのは俺の方なんだけどな。

　お前らは一いつ旦たん、ひょうたんの中に入っておけ。ある程度、けりがついたら呼よび出してやるから。

　それにしても、俺って意外と強いんだな。化け物を消し去る力があるんなら、軽く無む敵てきじゃないか」

　混こん沌とんに封じるだけで、中の物は消えるわけではない。豹絶の容よう量りようなら二日で再ふたたび封ふう印いんしたものが縞しま々しまから溢あふれ出すと、流麗は知っていた。

　だが、あえて豹絶に説明はしない。

　説明しなかったのは、豹絶に対する悪意からではなかった。

　人間の世界が後二日も存そん在ざいするとは流麗には考えられなかったからだ。
















終章　『帰ってきた男』







　　　　一




　白はく蛇だが！

　白蛇が落とされたぞ！

　落とされた！

　龍りゆう華かが白蛇を落としてしまったぞ！

　消える！

　消えていくぞ！

　この世の蛇に連なる物が消えてしまう！

　白蛇が落ちた！




　　　　＊




　見た目にはさほどの意味はない。仙せん術じゆつは小さなものの中に大きなものを封ふうじ込められるからだ。

　人間の世界に浮うかぶ、巨きよ大だいな水のような球。その大きさは月に匹ひつ敵てきする。

　球体の中にあるのは水ではなく、ねじ曲げ圧あつ縮しゆくされた空間である。

　球の外から見る限かぎりでは、光の屈くつ折せつ具合から水の塊かたまりにしか見えない。

　そんな球体を成立させる為ために数百人の仙人が術を展てん開かいしている。

　球体の中には数十人の仙人がひそみ、球体の中心に居いるのは龍華である。

　内部に居る仙人たちは息を吞のんでいる。

　今まさに巨大な白蛇が龍華に命を絶たたれた。水底に沈しずむように白蛇は落ちていく。

　ぜいぜいと龍華は息を吐はいている。

　白蛇を落としながらも、たいした手て傷きずを負ってはいない。

　龍華は狂くるったように笑う。邪じや眼がんの仮か面めんの下から、白い歯がこぼれる。

「さあどうした！　これで終わりか！」

　内部に居た、三人の仙人が龍華に挑いどみかかった。
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　和かず穂ほは九きゆう遥よう山ざんに向かい、急いで空を駆かけた。

　駆けながらも、無数の視し線せんを感じる。

　龍華の弟で子しが生きていた。龍華に殺されかけた弟子は生きていたのだ。

　その弟子が九遥山に向かい、何をしようというのか？

　視線を送る仙人たちは和穂の行動に注目した。

　九遥山に近づくにつれ、和穂の視界に球体が入る。

　矛む盾じゆんに満ちた球体、見た目と真の大きさに全く関連がない歪ゆがんだ透とう明めいの月だ。

　和穂は直観した。

　あそこに龍華師し匠しようが居る。

　和穂は球体に向け、進路を変える。
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　白しろ梟ふくろうは言った。

「それは対数結界。何かを束そく縛ばくするものではない。内部の仙術を出来るだけ外部に逃のがさない為の結界さ。ここならば思うがままに仙術が使えるってわけさ、龍華の弟子よ」

　余あまりに巨大な球体の為、和穂の目の前にあるのはただの透明な壁かべにしか見えない。

　和穂が結界に近づくと、何ど処こからともなく一羽わの白梟が現あらわれ、彼女に話しかけてきた。

「まあ、それとて完かん璧ぺきじゃない。龍華は無む造ぞう作さに仙術を撃うつから、たまに流れ弾だまが外に出てしまう」

　終しゆう極きよく飯はん店てんで見た情じよう報ほうを和穂は思い出す。ある時期から人間の被ひ害がいが激げき減げんしていたが、この結界のお蔭かげだったのか。

　和穂は結界に手を伸のばし、触ふれる。白梟は面おも白しろそうに見つめるだけで別に止めもしなかった。

　見た目だけでなく、感かん触しよくも水に近い。それも自分の体温に近い水だ。意い識しきしなければ接せつ触しよくを忘わすれるような独どく特とくの感触がある。

　どん。球体の表面が揺ゆれた。

「おっと、近くに仙せん術じゆつ弾だんが飛んできたようだね」

　吞のん気きに話している白梟だが、その目的は当然、和穂の監かん視しである。

　和穂による龍華の援えん護ごは有り得ないと、白梟をはじめとする、その場に居る仙人全すべてが判はん断だんしていた。

　和穂はあまりにも弱い。この状じよう況きようの中では異い質しつなまでに小さいな存そん在ざいだ。

　白梟とて本体は別の場所にいて、こうやって己おのれの化け身しんを派は遣けんしているに過すぎない。

　その小さな梟とて、今の和穂より強大な存在なのだ。

　監視は監視でも、警けい戒かいよりは好こう奇き心しんによる部分が多い。

「それで龍華の弟子よ。ここに何をしに来たんだい？　師匠の悪行を見物か？　それとも届とどかぬ説得？　まさか、師匠を仕し留とめにきたなんて言わないよね」

　鏡きよう閃せんは口ごもる。若じやく輩はい者ものゆえにみくびられているのではない。

　現げん場ばに来て鏡閃はあまりにも力の差があると思い知らされた。

　和穂は言う。師匠と話をさせて下さいと。

　白梟は興きよう味み深ぶかそうに丸い目を和穂に向けた。

「好きにするがいい。龍華を中心に結界を張はってはいるけど、龍華を束そく縛ばくしているわけじゃない。

　龍華に話しかけて隙すきの一つでも作ってくれるなら大だい歓かん迎げいさ。

　結界の内部は莫ばく大だいに広い。ここから見える場所に居いるようだけど、遥はるか彼方かなたに存在している。

　とはいえ対数結界さ。距きよ離りの概がい念ねんが尋じん常じようとは違ちがう。話しかければ声も届とどく」

　龍華の姿すがたが和穂には見えていた。

　複ふく数すうの仙人と戦せん闘とう、いや殺し合いの真っ最中だ。高速移い動どう中の龍華に本来ならば合うはずのない焦しよう点てんが自じ在ざいに合うという奇き妙みような感覚に和穂は戸と惑まどう。

　だが、すぐにこれは宝ほう珠じゆを覗のぞいた時の感覚と同じだと気がつく。

　外部から師匠の動きは観察され、それが戦闘を行っている仙人に随ずい時じ情報として送られているのだ。

　それとて師匠を止める役にはたっていない。

　和穂は叫さけんだ。渾こん身しんの声で。

「龍華師匠！　お願いです、もうこんなことはやめてください！」

　和穂の声が届く。

　龍華の動きがピタリと止まる。龍華と戦っていた仙人の動きも止まる。

　戦っている仙人たちは興きよう味みを覚えたのだ。自らの弟子の願いに龍華がどう応こたえるかを。

　いや、戦闘中の仙人だけではない。この場に居る全ての仙人がだ。

　白梟の丸い目も光る。

　和穂の声は龍華に届いた。だが、気持ちまでは届かない。

　邪じや眼がんの仮か面めんを和穂に向け、龍華は怒ど鳴なった。

「嫌いやだね。私は私の好きなようにやらせてもらう！　私のやりかたに文もん句くがあるならば、力ずくで止めてみせるんだな！」

　場の興味が一気に解とける。

　特に意外な事は起きなかった。予よ測そくされて当然のやりとりがあったに過ぎない。

　龍華の弟子とて、和穂は正気だ。師匠の殺さつ戮りくに心を痛いためて、どうにかして止めてくれと懇こん願がんしたのだ。

　道理を説いて龍華が止まるならば苦労はしないと、その場に居る仙人は思う。

　中ちゆう断だんしていた戦闘が再さい開かいされようとした時、和穂は言った。

「判わかりました」

　その一言が再ふたたび戦闘を止める。

　龍華の弟子は何を言っている？　龍華に言われて引き下がる為ための『判りました』なのか？　もしそうならば、あの決意を秘ひめた瞳ひとみはなんなのだ？

　白梟は言う。

「おい、判りましたとはどういう意味だ？　まさか龍華と戦うというのか？」

「師し匠しようを止めます」

　和穂の瞳に壮そう絶ぜつな決意の色が見えたのは確たしかだ。だが、敵かなわぬ敵てきに挑いどみかかり、命を落とす決意とは少し様子が違う。

　それはあくまで哀かなしみの決意だ。師匠を手にかけようという決意にしか見えない。

「龍華をどうやって倒たおすというのだ？　お前のような若輩の仙人に何が出来る？　龍華の強さが理解出来ないわけではあるまい？」

　人から仙せん人にんになった者、動物から仙人になった者、無生物から仙人になった者もいる。

　その出自によって致ち命めい的な弱点を持つ仙人は確かに存在する。自然界において天敵関係であった動物は、たとえ仙人になったとしても厄やつ介かいな敵となる。

　それをつくならば、和穂のような仙人でも龍華を倒せる可か能のう性せいはある。

　だが、白梟は否ひ定ていする。

　龍華にそのような弱点はない。龍華は人から仙人になった存在である。致命的な弱点など存在はしない。

「答えるんだ和穂。どうやって龍華を仕留めるというのだ！」

「三行で終わらせます」

　和穂は懐ふところから符ふを取り出した。

　白梟は注目する。何ど処こからどう見ても普ふ通つうの符だ。特とく殊しゆな符ではない。いや、並なみ以下の符、六級符だ。

　符を左手に持ち、和穂は右手の人差し指の先を嚙かみ切る。

　滴したたる血で、符に文字を記していった。

　さらりさらりと流れるように血文字を符に書き込こむ。

　通つう常じようの書式ならば、符を読めばその効こう果かが判る。

　だが、和穂の符は暗号化されていた。流石さすがの仙人たちも初見で意味を読み取るのは不可能だった。白梟は符に記された文字を読み、それを見た他ほかの仙人は符の分ぶん析せきを始める。

　解かい析せきが終わる前に、和穂は符を書き上げた。

　言葉のままに三行の血文字が符の上をのたくっていた。

　やはり白梟の理解を超こえている。

　暗号化したからといってどうだというのか？　六級符で出来ることに変わりはない。たかが知れている。

　和穂の動きを仙人たちは見守る。仙人たちどころか、当の龍華までもが和穂の動きを注ちゆう視ししていた。

　符を挟はさんだ指を振ふり上げ、和穂は龍華に向かい符を投げつける。

　あまりに下等な符であった。

　大おお袈げ裟さな対たい応おうをすることすら沽こ券けんにかかわるような符である。

　結界の中でヒラリヒラリと徐じよ々じよに速度をあげ、ついに龍華の前に符は到とう達たつした。

　ここに居る和穂は偽にせ者もので、本物はあの符の中に隠かくれているのか？　それで一いつ瞬しゆんの隙すきを突つき龍華に斬ざん撃げきを与あたえるつもりか？

　白梟は一瞬考えたが、それはないと判はん断だんした。どれだけ油断していようが、符から実体化する時に龍華に両断される。

　それにあれは六級符だ。仙人や宝ぱお貝ぺいが身を隠せる大きさはない。

　和穂の瞳に大おお粒つぶの涙なみだが流れた。

　何が起きる？　白梟は息を吞む。

　符は弾はじけた。

　その場に居いた仙人のどの一人の髪かみの毛すらそよがせない程ほどの衝しよう撃げきが走る。

　そして、それで充じゆう分ぶんだったのだ。
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　対数結界は即そく座ざに消しよう滅めつした。

　その場に居た数百の仙人は一気に龍華に向かって襲おそいかかった。対数結界を張はっている場合ではない。

　全すべての謎なぞは和穂の符で解かれたのだ。

　和穂の符は弾け、ひと目で幻まぼろしと判る幻を展てん開かいした。

　微かすかだが、とても強大な幻だ。

　龍華を中心とした、とてつもなく巨きよ大だいな翼つばさを思わせる空中要よう塞さい、幻はその姿すがたを描えがき出した。

　見えず、触ふれることも出来ない。

　だが、そこには空中要塞があったのだ。龍華はその力を使っていた。

　今までの戦せん闘とうによる、龍華の壮絶な破は壊かい力りよくを持つ遠えん距きよ離り攻こう撃げき、それは要塞の砲ほう門もんを使っての攻撃だった。

　龍華の手から放たれた術じゆつは砲門に至いたるまでの見せかけに過すぎなかった。

　龍華の居場所、要塞の中心部には強固な装そう甲こうと強力な砲門がびっしりと仕込まれている。

　侵しん入にゆう者しやを抹まつ殺さつする強力な機き構こうを持つ要塞の中に、知らずに紛まぎれ込んだのと同じだ。

　そこに要塞があるなど思惑おもわくの外であったが、和穂の幻により、要塞が存そん在ざいする可能性に思い至いたりさえすれば全ての仕し掛かけは解とける。

　龍華とは比ひ較かくにならない手て練だれの仙人たちである。

　判わかってしまえば、見えず、触れられない要塞を、世界の下もとに引きずり出すなど造ぞう作さもない。

　如い何かに強大な空中要塞とはいえ、見えさえすれば攻撃は食くらわない。

　強固な装甲だけは厄介であったが、それとても破は壊かい出来る。

　仙人たちの攻撃によって、空中要塞は崩ほう壊かいしていった。

　龍華は歯を嚙かみ締しめた。そして、邪じや眼がんの仮か面めんを外し、握にぎり潰つぶす。鋭するどい目は和穂を睨にらむ。

　白梟は言った。

「そうか、あの仮面は要塞の制せい御ぎよを補ほ佐さするものだったのか。仮面の無い時は自動的に龍華を守り、仮面がある時は細さい緻ちな操そう縦じゆうを受け付けていたんだ」

　いかに龍華とはいえ、何かを操作している時にはそれが表ひよう情じように出る。それを隠す意味合いもあった。

　それだけではない。

　仮面というあからさまに怪あやしい餌えさを見せつけ、それを壊こわさせたり、攻撃を食らい手て傷きずを負ったふりをしていたのだ。

　そうすることにより、見えない要塞の存在を隠し通していたのだ。

　龍華は要塞の中心部に居る。仙人たちは要塞を破壊しつつ、そこに迫せまろうとしていた。

　龍華討とう伐ばつよりも白梟は和穂に興きよう味みを持つ。

「龍華が空中要塞を使っているのを知っていたのか？　弟で子しならば、あれを製せい造ぞうしていたのを見ていたとか」

　和穂は首を横に振ふった。

「終極飯店で龍華師し匠しようの正せい確かくな戦闘記録を見て気がつきました。

　師匠の攻撃にしては、いまいち型にはまった攻撃が多いと。まるで仙術じゃなくて砲ほう撃げき用の宝貝を使っている感じがしたんです」

　それだけか。たったそれだけで龍華の奥おくの手を見み抜ぬいたのか？　白梟は空そら恐おそろしいものを和穂に感じる。

　戦闘記録から、大まかな要塞の構こう成せいを予想し、その姿を六級符ふで仙人たちに教えたのだ。

　仙人たちは対個人用の仙術で龍華に挑いどみかかり、龍華は対仙人用の空中要塞で仙人たちに立ち向かっていたことになる。

　粉ふん砕さいされ破壊された要塞の破は片へんが、和穂と白梟の周囲にも漂ただよってきた。

　素そ材ざい自体に仕掛けがあり、浮ふ遊ゆうするようになっている。

　これならば要塞の墜つい落らくを心配する必要はないなと白梟は考えた。

　地面に激げき突とつ爆ばく破はするのだけは避さけなければならない。

　あと、警けい戒かいすべきは空中要塞の自爆であったが、それは真っ先に対たい応おうされたようだ。仙術的な力の流れを止められ、砲門は火を吹ふけなくされた。同時に自爆の恐おそれもない。

　要塞の中心部で龍華は髪の毛を逆さか立だてていた。凄すさまじい形ぎよう相そうだ。

　これだけの要塞である。その維い持じ運用もただでは済すまない。

　龍華の持つ仙術的な力を隅すみ々ずみにまで張り巡めぐらし、動かしていたのだろう。

　その形相から要塞の破壊が、ほぼ龍華への攻撃と同どう義ぎであると見て取れた。

　要塞という巨きよ大だいな肉体に、龍華は己おのれの仙術を神しん経けいとして張り巡らせ操あやつっていたのだ。

　精せい緻ちに動いていた要塞だ。ばれたからといって、その神経は簡かん単たんに戻もどせない。

　要塞は解かい体たいされ、ついに龍華は引きずり出されようとしていた。既すでに龍華の姿からは憔しよう悴すいが見て取れた。

　和穂の瞳ひとみから涙なみだが止まらない。

「……師匠。どうしてこんなことを。師匠はどうして変わってしまったの……」

　涙を流しながらも、和穂は龍華を見つめていた。そして龍華と目が合う。

　龍華は笑った。

　全てを諦あきらめ、敗北を認みとめた笑え顔がおではなかった。

　和穂の全身が総そう毛け立だつ。

　駄だ目めだ！　駄目だ！　私は師匠をみくびっていた！　師匠にはまだ奥の手が！

　仙人の手が龍華に触れようとした、その時。

　龍華はパチリと指を鳴らす。

　途と端たんに今まで空中要塞であった破片たちが、壮そう大だいな爆発を起こした。

　白梟は弾はじけ飛び、蒸じよう発はつした。
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　何が起きたのか和穂には理解出来ない。紅ぐ蓮れんの炎ほのおが周囲を包む。

　要よう塞さいの破片が爆発した。それは判わかる。

　何な故ぜ自分は無む傷きずなのか。どうしてこの爆ばく煙えんの中で熱さを感じないのか。

　炎ほのおの渦うずの中に黒い影かげが佇たたずんでいる。

　龍華だった。黒い影は吞のん気きに煙管きせるをくわえていた。

　紫し煙えんを吐はき出し龍華は言った。

「色々仕し掛かけはあったんだよ。

　人間に殺せる可か能のう性せいをあげて、仙人との戦たたかいを有利にするのだろ。

　次に九きゆう遥よう関かん。あぁ、今の透とう明めいな空中要塞さ。

　で、その九遥関の構成物ぶつ質しつを、こっち側に引きずり出された時には爆発可能な代しろ物もので造り上げて、最悪の場合自爆出来るようにしておくだろ。

　最後の一つは、割わりと凄すごいぞ。純じゆん粋すいに今までの仙術にあるようでなかった仕掛けだ。

　爆発に指し向こう性せいを持たせた。これで自爆しても自分の身は安全ってわけだ。

　でも何故だが和穂も助かってしまったな。指向性の条じよう件けんづけがまだ甘あまかったか。

　おい、和穂。聞いているのか？

　悪い癖くせだな。心に衝しよう撃げきを受けると隙すきだらけになる」
















「……今までここに居いた人たちは……」

「あの仙人連中なら、全員消し飛んだよ。

　さて、手間ひまかけた仕掛けも、お前のせいで全部なくなっちまった。こんな状じよう態たいで次に討とう伐ばつ人にんに来られたらお終しまいだ。さっさと九遥山に帰るとするかね」

　振り向き、一いち陣じんの風になる前に龍華は言った。

「これで終いじゃないよ。また奥の手を考えてまだ続ける」

　途と端たん、和穂の瞳が深しん紅くに変わる。

「逃にがすか！　龍華！」




　　　　＊




　くねらせ、ひねらせ、幻げん惑わくさせる斬ざん撃げきで鏡閃は龍華を狙ねらう。

　龍華は最短の動きで刀を振ふるい、鏡閃の攻こう撃げきを払はらう。

　込こめられた意い識しきの差か、龍華は無む駄だ口ぐちを叩たたく余よ裕ゆうを持つ。

「いかんな。やはり術じゆつの形が似にていてやりにくいな。

　さっきの指向性もそうだし、まさか九遥山の中にまで入り込まれるとは思ってもいなかったよ」

　鏡閃には余裕がない。それは刀とう剣けん術じゆつの技ぎ術じゆつ力りよくの差ではなく、意気込みの差である。

　ここで龍華を仕し留とめるという強い気き迫はくが鏡閃から余裕を奪うばいとる。

　もとより相打ちでいい戦いだ。

　和穂の肉体が切り伏ふせられても、鏡閃刀の一撃が龍華に触ふれればそれで勝ちだ。

　それをよしとする気に何故か鏡閃はなれなかった。

　龍華の手にある刀は真しん鋼こう製せいではあるが宝貝ではなかった。

　龍華そのものが刀剣術に秀ひいでた才能を持っているのだ。龍華の巧たくみな足あし捌さばきを嫌きらい、鏡閃は宙ちゆうへと飛ぶ。

　仙術的に作られた空間にある部屋である、天てん井じようの高さを気にする必要もない。

　上等だとばかりに龍華も飛ぶ。

　技芸においては龍華が勝まさる。

　空中要塞、九遥関。あれは普ふ通つうの宝貝とは異ことなり、龍華と密みつ接せつに繫つながっていた代物だった。あれの崩ほう壊かいで龍華が疲ひ労ろう困こん憊ぱいしている。

　歯がゆい。これだけ衰すい弱じやくを見せている龍華ですら、一撃を与あたえることがままならない。

　龍華は弱っている。だが、鏡閃は焦あせりを感じた。衰弱、疲労困憊ではあるが、龍華は別に致ち命めい的な怪け我が等を負っているのではない。休息により復ふつ活かつ出来る。自分のやっている事は龍華の休息を防ふせぐ程てい度どの事でしかない。

　鏡閃と龍華はさらに打ち合う。

　鋼と鋼のぶつかりあう音が雨だれのように響ひびく。

　わずかに呼こ吸きゆうがずれる。

　呼気と吐と息いきにより斬撃は操あやつられるが、龍華の斬撃に呼吸のずれが雑ざつ音おんのように混まざる。

　この瞬しゆん間かんの斬撃で全すべてが決まる。

　その呼吸のずれが致命的だと鏡閃は判はん断だんして打ち込む。致命的なものではない、ただのぶれだと龍華は判断する。

　刀と刀が交こう錯さくする。

「！」

　鏡閃刀を龍華は捌ききれなかった。斬撃の軌き道どうを変えられず、鏡閃刀の先には龍華の腹はらがある。

　刀の絶ぜつ対たいの間合いである。宝貝の鎧よろいとて貫つらぬける気き勢せいが乗っている。

　もし、この斬撃が龍華の仙術によって止められるならば、もう龍華を仕留めるのは不可能だ。

「死ぬんだ、龍華！」

　その時、確たしかに龍華の顔は死を覚かく悟ごしていた。鏡閃は確かく信しんした。

　成る。

　刹せつ那な、黒い疾しつ風ぷうが舞まう。




「刀の斬撃よりゃ、槍やりの突つきのが疾はやいんだよ。当然だけどな。

　それにしても無様だねえ。無む理り矢や理り造つくった刀の宝貝もどきに、息も絶たえ絶だえの極ごく悪あく仙人が、刀術の試合でもやってたのか？　周囲に対する気配感知が全くなってない。

　基き本ほん中の基本だろ。そんなんじゃ実戦で通用しないぜ」

　殷いん雷らいが鏡閃刀の斬撃を槍によって弾はじいたのだ。

　龍華は途端、間合いを外し、呆あつ気けにとられはしたがすぐさま鏡閃も再ふたたび刀を構かまえる。

「貴き様さま！　なぜ邪じや魔まをした！」

　殷雷は黒い道服をなびかせ、口を開いた。が、少しばかり困こまる。

　殷雷が鏡閃の攻撃を防いだのは、龍華を始末するという目的を果たした鏡閃が、和穂の命も断たつ危き険けんを回かい避ひする為ためだ。

　それを馬鹿正しよう直じきに説明するわけにはいかない。

「それは秘ひ密みつだな」

　龍華も舌した打うちをしながら問う。

「殷雷刀か！　何しに来た！」

　和穂を助けに来たのだ。これも言えない。

　自分だけを倒たおす武ぶ器きがあると知れたらば、やはり鏡閃は和穂だけを始末する手を選ぶかもしれない。

　ううむ。と殷雷は考えた。鏡閃にこちらの狙いを知られたら終わりだ。適てき当とうなハッタリをかまして誤ご魔ま化かすしかない。

「龍華様。助すけっ人とに馳はせ参さんじましたよ。和穂は私が殺しましょう」

「巫ふ山ざ戯けるな！」

　そう叫さけんだのは鏡閃ではなく龍華だった。

　手て練だれの仙せん人にんを始末し、人間を殺さつ戮りくした邪じや仙せんにしては、どうしてこんなに龍華が疲労しているか殷雷には判わからない。

　この部屋の内部で、龍華は人間と対等に戦っていたのならば、それが関係しているのか？

　判はん断だんのしようがないが、殷雷は取り敢あえず龍華を蹴けり落とす。地面に叩たたきつけられるようなことはなかったが、それでも蹴りの威い力りよくに逆さからえなかったのだ。弱々しい着地だ。

「龍華様は少し休んでいてくださいな」

　龍華のことは後で考える。今は和穂を助けるのが先だ。恵けい潤じゆんたちの件けんもある、あまり時間を割さくわけにもいかない。

　鏡閃は言う。

「殷雷刀。生きていたか。どうしてお前までもが和穂を苦しめようとする！」

　殷雷は笑う。

「お前が言うなよ」

　龍華、燕えん寿じゆ、殷雷。和穂が心を許ゆるした者たちが、彼女の命を狙ねらってその前に立ちふさがる。和穂の心中を思うと、鏡閃の心も痛いたむ。

　殷雷は槍を構えた。

「和穂の体を乗っ取ってるうちに、情じようが移うつったか。さっきから見てたら、お前の方が出ずっぱりで和穂が出てこないじゃねえか。

　龍華と和穂に復ふく讐しゆうしたいのならば、適当に表に出していたぶってやりゃあいいのによ」

「貴様！」

　さあ、難むずかしい。鏡閃が和穂を始末するかどうかの判断が殷雷にはつきかねてきた。

　和穂に情が移ったのか、自らの復讐劇げきが生んだ惨さん劇げきを収しゆう拾しゆうしようとする気持ちが全てに優ゆう先せんしだしてきたのか。

　ぐるりぐるりと殷雷は思考を巡めぐらせる。

　いや、やはり駄だ目めだ。和穂に危き害がいを加えるつもりはなくとも、龍華を始末し全てを終わらせることに成功したら、自らの責せき任にんを感じ死を選びかねない。

　和穂を鏡閃の呪じゆ縛ばくから解かい放ほうする。それが全てだ。

　凛りん晴せいに聞いておくべきだったと、殷雷は少しばかり後こう悔かいした。鏡閃の呪縛を解とくことはすなわち、鏡閃の死を意味しているのかどうか？

　ここで俺おれに始末されるのならば、あまりに鏡閃が救われない気がする。

　もしも鏡閃をどうにか出来るとするのならば……

　殷雷は言う。

「面おも白しろそうだから、和穂を出してみろよ。俺が殺しに来て、どんな面つらをしてるか見てみたい」

　鏡閃は純じゆん粋すいな怒いかりを感じた。

　同時に、哀かなしみを乗り越こえさせる為に、和穂を表に出すべきだとも感じる。可哀かわい想そうな話だが、殷雷と少し喋しやべれば、腹はらを括くくれるかもしれない。

「いいぞ。出してやる」

　途と端たん、和穂の瞳ひとみから赤みが消える。同時に止めどもない涙なみだが流れだす。

　頰ほおを伝う、涙の感かん触しよくに鏡閃の心は締しめつけられそうになった。

　和穂の口元が上がり、鏡閃は自分の考えが間ま違ちがいだと知る。

「良かった……良かった……殷雷、生きていたんだね」

　自分を殺しに来たとかはどうでもよい話だった。今は、殷雷が無事であったことがただ、和穂には嬉うれしかった。

　ばつが悪そうに殷雷は答える。

「轟ごう武ぶにぶっ壊こわされたあと、梨り乱らんに打ち直されたんだよ。護ご玄げんの奴やつが棍こんに細工してたらしく、俺は無事に元に戻もどれた」

「良かった、本当に良かった」

「良かったのかね。元気になってお前を殺しに来てるわけだが」

「うん。それでも殷雷が無事で良かった。殺されるのは嫌いやだからなんとかしてみるよ」

「お前みたいなのに『なんとか』される程ほど、零落おちぶれちゃいねえぞ。で、万が一『なんとか』出来たら、次はどうする？　龍華をどうしようってんだ？」

「師し匠しようとは、もう一度ちゃんと話して理由を聞いてみる。それでどうにかしてみる」

「なんとかの次は、どうにかか。

　判ったか、鏡閃。そいつは馬鹿なんだよ。出来もしねえことを何とか出来ると思ってジタバタする楽天家の大馬鹿なんだよ」

　大馬鹿呼よばわりされても、今は殷雷がここにいることが和穂には嬉しかった。その笑え顔がおは崩くずれない。

　楽天家の大馬鹿で済むような単たん純じゆんな娘むすめではないと、鏡閃は知っている。

　龍華の謎なぞを暴あばいた時も、自分に出来る最良の手を放ったのだ。世界を救う為ために龍華を倒たおすことが、あの時に出来た最良の手だったからだ。

　殷雷の表情が少しばかり変わる。鏡閃には気づかれず、和穂には判る程てい度どに。

「ついでだ。俺や龍華をどうにか出来るんなら、当然、鏡閃もどうにか出来ると考えているんだろうな」

　槍やりの一いち撃げきを加え、呪縛が解けた時、鏡閃を助けられるかどうか。和穂にそれが出来るのだろうか？

　殷雷の問いかけに和穂は答える。

「うん。鏡閃さんも助ける」

「そういうこった。そいつが表じゃ戦えないだろうから、鏡閃、出て来い。

　でも死にそうになったら、和穂に替かわってやれよ、俺みたいな欠けつ陥かん宝貝は、どうにかしてくれるそうだからよ！」

　鏡閃が助けられるかどうかは、和穂の言葉を信じるしかなかった。

　殷雷は槍を構かまえる。




　殷雷に殺気はない。かといって攻こう撃げきに手心を加える気も全くない。

　変へん幻げん自じ在ざいの槍の攻撃で道服の肩かたの部分が少し破やぶれ、それを修しゆう復ふくするというやりとりがあった。

　視し界かいの下、地面に座すわり込こむ龍華の姿すがたを見て、鏡閃は焦あせった。

　衰すい弱じやく、疲ひ労ろうに襲おそわれていた龍華だったが、だんだんと力を貯たくわえ始めている。

　九遥山に漂ただよう霊れい気きが、龍華の周囲に渦うず巻まいているのが判わかった。

　このまま仙せん術じゆつを自在に操あやつるまでに回かい復ふくしたのならば、龍華は倒せなくなる。

　また、殷雷も焦っていると鏡閃は読む。

　龍華の動向を気にしている様子はない。何か別のことを考えているのか。

　槍と刀の戦たたかいである。

　互たがいに誘さそうような隙すきを作り、そこに相手を誘い出そうとしている。

　鏡閃は焦じれる。

　和穂はああ言っていたが、ここを和穂に任まかせるわけにはいかない。




　殷雷刀が何な故ぜここにいて、何故、鏡閃と戦っているのか、龍華には判らなかった。

　仙術全すべての基き本ほんでもある呼こ吸きゆうすら乱みだれかけていた龍華だったが、どうにか息を整えることだけは出来た。

　ゆっくりとだが、僅わずかな力を貯える時間が出来たのだ。

　それは龍華にとって余よ計けいなお世話だったとしかいいようがない。

　本ほん能のうまでに身についた仙術だ。わざと乱そうとして乱せる呼吸ではない。

　本人は望まないまま、ゆっくりと体力は回復していく。

　龍華は、鏡閃と殷雷の戦いを見上げる。

　殷雷は何故、槍などを振ふり回しているのか。

　あれは宝貝の槍か？　とっさに判はん断だんがつかない。

　宝貝と同じ素そ材ざいを使っているのは刃やいばの輝かがやきで判るが、複ふく雑ざつな仕掛けめいたものが龍華には見えない。

　宝貝ではないと言いきることもあの刃のせいで出来ない。

　あの刃には何かある。

　白く輝く、あの刃、あの刃は……

　刃の意味に思い至いたり、龍華の髪かみは逆さか立だった。




　鏡閃は静かに言った。

「甘あまかったな殷雷。お前は鏡閃刀のなんたるかを理り解かいしていなかった。

　仙人であろうが人であろうが、宝貝であろうが私の毒は通用する」

　斬撃の終わりで、気き勢せいが失われていたとはいえ、刀の刃を素す手でで払はらうなどという芸当は武ぶ器きの宝貝でなければ出来なかった。

　払うことで無む理り矢や理り作り出した隙に、殷雷は槍を突つこうとした。

　刃は手て応ごたえを感じていた。

　ほんの擦かすり傷きずであるが、真しん鋼こうを斬ったという感かん触しよくだ。

　刃を払った時に、殷雷の手をわずかばかり斬ったと鏡閃はみた。

　際きわどい勝負だった。

　本当に一手の差だ。いや、そこまでの差すらなかった。毒でなければ鏡閃が槍の餌え食じきになっていただろう。

　切り口から毒が回り、殷雷の手は腐くさり始めていた。錆さびのように赤茶け、そして崩くずれる。

　崩れた中に殷雷の手がある。

　殷雷は答えた。

「悪いな。文もん句くは小細工仙人の護玄に言ってくれ」

　籠こ手て？　手て袋ぶくろか？　真鋼製せいの何かが殷雷の手を覆おおっていたのか？

　槍の突きは止まっていたが、軌き道どうは据すえられたままだ。このまま突つかれれば……




「やめろ！　殷雷！」

　隙はない。だが予想もしていない展てん開かいだったゆえに、殷雷の反はん応のうは遅おくれた。

　いや、もしかしたら自分を製せい造ぞうした者の魂たましいからの叫さけびに動きが一いつ瞬しゆん怯ひるんだのかもしれない。

　龍華は飛び、刀の一いち撃げきで殷雷の槍やりの刃を叩たたき斬きった。

　刃は鏡閃に触ふれる前に、その意味をなくす。

　刃に仕込まれた術じゆつ式しきが崩れたのは殷雷の目にも明らかだった。

　和穂を助ける唯ゆい一いつの手しゆ段だん。それが今、消しよう滅めつしたのだ。

「てめえ！　何てことをしやがる！」

　力ちから任まかせに刀で槍の刃をへし折ったのだ。龍華の胴どうは全くの無む防ぼう備びだった。

　鏡閃刀は一いつ閃せんし、龍華の脇わき腹ばらに深々と刺ささった。

「これで終わりだ、龍華」

　和穂と殷雷の目の前で、龍華はゆっくりと地面に落ちていく。

　それと同時に白い空間に亀き裂れつが走っていった。




　　　　二




　白い空間は消え、そこは九遥山山さん腹ぷくの森の外れとなった。

　木々は僅かに茂しげり、夕日が照っている。

　周囲に広がるのは鳥の囀さえずりと、和穂の嗚お咽えつだけだった。

　地面に座すわり、どうにか体を起こす龍華の胸むねに和穂は顔を埋うずめ、泣いていた。

　殷雷は苦々しい顔をしている。

「本当に馬鹿な弟で子しだ。ここまで馬鹿な奴やつは初めて見たよ」

　高い木の上から声がした。

　殷雷は足あし下もとの折れた槍を見ながら言った。

「誰だれだてめえは」

「龍華の師し匠しようさ。そいつの死に顔の見物に来てやった」

　どんな面つらか見てやろうとしたが、枝えだの陰かげに隠かくれてよく見えない。

　手間をかけてまで面を拝おがむ気力が殷雷にはなかった。

「仙せん人にんならば、この槍を直せるか？」

「無理な相談だ」

　少し離はなれた場所に、施せん聞ぶんが腰こしを抜ぬかしたように座っている。

　その施聞の隣となりには場ば違ちがいな巨きよ石せきが埋うまるようにしてある。

　石が光り、凛晴たちが姿すがたを現あらわした。

　だが、彼女たちの言葉は少なかった。

　施聞の目と耳を通して、何が起きたのか知っていたからだ。

　殷雷も恵潤たちとの再さい会かいを喜ぶ気分にすらなれなかった。

　外見上、龍華の傷きずは浅い。道服が切れているのは判わかるが、血の汚よごれはほとんどない。

　龍華は優やさしく笑い、あやすように和穂の背せ中なかを叩いた。青ざめた顔の下で激げき痛つうを堪こらえているのが見て取れる。

「和穂。悪いが鏡閃に替わってくれ」

　和穂はすくりと立ち上がり、その瞳ひとみが赤くなった。

　殷雷はじろりと鏡閃を睨にらみつける。

　鏡閃は言う。

「心配するな。和穂は殺さん。何の用だ龍華。お前と話すことなどない」

　面おも白しろそうに龍華は笑う。

「まあ、そう言うなよ。どうだい、復ふく讐しゆうを成し遂とげた御ご気き分ぶんは？」

「最悪だ」

　死ぬ間ま際ぎわにまで自分を挑ちよう発はつするかのような言い草だったが、その言葉に侮ぶ蔑べつ的な響ひびきはなかった。

「もう一度、機会があったら私や和穂に復讐したいと思うかい」

「もう、沢たく山さんだ。和穂のことは心配するな。解かい放ほうしてやるよ」

「そうか。良かった」

　鏡閃の眉み間けんに皺しわが寄よる。

「何が良かっただ！　くたばる前に教えてくれ、どうしてあんな殺さつ戮りくを行った！　罪つみもない人々を！」

　龍華が咳せき込んでいるのか笑っているのか、鏡閃には判らない。

「謝あやまったら許ゆるしてくれるか？　弁べん償しようしたら許してくれるか？」

　毒が回り譫うわ言ごとを言っているだけなのか。

「巫ふ山ざ戯けるな。お前は取り返しのつかないことをしたんだ！　何が弁償だ」

　龍華の目がすわる。

「弁償してやる。死んだ連中を生き返らせてやる。失われたお前の家族を取り戻もどしてやろう」

　話にならない。身を貫つらぬく痛いたみで正気を失っているだけだ。

　木の上の龍華の師匠が言う。

「これが戯たわ言ごとじゃないんだな」

　風の音が強くなる。風は吹ふいていない。

　風音が止まり、二人の男が現あらわれた。

　一人は護玄だった。

　姿を現すなり、護玄は怒ど鳴なり散らした。いつもの護玄を知る者ならば、その怒いかりの大きさに驚おどろいただろう。

「巫山戯るなよ龍華！　最初の話と全然違ちがうじゃないか！　鏡閃殿どのの一族を復ふつ活かつさせるから手を貸かしてくれと言われて、私は協力したんだ！　それがどうしたらこんな大だい騒そう動どうになるんだ」

「おお、護玄君。虎とら縞じま道服とは気合い入ってるじゃないか」

「龍華の師し匠しよう殿、もうお着きでしたか。……まさかあなたは全すべてを知っておられたのでは？」

　嚙かみつかれては大変だとばかりに龍華の師匠はさらに木の上に登った。

「ごめんよ、護玄君。知ってた」

　壮そう大だいな溜ため息を護玄は吐ついた。

　知っていたからといって、介かい入にゆう出来る立場でもないのだ。

　鏡閃の表ひよう情じようが曇くもる。龍華一人ならば戯言で済すんだだろうが、この二人の仙せん人にんまで同じ話をしている。

「死者の復活は仙せん術じゆつをもってしても不ふ可か能のう。それが大だい原げん則そくだ」

　護玄はうなずく。龍華はうなずく力もないようだ。龍華の師匠は枝に座すわり、足をブラブラとさせている。

　龍華は言った。

「師匠殿。悪いがあんたの口から説明してやってくれ」

　師匠殿などと呼よばれたら、気持ち悪くて敵かなわんとばかりに龍華の師匠は肩かたをすくめた。

　説明の途と中ちゆうで龍華がくたばりかねんので、仕方なしに説明の肩かた代がわりをする。

「過か去こに介かい入にゆうして歴史を変える」

「それこそ不可能事だ！」

「うん。不可能だね」

「戯言ばかりを！　人をもてあそぶのもいい加か減げんにしろ！」

　静かに、そして響ひびき渡わたる声で龍華の師匠は説明を始める。

「時の流れとは言うが、時間、いや、時間というより歴史というものは、一つ一つの積み木の組み合わせで出来た壁かべだと思ってくれていい。

　下の積み木があって上の積み木が載のせられる。過去があって現げん在ざいがある。現在の上にまだ載のっていない積み木が未来だね。

　鏡閃君。きみの一族は消しよう滅めつした。

　これは積み木の積み上がり方が狂くるってしまったことを意味する。

　本来ならば存そん在ざいするはずだったものたち。歴史の壁から弾はじき出された積み木たちが、黒い影かげとなってきみの周りに現あらわれたんだ。

　既すでに承しよう知ちのように、どうしてそんなことが起きたかというと、和穂があの馬ば鹿かの造つくった宝貝をばらまいた事じ件けんに端たんを発している。

　一部の宝貝が過去に辿たどりついたんで歴史が変わってしまったんだ。変な形をした積み木が壁にぶち当たってしまった」

　概がい念ねんは判わかるが、殷雷には矛む盾じゆんしているとしか思えない。

「歴史が変わっただと？　過去は変えられないんじゃねえのか？」

「うむ。過去に飛んだ宝貝たちにとって、そこは過去じゃないんだ。

　やつらはそれまでに人間界に存在したことはなく、人間界の歴史についても全く感知していなかった。

『完全なる不ふ作さく為いによる干かん渉しよう』はありなんだ。

　でも、これが無意味なのは判るな？　過去に干渉しても何が変わったか、何が出来るかを知らない状じよう態たいで行われたことだから」

　殷雷はいらついていた。

「それじゃ、過去が変わったことを誰も気付かないじゃねえか」

「おお、馬鹿が造った宝貝なのに利口じゃないか殷雷刀。まったくもってその通り、過去に宝貝が干渉したのが判ったとして何がどうなったかなんて判りゃしないんだ」

「いや、だからさ。判らないなら、鏡閃も自分の一族が消え去ったことが判らないだろ。どうしてそれが知覚出来るんだよ。影がどうして存在出来る」

「影。それはすなわち、可か能のう性せいなんだ。弾き出された積み木、もしかしたら存在したかもしれない存在」

「過去が変わって結果は出てる。賽子さいころは振ふられて目は出てるんだ。結果が出てるのに可能性も何もない」

「逆ぎやくだ、逆。影が居いるなら、まだ賽子は振られてないことを意味する」

「ついてけない」

「過去は変えられない。だが未来は変えられる」

「いきなり、くよくよせずに頑がん張ばろうみたいな説教かよ」

「違うわい。私たちにとって過去でも、それが未来である人物が存在したらどうだ？

　そいつの選せん択たく次し第だいで未来の可能性は変わるだろ。そいつの未来が私たちの過去だ。

　過去に人物を送るのは仙術的にほぼ不可能といってもよい。だけど、未来に送るのは簡かん単たんなんだ、こんな馬鹿の造った殻かく化か宿しゆくにでも出来た」

「また、えらく懐なつかしい名前じゃないか。

　って、まさか、おい！　お前は村長代理じゃねえか」

　護玄と一いつ緒しよに現あらわれたもう一人の男は、かつての殻化宿の所持者、村長代理だった。

　護玄は言う。

「彼が今回の鍵かぎだよ。彼に万が一のことがあったら、目も当てられないから私が保ほ護ごしていたんだ」

「私は、私の居た世界に、時代に戻もどれるのですね？　私が逃にげだしたあの空の下に」

　何が出来るかは判らない。だが、逃げ出したことには悔くいが残っていた。

　その過あやまちをやり直せる機会が目の前にあるのだ。

「えぇ。張ちよう良りよう、いや張ちよう梁りようさん。詳くわしい術じゆつはあちらの方が行われます」

　龍華の師匠は言った。

「あなたにとって存在しなかった未来、殻化宿が時間停止状じよう態たいになった直後に、あなたの今の感かん情じよう、思いを送り届とどけます。

　逃げることをよしとしない、あなたの感情に反はん応のうして殻化宿は機能を停止して、元の世界にあなたを戻します」

　豹ひよう絶ぜつには仙せん人にんたちの会話がよく理り解かいできない。

「待ってくれ。細かいことはよく判らないが、結局過去が変わって、今の世界も変わるって話だな」

　龍華の師匠は答える。

「あぁそうだ。鏡閃による復ふく讐しゆう劇げきがなくなるんだから、龍華による今回の混こん乱らんもなかったことになる。なかったことになるのが判ってたからあの馬鹿は大暴れしやがったんだ」

「簡かん単たんに言うなよ！　俺おれが今まで歩んできた人生も変わっちまうのか？　彩さい朱しゆに会えなくなる人生になるのか？」

「そこまで変わらんよ。鏡閃による復讐劇の流れが消しよう滅めつするぐらいで、他ほかの部分には多少の影えい響きようしか出ない。

　今の世界が、積み木の組み立てが狂くるってる世界なんだ。

　狂いは消えないが、今ほどは酷ひどくならない。あるべき世界に戻るだけ。復讐劇を止やめたところで、龍りゆう衣いの鏡閃は存在するから、お前と彩朱も出会えるよ。もっとも、お前さんが黒い影を見たってんなら、少しばかり変わるだろうけどね」

　黒い影に思い当たる節はない。釈しやく然ぜんとしないが納なつ得とくするしかなかった。

　半ば放心状態になりながら鏡閃は地面に腰こしを落とす。

「会えるんだ。会えるんだ……」

　ゆっくりと和穂の瞳ひとみから赤色が消えていった。

　和穂の瞳が黒くなると同時に彼女は立ち上がった。

　泣きながらであるが、その顔は怒おこっていた。怒りながら龍華の隣となりに座すわる。

「師し匠しよう！　鏡閃さんの一族を助けられるのなら、それで良かったじゃないですか！　どうして人間の世界をこんな目に遭あわせたんです！

　納得いきません！」

　ゴホゴホと咳せき込こみ、龍華は答えた。もうあまり時間はない。最後の授じゆ業ぎようというにはつまらない内ない容ようだと思ったが、それでも答える。

「張梁帰き還かんによる、人間界の再さい構こう築ちくだが、話はそう簡単なものじゃない。世界の形が変わろうと業ごうは残る」

「業？」

「感情、思い、だよ。鏡閃の一族を復ふつ活かつさせたいだけなら、張梁と話をして彼を帰すだけで成る。

　でもそれじゃ、鏡閃の復ふく讐しゆう心しんは消えないんだ。彼の一族は彼の目の前に居いるのに、私や和穂に対する恨うらみ、復讐心は残る。

　積み木の組み直しだ。積み木じたいが新しく作られるわけでもない。

　積み木が持つ記き憶おくはなくなるが、積み木の持つ感情、想いは残る。

　業を持ったまま、再構築後の世界に移うつってしまう。そうすればどうなると思う？　やはり私や和穂への復讐を行おうとするだろう。

　彼の復讐心を消す必要がある」

　そうだったのかと、殷雷は知った。龍華は鏡閃の攻こう撃げきで死ぬつもりだったのだ。槍やりの秘ひ密みつは見み抜ぬかれていたのだろう。あそこで、鏡閃が倒たおされていたなら、業が残ると龍華は考えたのだ。

　和穂もそこの理り屈くつは判わかる。でも、世界を崩ほう壊かいさせた理由にはなってない。

「それだけじゃ納得出来ません。どうして罪つみもない人間たちや仙人たちを殺したんですか！　最終的になかったことになるとはいえ、やっていいことと悪いことがあります」

「質しつ問もんなのか、説教なのかどっちなんだよ。まあよい。

　鏡閃に復讐されてやるって計画までは護玄にも話していた。

　でもそれだけじゃつまらないだろ。だから、ちょっとばかりオマケをつけてやったんだよ。

　人を殺せば、人は私を恨む。恨めば殺そうとする。仙人を殺す為ためには宝貝が欲ほしい。

　さあ、我わが復讐を成す為の宝貝がここにある。なんてありがたいんだ、誰だれのお蔭かげで自分はこの宝貝を手に入れる幸運に辿たどりつけたのか。

　そう、大おお本もとを辿れば宝貝を地上にばらまいてしまった和穂のお蔭だ」

「まさか」

「秩ちつ序じよのある世界じゃ、宝貝なんて災さい厄やくの種でしかない。宝貝によって被ひ害がいを受け、迷めい惑わくしている者も必ず居て、そいつは和穂を恨むだろう。当然の感情だ。

　でも、どうせ世界を再構築するんだ、そういう恨みを少しでもら減へらしておいた方がいいんじゃないかと考えてな」

「師匠！」

　よろりと立ち上がる龍華の胸むねで和穂は泣いた。龍華は言った。

「ついでに、そんな宝貝を造つくった責せき任にん者しやとして、怨えん嗟さの声ぐらい私が引き受けてやろうと思ったんだ」

　世界は再構築される。和穂への僅わずかな感かん謝しやと、龍華への壮そう大だいな恨み、怨嗟の声で。

　泣きつづける和穂の頭を龍華は撫なでた。

「和穂。少し背せが伸のびたな」

　泣き声で、和穂がどう答えたのか龍華にも判らなかった。

「さて。張梁の帰還を見送るか」




　殷雷は岩いわ陰かげに座っていた。用よう済ずみとなった槍をまだ抱かかえている。

　凛晴はそんな殷雷の隣に座る。

　そして言った。

「和穂との再さい会かいなんだよ。泣きの涙なみだで感動の御ご対たい面めんに行かないの？　情じように脆もろい欠けつ陥かん宝貝なんだから変な意地を張はらなくてもいいのに」

　蠅はえでも払はらうように殷雷は手を振ふる。

「うるせえ。あっちに行け」

　凛晴は意地悪く笑う。

「あ、そうか。どうせもう、時間がないんだから少しでも和穂を龍華と一いつ緒しよに居させてあげたいんだ。

　本当に甘あまい宝貝だわ、あんたは」

　どうせ世界は終わるんだ。少しぐらい素す直なおになるのも良いかもしれない。

　殷雷は答えた。

「あぁ、そうだ。その通りだよ」

　凛晴が呆あきれたと、溜ため息をつく。素直になってみたが、やりつけていないので、やはり落ち着かない。

　口直しに殷雷は言った。

「それが判るってのは、お前さんもかなり甘いっていう証しよう拠こなんだぜ」

　顔を真っ赤にして否ひ定ていする凛晴を見て、殷雷は笑いながら逃にげ出す。
















　　　　＊




　梅の花が舞まっていた。

　街かい道どう沿ぞいに植えられた梅の木がその花びらを散らしている。

　風はまだ冷たい。

　だが、風の中に春の息吹いぶきが感じられる。

　梅の木を見つめていた和穂の瞳ひとみに、唐とう突とつに涙が流れる。

　とめどなく、わけも判らずただ涙が流れる。

　和穂は梅の木を抱だきしめ、泣いた。

　銀色に光る、真しん鋼こうの棍こんで面めん倒どうそうに肩かたを叩たたきながら、どうしたものかと殷雷は考えた。

「和穂、何やってんだよ」

「ううん、なんでもない」

　お前はなんでもないのに、梅の木に抱きついて号ごう泣きゆうするのかよと、殷雷は呆あきれ返る。

　言われてみて、和穂は妙みように恥はずかしかった。自分でも判らないが、一体どうしたというのだろう。

「なんだが、急に懐なつかしくなって」

　どうでもいいやと殷雷は首を鳴らす。

「梅の木に抱きつこうが、桜さくらの木に飛び蹴げりかまそうがお前の勝手だが、そろそろ宝貝使いに近ずいてるんだ、もうちょい気合いを入れてくれよ」

「うん！」

　和穂はパンと顔を叩いて街道の先を行く、殷雷に向かい駆かけていった。





（完結）　　









　　　あとがき







『コンセプトカー』

　毎度おなじみモーターショーでの話だ。今回の見物でワシの琴きん線せんをかき鳴らしてくれたのは「プロ海洋写真家用」というコンセプトで作られた車だった。我が社はプロ海洋写真家市場に打って出る！　という度ど肝ぎもを抜くニッチ市場狙ねらいなのか、「どうしよう、どうしよう。なんだか勢いでいろいろ機能つけちゃったけど、この車を使うような仕事ってなんだ？」と会議で悩なやみ抜いて出された結論がプロ海洋写真家だったのかは知らないが、どっちにしても恰かつ好こうのいい話である。




『参考文ぶん献けん』

　さて困こまった。「封仙娘娘追宝録」を書くにあたって、資料を集めた、ということはやってないのだ。仙人に関する知識ってのは個人的に昔から読んでいたものだった。

　それでも有名どころの資料を挙あげる手もあるが、参考にしない為ために参考にしているという使い方が多いんで割かつ愛あいさせてもらおう。

　それでもあえて挙げるならば「神仙伝」ぐらいかのう。参考にしない為の参考ってのは、道教的世界観に詳くわしい人で、封仙娘娘追宝録を読んだ方には一いち目もく瞭りよう然ぜんだと思う。

　おっと、外はずしてはいけない参考文献が一つあった。本編未読の人にはネタバレになるので注意。

「Ｔ．Ｐぼん　藤子・Ｆ・不二雄」時間の概がい念ねんの参考にさせていただきました。時間の煉れん瓦ががやっぱり一番判わかり易やすい説明だねぇ。この物語の基本設定に藤子・Ｆ・不二雄の魔ま力りよくが凝ぎよう縮しゆくされてると思う。




『「封仙娘娘追宝録」開始前の話と、最後の挨あい拶さつ』

　評判の割には、あんまり売れなかった「食くう前ぜん絶ぜつ後ご!!」の後を受け新作を何かやりましょうという話になり、せっせとプロットを富士見に送る日々が続いていた。

　プロットとは何か？　簡単に言えば、ちょっと詳くわしいあらすじだと思ってくれていい。浜はま村むら純じゆんが夜中にやってる映画の解説と同じように、ちゃんとオチまで説明しているあらすじだ。

　放送前の深夜映画のオチまで教えてくれる素す晴ばらしい解説のおかげで、どれだけ睡すい眠みん時間を減らさずに済すんだことであろうか、本当にありがとう。

　で、どれぐらいプロットを書いたか？　たぶん十本以上書いた気がするが、ほとんどボツになった。このプロットが通らない病やまいは現在も治なおっちゃいない。

「封仙娘娘追宝録」と並行して、何か別シリーズを立ち上げましょうか、ってことになって幾いく度どかプロットを考えて送ったが、結局どれも通らなかったね、結局。

　ともかくそんな不毛なプロット地じ獄ごくの中に「封仙娘娘追宝録」の原案というものが混まざっていたのだ。

　その原案とは、




　舞ぶ台たいは現代。自みずからの不ふ手て際ぎわにより人間界にばらまいてしまった宝ぱお貝ぺいを回収する仙人の物語。

　主役の仙人の名は護ご玄げん。回収する宝貝は全六個！




　おぉ、プロトタイプ「封仙娘娘追宝録」の主役は護玄だったのだ。性格も見た目も今とあんまり変わっていない。原案から捜そう魂こん環かんがあったのも意外と言えるかもしれない。

　一巻で一個、宝貝を回収して全六巻にしてやろうという企たくらみが透すけて見えてて嫌いやらしい。

　この原案に、いろいろと手を加えて「封仙娘娘追宝録」へとなり無ぶ事じ一巻目が（百枚以上書き直して）完成となったのだ。

　そして今巻をもちまして完結となった次し第だいである。

　初のシリーズで七しち転てん八ばつ倒とうしたはずなのだが、不ふ思し議ぎと今となっては、面おも白しろかったという記き憶おくしか残っていない。




　作家になる前に読んだ小説の、最終巻あとがきにあった「ここまでこれたのは読者のお蔭かげです」の言葉が、我が身となって初めて実感出来た。




　皆さん、今までありがとう。





ろくごまるに　　




























口絵・本文イラスト　ひさいちよしき
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